
































神さまになりまして、




オヤスミなさいを言いました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　現代の日本には七なな柱はしらの土地神が存在し、その土地に生きるものたちを見守っている。

　いつからか人々は、土地神のことを〈守しゆ護ご〉、守護の手足となって代わりに力を振るう人間たちを〈守しゆ護ご代だい〉と呼ぶようになった。

　この守護や守護代の役割は、時代と共にゆるやかに変化していく。今は幽ゆう霊れいや妖よう怪かいといった『あちらの世界』のものが絡む事件から、物理法則に従う『こちらの世界』の力なき人々を守るために、日々奔ほん走そうしていた。

　七つに分かれた地方のうち、〈守護〉千ち鳥どりと呼ばれる関東地方の土地神は、つい三カ月前に代替わりをした。今代の千鳥となった者は、元は先代の千鳥の〈守護代〉で、先代の千鳥の手足として四百年間ひたすら働き続けたあと、新たな役目を託たくされたのだ。

　忙いそがしい守護代の時代から一転し、守護代たちを見守るだけという穏おだやかな生活をすることになった今代の千鳥は、憧あこがれていた隠いん居きよ生活がついに始まる──……はずだったが、仕事をせずにのんびりするという日々に落ち着かなくて、そわそわしてしまう。

　そんな千鳥の姿を周りは見かねたのだろう。ときどき、ささやかな仕事をもらい、ゆるやかな時間に変化をつけていた。




　古い建物と真新しい高層ビルが隣となり合う、東京二十三区内の『神かん田だ』。

　独特の雰ふん囲い気きを持つ神田には、江戸時代からの味を守り続けているそば屋がある。〈守護〉千鳥は、そこへ若き〈守護代〉帯たて刀わきを連れて行った。

　千鳥がそば屋の引き戸に手をかけて力をこめれば、がらりと音を立てて戸が開く。中に入ると、机と椅い子すが限界まで押しこまれていた。

　店員からお好きな席にどうぞ、と言われたので、端はしの二人席を選ぶ。

「おれは天ぷらそばで」

「鴨かも南なんばんそば」

　今は十五時半をすぎたぐらい。けれど店には結構な人がいて、賑にぎわっている。

　千鳥が運ばれてきたお冷ひやに口をつけていると、帯刀がちらりと横を見て呟つぶやいた。

「……この時間から、ずいぶんと騒さわがしいな」

「串くし焼やきをつまみつつ、酒を飲み、しめにそばを注文、って使われ方もするからなぁ」

　あっちこっちから酒の入った大きな笑い声が聞こえてくる。帯刀はこういう店に慣れないのか、相変わらずの冷さめた眼で、へぇとどうでもよさそうに言った。

「おまたせしました。天ぷらそばの方は？」

「おれです」

　そのとき、店員が盆ぼんにどんぶりを載のせて持ってきた。熱々のそばつゆの上には、どんぶりからはみ出るぐらいの大きなえび天が二つ載せられている。

「これから仕事をする若いのに、おれのえびを一つわけてやろう。しっかりがんばれよ」

　千鳥は箸はしでえび天をはさみ、帯刀の鴨南ばんそばに移してやった。すると帯刀が黙だまったまま鴨を一切れくれる。鴨南ばんそばと迷っていたので、わけてもらえて嬉うれしい。

「──どうぞお召めし上がりください」

　帯刀がやる気なく天ぷらそばをお供そなえしてくれる。

　これでようやく千鳥はそばを食べることができるようになった。

　守護は本物の神さまから『神さまと同等の力』を与えられているが、同時に様々な制約に縛しばられている。

　その一つが、だれかにお供えされた食べ物しか口に入れることができないというものだ。お供えされるような神さまになりなさいという意味が込められているのだろう。

「ありがとうな。いただきます！」

　千鳥は割り箸を持ち、では、とどんぶりに手をそえる。れんげはついていないので、そのまま少し傾かたむけ、まずはつゆを一口飲んだ。

　醬しよう油ゆを基本としたつゆが喉のどをすべり落ち、お腹なかをじわりとあたためていく。優しくて懐なつかしい甘さと、だしの風味。そして爽さわやかなゆずの香り。

　思わず、ほうっと息を吐いた。昔と変わらないつゆに、幸せを感じる。

　それから半分ほどつゆにつかったえび天を箸でそっと持ち上げ、一口。さくっという軽い食感の塩味の衣ころもと、つゆをたっぷり吸いこんだ味つきの衣の両方を、一気に味わう。次いでやけどしそうな熱さのぷりっとしたえびが口の中で踊おどった。

（ああ、おいしい……！　関西風も好きだけれど、関東風もいい！）

　京きよう都と出身の守護代である勢せ多たが、味つけは関西風がいいと強く主張し続けた結果、葉は山やまの屋や敷しきで出る料理は京風の味つけだ。それはそれで素材を生かしてとてもおいしいのだが、関東で生まれ育った千鳥は、おなじく江戸生まれ江戸育ちの守護代である中なか之の条じようと一緒に、偶たまには醬油の色がついたつゆも飲みたいなぁ……とぼやいている。

　勢多には内ない緒しよの楽しみにうきうきと心を弾はずませつつ、箸でそばをすくう。つゆがかなり熱いので、なんども息で冷まして、それからゆっくりすする。

　ここのそばは柔らかすぎず、かといって固すぎず、ちょうどいい歯ごたえだ。そばの風味がきちんと残る麵めんと、柔らかな味のつゆが絡み合う家庭的なそばに、大満足である。

（最近はこしのある麵が流行だけれど、おれはこっちも同じぐらい好きだな）

　豪ごう快かいにすすればそばつゆが飛び散るので、中身に似合わぬ上品な食べ方になってしまう。ちまちまと幸せを楽しんでいると、いつの間にか帯刀がこちらをじっと見ていた。

「どうした？　足りないのか？　串焼きも頼むか？」

「いい。ご隠居のおやつには多すぎるだろうし、残りをもらう」

　育ち盛ざかりの十八歳である帯刀の燃ねん費ぴは悪く、そば一杯ぐらいの量ならおやつ扱いになってしまう。千鳥は半分ほどで手を止め、あっという間に食べ終わっていた帯刀のどんぶりと交こう換かんした。

（若いのが大学合格したら、一緒に横よこ浜はま中ちゆう華か街がいの食べ歩きをしよう。お祭りの屋台めぐりもいいな）

　ここ最近、あれをしてみたい、これをしてみたい、と未来のことを思い浮かべるようになった。いつかという曖あい昧まいなものではなく、予定のように『いつ、どこで』までしっかり考えている。

「さぁ、そろそろ仕事に行くぞ」

　そばを完食したあと、すぐに会計をすませて店を出て、再び神田の街を歩く。

　千鳥はとあるきれいな高層ビルの前で立ちどまり、社名を確認してここだと頷うなずいた。だれもが知っている社名を刻きざむ玄げん関かんをくぐって中に入り、受付で名めい刺しを渡す。

「総そう務む省しようの特別文化調査局第一課の者です。ゲストカードの発行をお願いします」

　受付の女性はわかりましたと笑顔で頷き、手続きを開始する。

　少し離れたところで呼ばれるのを待っていれば、隣となりに立つ帯刀の『総務省……？』という呟きを千鳥は拾った。なので、小さな声で解説する。

「国家公務員という大げさな肩書があると、いろいろ便べん利りだからな。守護代用に一応席をつくってもらっているんだ。名刺の電話番号に本物ですかって問い合わせると、きちんと『うちの職員です』って言ってもらえるようになっている」

「でもご隠居は年ねん齢れい的てきに国家公務員を名乗れないだろ」

「これはおれのじゃない、関う東ちの守護代の名刺を一枚借りてきた。今回はきちんと事前に話を通してあるぞ。高校生二人が行きますって」

「俺は大学生にしてくれ」

　帯刀の抗こう議ぎに、早くそうなれと言いながら、千鳥は受付の女性から受け取ったカードキーを持って、エレベーターホールへ向かう。

　エレベーターで『Ｒ』と書かれた階まで昇のぼり、カードキーをかざして屋上に続くドアを解かい錠じようした。一歩踏み出せば、そこには緑が広がっている。見晴らしもいい。

「普段は社員も出入りしていないらしい。緑化運動や環かん境きよう配はい慮りよの一いつ環かんで、屋上に緑を植うえる活動をしているだけだそうだ。転落に気をつけろよ」

　そう言いながらも、千鳥はフェンスに近よる。東京の空なのに、ここからだととても広く感じた。

「さてと、仕事だ。ここから見えるあの赤い鳥居が神かん田だ明みよう神じん。神田明神については知っているとは思うが、一応話しておくぞ」

　帯刀に『ここでこんな仕事をしてもらう』と言っておけば、事前にしっかり調べておいてくれるということはもう知っている。だから歴史の説明はさらりと終わらせ、守護代に必要な知識を過不足なく教えることにしていた。

「神社というのは、複数の神さまを奉たてまつっていることが多い。神田明神もそうなんだが、その中で一番よく知られているのが『平たいらの将まさ門かど』だ。平将門は、平安時代に関東地方で反乱を起こした豪ごう族ぞくだ。武士の始まりとも言われているな」

　平将門がどういう人物でなにをしたのかを簡かん潔けつに告げ、結局どうなったのかを言うつもりだったのだが、それを帯刀に奪われた。

「結局、平将門は藤ふじ原わらの秀ひで郷さとや平たいらの貞さだ盛もりに討うたれ、京の都で晒さらし首くびになった。そのせいであちこちに首が飛ぶ話が残っている。大おお手て町まちの首くび塚づかの話ぐらいなら、俺も知っている」

「おお、詳くわしいな。歴史の知識としてはその程度で大丈夫だ。それでだ、神田明神では奉られている将門公の伝説が有名すぎて、ちょっと困ったことが起きる。……うん、そろそろ夕方だ。眼をこらしてよく視みてみろ」

　千鳥は神田明神の方角をもう一度見る。この時期の日の入り時刻は四時半。先ほどまで明るかったのに、気がつけばあっという間に陽ひが傾き、世界が橙だいだい色いろに染そまりつつあった。

　昼と夜がまじわるこの時間は、ものの境さかい目めがはっきりしなくなり、『あちらの世界』と『こちらの世界』が重なりやすくなる。つまり、幽霊や妖怪といったあちらの世界のものが活発化するのだ。

「人ひと魂だま……？」

　神田明神を視ていた帯刀は、小さな青白い光が現れて集まっていく光景に驚く。

　あちらこちらから出てきた青白い光は、ゆるやかにぶつかり合い、大きなかたまりになり……を繰くり返して、一ひと抱かかえもある大きさにまでなった。

　そこまで大きくなると、最初は眼をこらさなければ見えなかったぼんやりしたかたまりだったものが、普通の人間にも見えているのではと心配になるぐらい、帯刀の眼にもはっきりと映る。

「この小さな光は、『人の言葉や思い』の結晶だ。……若いの、もっとよく視ろ。あれはただの青白いかたまりではない」

　大きくなったかたまりには、くぼんだ部分や少し盛もり上がった部分があって……。

「生首、の、ような……？」

「そう。神田明神は平将門で有名だ。ここに参さん拝ぱいにきたら、平将門の生首が飛んでいたという伝説を思い出したり、首塚の呪のろいの話を知ったりして、おもしろい、気味が悪い、見てみたいというような、様々なことを言ったり考えたりする。人々のそういう『言葉や思い』が集まり、『それっぽいなにか』をつくってしまう」

　今あそこにできつつある生首のようなものは、本物の平将門の首ではない。

　ドラマの俳はい優ゆうの顔や、残っている想像上の肖しよう像ぞう画がの顔に影えい響きようされてつくり上げられた『あちらの世界のそれっぽいなにか』だ。

「『魂たましい』というものをつくれるのは、本物の神さまだけだ。人の言葉や思いだけではつくれないから、どうしても『それっぽいなにか』止まりだけどな。でも百年後には普通の人にも見えるようになって、数百年後にはこちらの世界にも干かん渉しようできて悪さをするかもしれない。だから毎年一回は祓はらっておく。それで、平将門の弱点というか、まあその死しに際ぎわを考えると……」

「『弓』か」

「そうそう。こういうのは、生前苦手だったものや殺されたときの武器が効果的だからな。特にこの『平将門の生首っぽいなにか』は人の言葉や思いでつくられたから、本当に弓で討うたれたのかは関係なく、きちんと弱点になっているはずだ」

　土地神である守護と契けい約やくした守護代は、土地に刻きざまれた記き憶おくを再現できるという能力を与えられる。高校生のときに弓きゆう道どう部ぶに所属していた帯刀は、その能力のうち、弓矢の再現を得意にしていた。おまけに弓道自体の腕うで前まえも、拍はく手しゆ喝かつ采さいを送れるほどすばらしい。

　器用で、度ど胸きようもあって、応用の利きく飛び道具の再現ができるとなれば、将来が楽しみな守護代だ。千鳥にとって、他の守護の方々に自じ慢まんしてもし足りない新入りである。

（まあ、大学四年間という期限つきの守護代だけれどな。でも四年あればものになる）

　帯刀と充じゆう実じつした日々を送るほど、別れが惜しくなるけれど、帯刀には帯刀の幸せがある。自分は四年間、一緒にいられるだけでいい。だからこそ、この時間を大切にしよう。

「今日の仕事は、あれをあちらの世界で再現した矢で射い抜ぬくこと。いくらでも失敗していいぞ。時間制限も、反はん撃げきされるおそれもない」

　ごゆっくり、と千鳥は言って、花か壇だんの端はしに座ろうとする。けれど帯刀に止められた。

「座らなくてもいい。甲は矢やで終わらせる」

　弓道は、甲矢と乙おと矢やの二本を一対とし、甲矢から射る。つまり帯刀は一発目で当てると宣せん言げんしたのだ。

　ずいぶんと強気な発言に、千鳥はどうかなとわざとらしく煽あおってやった。

　しかし帯刀は千鳥の挑ちよう発はつを気にすることなく、すぐに準備を始める。平将門を貫つらぬいた藤原秀郷の弓矢を、物理法則に従わない幽霊や妖怪が属する『あちらの世界』に留とどめたまま再現し出した。

　このあちらの世界で再現される弓矢は、物理法則に従う『こちらの世界』の人間では触ふれることができない。よって、帯刀は自分の手で引いて矢先を調節するといういつもの作業ができず、的に当てる難なん易い度どは一気に上がる。

　今回、わざわざ普通の人には見えない『あちらの世界での再現』にこだわるのは、理由がある。弓矢を物理法則に従うこちらの世界に引っぱってきて再現してしまうと、だれにでも見えるようになり、通行人が目もく撃げきして新聞に載るかもしれない。そうなったら最年長の守護代である柏かしわが、あちこちに謝罪の電話をかけることになる。

（難しいことなんだけれどな。でも若いのは努力家だ。感覚を眼に覚えさせている）

　帯刀によって見えない弓矢が再現される。いつもとは違い、弓矢ができた時点で再現を止めることはせず、弓を引くところまで続けた。

　実際に自分で弓を引くときと、他人が引いたときとのずれを、帯刀が徹てつ底ていして直していたことを千鳥は知っている。練習の成果がここできちんと出るのか、見てみたい。

（最後の調整は慎しん重ちように、……いや、早い……!!）

　以前の帯刀は、修正に十秒ぐらいかけていた。けれど今日は数秒で終わらせてしまう。

　気がついたら、あちらの世界の矢はもう放たれていた。放物線ではなくひたすらまっすぐ進む矢は、音を立てずに空気を切り裂さく。

「──当たる！」

　千鳥の言葉と同時に、放たれた矢が『平将門の生首のようなもの』を貫いた。

　曖昧なかたまりであるそれは大きく震ふるえたあと、再び小さな光の欠片かけらに戻り、ふわりと空へと消えていく。

　蛍ほたるが散っていくような美しい光景だが、これは普通の人には見えない。視ることができるのは、守護や守護代といった、特殊な能力を持つ人間だけだ。

　いつまでも黙だまって眺ながめていたいところだが、そうもいかない。千鳥は仕上げとして、周囲に被害がなかったかどうかをじっくり確認した。

「大丈夫そうだな。よし、仕事終了だ！　よくやった！」

　わずかながらに感じていた『なにか』の気配も消えた。これでしばらくは持つだろう。

「さっきのは『離れ』まで早かった。若いのが言われなくても腕うでを上げていて感心したぞ」

「いつまでもお膳ぜん立だてが必要な腕前だと、難しい仕事に連れて行ってもらえないだろ」

　たしかに帯刀の言う通りだ。今はまだ帯刀に向いた仕事をこちらで選び、かつ安全と思われるものを与えている最中である。

「そう焦あせるな。おまえさんは守護代を始めて三カ月。おれからしたら、言われたことができたらそれでいい時期なのに、自分で考えて結果を出すなんて上出来すぎる」

「どうも」

　帯刀は、一応礼らしきものを言うが、あまり納得はしていないようだ。

　でも四年間という限定的な守護代でしかない帯刀に、命のやりとりをするような危険な仕事は、あまりさせたくない。もちろん、突発的にそういう状じよう況きようになることもあるから、対処できる力をつけさせる必要はある。

（柏は、帯刀をどう育てるつもりなのかな？）

　守護代としての帯刀には、無限の可能性がある。今後が楽しみだと、橙色と藍あい色いろのグラデーションになっている西の空を見た。

「さぁ、帰ろう。……お、一番星だ」

　東京の空なのにはっきり見えるなぁと上を向いて歩いていたら、緑のカーテンを支えるために張られているネットへ、髪かみの毛を引っかけてしまった。

　つたを絡みつかせるためのネットは、巻きついてしまった髪の毛をなかなか離してくれない。悪あく戦せん苦く闘とうしていれば、少し前を歩いていた帯刀がどうしたんだと振り返る。

「若いの、ハサミ……は持っていないよな。ハサミの再現はできそうか？」

「できても切れるほどの精度はない」

　才能と努力のかけ算が、記憶の再現の結果として現れる。帯刀が日頃使っているハサミの再現をしても、練習不足のせいで、刃を開いたり、切ったりすることは難しい。

「じっとしてろ」

　帯刀に言われた通り、千鳥は動かないでいたのだが、ネットにしっかり髪を絡みつかせてしまったせいか、なかなかとれないらしい。このふわふわとした柔らかい髪の毛を引っかけると厄やつ介かいなのは、千鳥自身が一番よく知っているので、早々に諦あきらめることにした。

「頭を引っぱらないように、髪を引きちぎってくれ」

「髪が傷いたむだろ。もう少しで……」

　別にそのぐらいは問題ないが、今時の子はファッションに気を使うらしいので、髪を引きちぎることをためらうのかもしれない。

　そのうち帯刀も諦めるだろうと待っていれば、器用な指がついに髪を解放してくれた。

「……ほどけた。羽織にも気をつけろ、馬ば鹿か高たかいんだろ？」

「もちろん！　ありがとうな」

　助かったと礼を言えば、帯刀はわかってないと言いたそうな顔をする。

「そもそも、その格好はどうにかならないのか？　せめて安物の着物とか……。ご隠居は目立つ、今日も写真を撮らせてほしいって三度も言われた」

　千鳥は帯刀と一緒に神か奈な川がわ県けんの葉山から電車を使って移動してきたのだが、ホームや駅前で『写真を撮らせてほしい』と頼まれた。そのたびに断ってくれたのは帯刀だ。

「目立つ、ねぇ」

　自分の和装姿を見下ろし、千鳥は手を広げてくるりと回る。

　羽は二ぶた重えの羽は織おりが広がり、白地に翡ひ翠すい色いろや山やま吹ぶき色いろ、藤ふじ色いろで染そめた手描きの加か賀が友ゆう禅ぜんが舞った。羽織を留めるために花結びされた、白色、猩しよう々じよう緋ひ、山吹色の紐ひもも揺ゆれて、さらなる彩いろどりをそえてくれる。

　──眼がちかちかする蛍けい光こう色しよくのような派は手でさはなくても、日本の奥ゆかしい粋いきな遊び心のある華やかな色しき彩さいは、たしかにすれ違う人の眼を引く。

「でもこんな高くて動きにくいものばかりだから、おれは大人おとなしくできるんだ。洋服を着せると大変なことになるぞ」

　高いのは羽織だけではない。羽織を引き立てている黒の小こ紋もんの長着と、墨すみ染ぞめかと思うような深い黒紫色の袴はかまも、ずいぶんと高価なものだ。

　足た袋びも特注の絹製、簪かんざしの一本が今は禁きん輸ゆされて希少となったべっこうともなれば、全部合わせると、おやまあと冷や汗が出る値段になる。

　さすがの千鳥も、これでやんちゃをしようとはなかなか思えない。

「というわけだ、和装に関しては諦めろ。それに少しでも『神さまらしく』して、威い厳げんをつけておきたいしな。だが若いのがあまり気になるようなら、髪を黒く染めようか？」

　色素が薄い髪に、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみとなれば、日本人には見えない。その見た目で高い着物を身につけていれば、とても人の眼に留まる。和装のままでいるなら、せめて髪だけでも……と提案したら、帯刀にため息をつかれた。

「ならもうそのままでいい。今時、日本文化にかぶれた妙みような外国人は珍めずらしくないし、髪色を変えたところで大差はない」

「……珍しくないのか？」

「テレビでよく見るだろ。日本が好きすぎて毎年くるとか、こっちで結婚したとか。……いいから、さっさと帰るぞ。ご隠居は一応、病やみ上がりだ」

『珍しくない』どころか『よく見る』という言葉が帯刀から出てきて、千鳥は驚いた。

（そうか、よく見るのか。本当にそういう時代になったんだな）

　目立つというのは、この和装のことで、顔や髪のことではない。そのことにほっとして、嬉うれしくなって、顔が勝手にほころぶ。

　うきうきと心を弾はずませながら、今度は髪の毛を引っかけないように周囲に気をつけて歩いた。本当に時代が変わったのだと、帯刀が傍そばにいるおかげで実感できる。現代ならこのままの自分を受け入れてもらえる。

　いつも自分に言い聞かせていた、『少し違っても普通の人』。それにこだわるのを、そろそろやめるときがきたのだろう。




「……もう、おれは『普通の人』でなくてもいいんだな」




　決意を口にした瞬しゆん間かん、どうしてかわからないけれど、薄い氷が割れたような音がどこからか聞こえてきた。立ちどまって、辺りを見回してみたけれど、ものが落ちたような痕こん跡せきはどこにもない。

　──あれ？　と首を傾かしげた。
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　神か奈な川がわ県けんの葉は山やま町ちようにある、〈守しゆ護ご〉千ち鳥どりや〈守しゆ護ご代だい〉が住む『屋や敷しき』と呼ばれる家で、ちょっとした事件が起きていた。

「これは壮そう観かんと言ってしまいたい光景だなぁ……」

　居間の机に並んでいるのは、七つの大きな箱。昨日きのうから今日にかけて、千鳥宛あてにあちこちから届いた物だ。どれにも『御お見み舞まい』という熨の斗しがついていて、差出人は他の地方の守護たちと、先代の千鳥である。

「大したことはないのに、気を使わせてしまったか。お礼状を出しておかないと」

　ついこの間、千鳥は全国各地で発生した『神かみ隠かくし事件』の謎なぞを追い、囮おとりになって犯人を暴あばこうとした。神隠しされるまでは想定内だが、『根の国』に落ちてしまうことは想定外だった。そのときにとりこんだ穢けがれのせいで、現在は療りよう養よう中ちゆうという認識をされている。三日前に行われた、神隠し事件の報告会である臨りん時じの神さま会議も念のために欠席した。

　しかし、実際は神さま会議の欠席も必要なかったぐらい元気だ。神隠し事件の解決後、屋敷に戻ってきて一晩ゆっくり休んだら回復してしまった。昨日は、帯たて刀わきにくっついて神かん田だまで行ったぐらいだ。

「……えーっと、まずはこれから」

　千鳥は包みの隙すき間まにカッターを差しこんでそっとテープを切り、包ほう装そう紙しを開いていく。箱のふたを開けると、ほんのり焦こげ目がついたきつね色のケーキが現れた。

「那な須すのチーズケーキ！」

　これは前にも食べたことがある。しっとりとなめらかな食感、味は濃のう厚こうだけどくどくなく、ちびりちびりと幸せな甘みを味わうのがたまらない。毎回もうちょっと食べたいと思わせる、悪あく魔まの一品だ。

「青あお森もりのアップルパイだ！　あ、栗くりの羽は二ぶた重え餅もち、テレビで紹しよう介かいされていたのを見たぞ。……れんこん菓が子し、金こん平ぺい糖とうも……！」

　各地の銘めい菓かが、出てくる、出てくる。唯ゆい一いつ中国地方の〈守護〉初はつ瀬せだけは『ふぐ刺さし身み、鍋なべ、唐から揚あげセット』を送ってくれた。黄よ泉みの国から戻ってきたあとのお疲れさま会で、千鳥だけふぐの唐揚げが食べられなくて騒さわいだことを、気にしてくれたのかもしれない。

　ちょっと恥はずかしくなりながらも、すべての包みを開いて、なにをもらったのかノートに記しておいた。あとから相応のお返しをしなければならない。

　しかし今は、と地方物産展となった机をうっとりと眺ながめる。

「いい時間だし、おやつにしよう。どれから食べようかな」

　とりあえずは日持ちしなさそうなものからか。金平糖はゆっくりちまちま食べていこう。これはみんなの好物だから、小分けにしてこっそり部屋に持ちこんでおかなければ、すぐなくなってしまう。

「今日はアップルパイにするか」

　鼻歌をうたいながら包ほう丁ちようを持ってきて、アップルパイの中央に切っ先を差しこむ。

　さくっという軽い音と、中のリンゴを切るざくりとした感かん触しよく、そして広がる果実の甘あま酸ずっぱいにおい。

　このまま食べても充じゆう分ぶんおいしいが、オーブンであたため直せば表面がもっとさくさくになり、中のリンゴの旨うま味みが増すことを知っている。

　では、と小分けにした二切れのアップルパイをオーブンに入れて、その間にお茶の準備を始めた。本当はティーポットと茶葉で丁てい寧ねいに紅茶を入れるべきところだろうが、そこまでの熱意はなかったので、ティーバッグですませることにする。

　まずはティーカップに湯を入れてあたため、一度湯を捨てた。もう一度カップに湯を注そそいでからティーバッグを入れ、ソーサーをふた代わりにして蒸むす。お手軽においしくを追求すると、この入れ方で充じゆう分ぶんだ。

　待っている間にオーブンから甘いにおいが漂ただよってきたので、表面の様子を見てうんと頷うなずいた。皿とフォークを二つずつ取り出して並べ、あたため終わったアップルパイを置く。ソーサーをひっくり返し、ティーカップからそっとティーバッグを引き上げる。

　盆ぼんにアップルパイの皿とカップを載せていると、あくびをしている勢せ多たが居間に入ってきた。眠たそうなので、遅くに帰ってきたのかもしれない。守護代は仕事の区切りがいつつくのかわからない仕事で、朝帰りをしてそのまま布団に直行、午後になってから起き出すということはよくある。

「あまいにおい……」

　ぼんやりした顔で呟つぶやいた勢多に、千鳥はおはようと挨あい拶さつをした。

「三さんノの宮みや、もらいもののアップルパイがあるぞ」

　千鳥は神さまなので、言葉に強い力が宿る。名を呼べば相手を強制的に縛しばり、命令を聞かせてしまうので、守護代のことは名前でなく、守護代になった順番で呼んだ。勢多は今いる守護代の中では三番目なので、『三ノ宮』だ。

〈守護〉千鳥の代替わり直後は、一いちノの宮みやだった自分や他二人の守護代が抜けたため、順番がずれた。しばらくはみんな戸と惑まどっていたが、三カ月経たった今は呼べばきちんと反応してくれる。

「食べたかったら早めに手をつけておけよ」

　だれがいつまでこの屋敷にいるのか、本人すらもわからない。よって、この屋敷ではもらいものの菓子を手に入れられるかどうかは、運次し第だいになっている。

「アップルパイ……」

　盆に載っていた二人分のアップルパイに、勢多は眼をとめる。そして突然真顔になって、千鳥にぐっと迫せまってきた。

「これ、だれの分ですか？」

「今から若いののところへ持っていこうかと」

「じゃあ、ご隠居と帯刀の分ですか？」

「ああ」

　頷いた途と端たん、勢多は眼の色を変えた。

「ひいきです！」

　なにがひいきなのかわからずに首を傾かしげると、勢多が少し付け足してくれる。

「帯刀です！」

　そのとき、甘いにおいに誘われたのか、柏かしわも部屋に入ってくる。どうやら勢多と一緒に帰ってきていたらしい。ちょっと待てと勢多を一いつ旦たん制し、柏へおかえりと声をかけた。

「アップルパイがあるぞ。早めに手をつけろよ」

　もらい物の菓子の存在を教えると、柏がどれどれとよってきて皿の上のアップルパイのにおいをかいだ。シナモンが強すぎるものを苦手にしている柏は、食べても大丈夫だろうかと真剣な顔で考えている。

「ご隠居！」

　勢多に抗こう議ぎされたので、はいはいと言って千鳥は話を元に戻した。

「帯刀がひいきしたって？」

「違います、帯刀がご隠居にひいきされすぎって話です。いいなぁ、いつもかわいがってもらって。アップルパイでご隠居とおやつなんてずるいですよ」

　二は十た歳ち前後のその顔でおやつに関してずるいと言われると、いい年して……と呆あきれた顔で言いたくなる。しかし自分の方が『いい年』な中身なので、そこはぐっと堪こらえ、そうかなぁと柏に話を振ってみた。

　柏も似たようなことを思ったのだろう。苦笑しつつ、勢多をなだめてくれる。

「今は帯刀に教えることが多いので、構うのは仕方ないですよ。でも帯刀はそこまで手がかかる子じゃないし、僕たちはそう甘やかしているわけでも……」

　ねぇ、と柏は勢多に同意を求めたが、予期せぬ反はん撃げきに遭あってしまう。

「柏さんがそれを言うんですか～？　この間、帯刀が『カーナビを買って』ってお願いしたら、すぐにいいよって返事するぐらい甘やかしているのに」

「えっ!?　いや、あれはカーナビを買うという発想にそもそも至いたらなくて、言われてみて、たしかにあったら便べん利りだなって……！」

「そんな明らかに動どう揺ようしていますって顔をされても～……」

　今度は勢多が苦笑し、慌あわてすぎですと柏をなだめた。

　柏は帯刀の特別扱あつかいのことを千鳥以外には隠かくし通せていると思っていたため、勢多にも知られていたことに動揺し、反論の言葉を必死に探し始める。

　千鳥はあーあという顔を柏に向けながら、どうしたものかと考えた。

（勢多も本気で抗議したいわけではない。勢多自身も帯刀に甘いし）

　これはほどほどにしておけという千鳥への忠ちゆう告こくだ。他の人だと今の抗議ぐらいではすみませんよと心配してくれたのだろう。

　お礼の気持ちもこめて、自分の分のアップルパイを勢多に譲ゆずることにする。

「ほら、おれの分を譲ってやる。これでいいだろう？」

　盆から一人分のアップルパイの皿とティーカップを、テーブルに下ろした。自分の分はまたあとで、柏の分とまとめて用意しよう。

「三ノ宮、たしかに若いのをひいきすべきではないが、学業への配はい慮りよはすべきだ。今がんばって有名な大学に入っておけば、この先の選せん択たく肢しを増やすことができる」

　不満の声を聞いたら諭さとしてやってくれ、と勢多に頼んだつもりだったのだが、勢多は不ふ思し議ぎそうに首を傾げた。

「え～？　そこそこの大学で充分でしょう？　ってか、あまりレベル高いところに入ったら、守護代の仕事との両立が大変じゃないですか。理系だったら実験もあるだろうし」

　帰りが遅くなりますよ、と勢多は言う。

　学校というものから縁えん遠どおかった千鳥は、理系と文系の違いもぼんやりとしているため、そうなのかと感心しかけ、慌てて首を振った。

「若いのにはこれからがある。おれはバイトばかりの大学生活をさせたくない」

　帯刀は、そこそこ遊べる程度に、守護代のアルバイトを入れたらいい。

　勉強も、遊びも、社会に出たときに役立つはずだ。

「あの子は、大学でしっかり学び、卒業したら次の夢を追いかけていく。それでいい。でも、もしいつか事情があって望まぬ別の道を選ばなければならなくなったとき、守護代という道も考えてほしいけどな」

　今だけ共にいられるのなら、今しかできないことをたくさんしておきたい。いつか別れるからといって線を引いて接するのは、自分にとってとても寂さびしいことだ。

　帯刀ががんばっているなら、一ひと休きゆう憩けいを入れようと声をかけたい。おいしいアップルパイがあるなら、一緒に食べたい。

　でも、それが『ひいき』に見えてしまうのなら、気をつけておこう。柏みたいに、帯刀に無条件で甘い人間ばかりではないのだから。

　とりあえずこれからは、みんなに声をかけて人数分のおやつを用意しよう……と反省していると、勢多が驚いたような顔になっている。

「……ご隠居、聞いていないんですか？」

　今の言葉のどこに驚く要素があるのかと思っていれば、とんでもない事実を口にした。




「帯刀、大学を卒業したら守護代になるって聞きましたよ」




　柏さんから、と勢多は視線を横に向ける。

　つられて柏を見れば、らしくなくすっと眼をそらされた。
















「──一ノ宮、どういうことだ？」

「『大学卒業前にまた話し合いをしましょうね』と言ってあります」

　質問に対して、きちんとした答えになっていない。でも、柏が帯刀に進路についての相談をされていたということはわかった。

（いつだ……!?　帯刀の模も試しの結果を見せてもらったときは、公務員試験を受けると言っていた。受からなかったら企き業ぎよう就しゆう職しよくをするって……。守護代は将来の選択肢になかったはずなのに……！）

　帯刀はどこで考えを変えていたのか。きっと心変わりはつい最近のはずだ。

　自分が京きよう都とで神かみ隠かくしされたあと、帯刀をこちらのことに巻きこみすぎた。その辺りが怪あやしい気がする。

　帯刀の様子を順番に思い出していけば、あることに気づいた。心しん境きようの変化は、帯刀だけではない。

「みんなが若いのを名前で呼ぶようになったのも、そういうことなのか？」

「仲よくすることは悪いことじゃないでしょう？」

「……っ！」

　若いと言っても、千鳥にとって帯刀は元服の年ねん齢れいをとっくの昔に通り過ぎた大人だ。その帯刀が決めたことなら、考えた末での答えだと、しっかり受けとめてやりたい。

　でも、あの日の夜に帯刀と出で逢あい、守護代に誘ったのは自分だ。こちらの世界に引きずりこんだのは、純じゆん粋すいな善意だけではない。守護代を増やしたいという打算はたしかにあった。

（その打算から、守護代になるという決断が生まれたのだとしたら……？）

　帯刀は、普通に生きていたら普通に手に入る普通の幸せを、ずっとほしがっていた。両親がいて、やる気なく学校に通って、当たり前の顔をして大学に入りたかった子だ。

　だからこそ、千鳥は苦労をした分だけ帯刀に多くの幸せを得てほしかった。いつかは心優しい女性と結婚し、今度こそ幸せな家庭をつくるのだと……。

　用意したおやつをテーブルに置き、居間を飛び出す。向かう先は帯刀の部屋だ。

　屋敷は和室ばかりなので、プライバシーは互いの配慮によって成立するという暗あん黙もくの了解で共同生活をしている。なので、千鳥も今できる精いっぱいの努力で『若いの！』と声をかけた。けれど返事は待たない、障しよう子じに手をかけ勢いよく引く。




「──おれは反対だ！　守護代になることを絶対に認めないからな！」




　意思表示はしたとばかりに、障子をすぱんと勢いよく閉めた。必死すぎて帯刀がどんな顔をしたのかもわからなかった。おまけにアップルパイのことは頭から飛んでしまったため、居間に戻らず一番奥にある自分の部屋へ急いでしまう。

　怒っているわけではない、悲しんでいるわけでもない、話してくれなかったことに拗すねているのでもない。

　ただ、怖かった。道を誤あやまらせた原因が自分かもしれないことを、おそろしく感じた。










　今時ドラマでも見ないぐらいの頑がん固こ親おや父じの典型的な台詞セリフ……と帯刀が呟いたのは、飛び出していった千鳥には聞こえなかった。その代わり、アップルパイを載せた盆を持った柏が聞いていたらしく、ですねぇと笑いながら現れる。

「ご隠居、慌てすぎて、用意したおやつを忘れていったんですよ」

　帯刀は代わりに運んでくれた柏にどうもと礼を言って、盆を受け取る。そこには一人分のアップルパイと紅茶があった。

「ご隠居に、なにか？」

「勢多がご隠居に進路の話を言ってしまったんです。勢多はご隠居がもう知っているものだと思っていたみたいだから、悪気はないんですよ。僕は口止めしていなかったし」

　ごめんね、と柏は申し訳なさそうに謝る。

　帯刀はゆらゆらゆれる紅茶の水面を見ながら、首を横に振った。

「知られて困るようなものでもない」

　千鳥に進路を隠していたつもりはない。ただあえて言わなかっただけだ。こうなることが、ぼんやりと見えていたから。

「ご隠居は、帯刀を心配して反対するんです。過か干かん渉しようで過か保ほ護ごでうっとうしいかもしれないけれど、気持ちだけはわかってあげてください」

　一番嫌いやがる過か剰じよう反応を千鳥にされたのではないかと、柏は心配してくれたのだろう。たしかに千鳥は結構な老人で頭が固く、話がこじれたら面倒だ。でも、面倒なだけで、嫌というわけではない。

「うっとうしいなんて思うわけがない」

「……そう？」

「もし俺が普通の家庭育ちだったら、多分あれはうっとうしかっただろうけどな」

　帯刀の記憶の始まりは、施し設せつにいる自分だ。だから親の顔は知らない。

　ずっと施設の大人にしっかりしていると思われていたため、大丈夫だろうと判断されて、心配されるという経験はなかった。もしかしたら陰かげできちんとしていたのかもしれないけれど、わかりやすい行動にされることはなかった。

　だから、過干渉で過保護なことを言ってくれる年上は、千鳥が初めてだ。

『勉強よりも、生きていくために働くことがなによりも大切だよ』と訳知り顔で言いながら、なにもしてくれない今までの大人と違い、千鳥は高時給である守護代というアルバイトを紹しよう介かいし、勉学に励はげめと笑ってくれた。

　模試の結果に興味を持って、がんばったと褒ほめてくれた。

　進路に迷っていることに気づいて、いつでも話を聞くと言ってくれた。

　──ここにいると、自分も『普通』になる。

「よかった、ご隠居は相変わらず距離感だけは間違えない人ですね」

　呆れたように、でも仕方ないと、そういう響ひびきを混ぜながら柏は呟く。

　帯刀はどうだろうなと素そっ気けなく応えながらも、同意した。

「説得の手助けは必要ですか？」

「いい、自分でやる」

　進路についてはいずれ千鳥に話さなければならないことだった。それが今になっただけだ。心配して反対してくれたことは、だれよりも自分が知っている。

「話せばわかる人です。そういうところは、大人で……」

　話を遮さえぎるように、柏のスマホが着信を知らせる。柏はすみませんと謝り、またあとでと廊ろう下かに出ていった。

「……はい、柏です。先代さま、どうかしましたか？」

　柏の電話の相手は、先代の千鳥のようだ。そういえば、つい三日前も先代の千鳥から電話があった。内容は、先代の千鳥と一緒に引退した守護代二人が、ついに眼を覚まさなくなったという『訃ふ報ほう』だ。

　いつの間にか、守護が代替わりして三カ月経っている。代替わりで普通の人間に戻った守護や守護代は、そろそろ本来あるべき時間に戻り……──死ぬ、らしい。先代の千鳥だけまだ起きているのは、神さまの力がわずかに残っているからだろうとだれかが言っていた。でも数日ぐらいの差しかないとも聞いた。

　長年の仲間が先立てば、覚かく悟ごをしていてもだれだって気持ちが沈む。

　だからこそ、見ているだけが仕事のはずの千鳥が、柏の許可をもらって帯刀の仕事にくっついてきたのだ。外に出ることで少しでも慰なぐさめになってほしいという柏の配慮だった。

（でも、どういう電話だとしても、先代サマ関係なら俺はお呼びじゃない）

　とりあえず千鳥に自分の進路の話を……と思っていると、廊下の柏は驚いた声を上げる。

「那須に……百どう目め鬼きが現れた!?」

　どうめき、と聞いてすぐに変へん換かんできなかった。なんとなく妖よう怪かいの名前のような気がしたので、スマホで『妖怪　どうめき』と調べる。すぐに『百目鬼』という漢字を当てはめることができた。

「鬼おに？　仕事か？」

　自分も連れて行ってもらえる仕事になるかもしれない。そうなったらいい、もっと経験を積みたい。

（昨日きのうの神かん田だ明みよう神じんのように、安全で簡単な仕事ばかりもらうわけにはいかない。本気で続けると言った以上、特別扱いはされたくない）

　とりあえず、百目鬼について調べてみることにする。

　──百の目を光らせ、全身に刃のような毛を持ち、身長三メートル越えの大きな鬼。

　ネットの情報は信用できるものではないが、どこも似たようなことが書いてあったので、事前知識として頭に入れておいた。あとで裏付けの文ぶん献けんを探してみよう。

　電子書籍で手に入る本は……と検索していると、すみませんと柏から声をかけられる。

「帯刀、仕事です。明日の朝一で那な須すに行ってもらいますから、準備をしておいてください。詳くわしい話はまたあとで」

「わかった」

　柏はそれだけ言って、廊下を歩いて奥の部屋に向かう。向かう先は千鳥の部屋だろう。

「なら持っていく勉強道具は……」

　短期ゼミのテキストの復習をしておきたい。まとまった時間があるのかわからないので、センター演習は置いていく。いつでも開くことができる英単語帳は持ち歩いておく。

　一応弓きゆう道どうの道具も準備しておこう。京都では、念のために持ってきてもらったら、実際に使うことになった。

　那須までの移動時間を勉強にあてるとして、あとはどのぐらい時間がとれるか……。

（仕事で結果を出して、でも勉強と両立させる。ご隠居に認めてもらうためにも）

　これからのことをいろいろ考えていたら、奥の方から足音が二つ聞こえる。そして千鳥の叫び声も近づいてきた。

「待て、待て！　おれも行く！　絶対行くからな！」

　まあそうなるよな、と帯刀は千鳥の反応を自然に受け入れた。

　もう残り少ない命である先代の千鳥は、ご隠居と呼ばれる今の千鳥の親代わりのようなものだったと聞いた。その人がいる那須で鬼が出たのなら、心配して当然だ。

「ご隠居は先代さまの顔を見るだけですよ。もし危険だったら、すぐ葉山に戻ってもらいますからね」

「それでもいい！」

　以前の帯刀は『アットホームな職場』や『同どう僚りようと家族のような親密なつきあい』というのを心底嫌けん悪おしていた。でも今は、血が繫つながらなくてもだれかを家族のように心配する気持ちが……ほんの少しだけわかるような気がした。
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　東とう京きよう駅えきから那な須す塩しお原ばら駅えきまで新幹線で七十五分かかる。那須塩原駅からバスに乗り換えると、混んでいなければ約四十分で緑豊かな高原『那須』につく。

　そこから柏かしわの運転する車で、千鳥たちは那須街道を上がっていった。

　かつての那須は、保養地や避ひ暑しよ地ちとして、ゆったりとした時間を過ごす場所であった。しかし近年は交通の便べんが発達し、だれでも気軽に行ける観光地へと姿を変えている。

　朝一でなければ渋じゆう滞たいに巻きこまれて車の中でぐったりし、どこを見ても人だらけというところではあるが、実は道を一本外はずれると静かだ。

「なぁなぁ、おいしいおこわ屋があるんだ。あとで行こうな」

　千ち鳥どりが後部座席から助手席の帯たて刀わきに話しかければ、振り返ってはくれないけれど、返事だけはもらえた。

「一応言っておくが、進路についてケンカ中じゃなかったのか？」

「おれは『認めない』って言っただけ。ケンカっていうのは、おまえさんがおれに自じ己こ主しゆ張ちようして、おれがそれに反論して、ぶつかり合ってから初めてケンカになる。ま、ケンカしたいのなら、この仕事が終わってからにしてくれ」

　きっと今の帯刀は嫌いやそうな顔をしているだろう。那須につくまでの新幹線の中の千鳥は、勉強の邪じや魔まをしたくなくて黙っていただけで、無視をしていたわけではない。

「参考書を開いていない今なら、話しかけてもいいだろう？」

「助手席に座った人間には、ナビの義務がある」

　真ま面じ目めなことを言う帯刀に、運転席の柏は笑った。

「ここは知っている道だから、ナビがなくても大丈夫ですよ。おこわ屋さんは、たしかあの信号を右でしたよね。僕も好きだから、このまま続いてほしいです」

　スマホに出していた地図をずらした帯刀は、二人から太たい鼓こ判ばんを押されたおこわ屋の場所を確認する。そして疑問に思ったことを口にした。

「柏さんの好き嫌きらいの基準ってなに？」

　帯刀が葉山の屋や敷しきで暮くらし始めて二カ月。そろそろ察したことや不ふ思し議ぎに思うことも、ゆるやかに増えていく。柏の偏へん食しよくは中なか之の条じようによってこの間ばらされ、それからこっそり帯刀に観察されていた。

「野や犬けんが食べないようなものは、一いちノの宮みやも食べない。だからにおいがきついものと刺し激げき物ぶつはだいたい苦手、熟じゆくしてない果物も苦手、食べると危険なものは本能で察して避さける」

　千鳥が代わりに教えてやれば、柏は弱々しい反論をする。

「昔よりはいろいろ食べるようになりました」

「うそつけ。好き嫌いしたら大きくなれないってあれだけ言ったのに……」

「そういうのはやめてください。いくつだと思っているんですか。あと、貴方あなたよりは大きいです」

　急にブレーキを踏ふまれて、千鳥は前のめりになる。安全運転！　と訴うつたえて、あとは帯刀だけをかまった。







　人通りの多い観光地を外れた、木々に囲まれている穏おだやかな空間。そこに〈守しゆ護ご〉千鳥の所有する大きな一いつ軒けん家やがある。普段はこちらの事情を知る管理人によって、一般人向けのペンション営業に使われていた。

　千鳥は那須に仕事で四度訪れていて、たまには休みなさいと先代さまに言われて観光でも一度きたことがある。あのときからいろいろ変わってはいるが、迷うことはなさそうだ。

「遠いところから、よくきたね」

　玄げん関かん前まえに、先代さまが立っていた。とてもきれいな人だけれど、それだけではない。早朝の透すきとおった湖のような静けさを感じさせつつも、凜りんとした強さもにじみ出ている。外見だけを見れば二十代半なかばを過ぎたころだけれど、立ち居振る舞いは実じつ年ねん齢れいのように老成しているため、謎なぞめいた雰ふん囲い気きを持っていた。

「みんなの元気な顔を見ることができて、本当に嬉うれしい。ありがとう」

　変わらない穏おだやかで優しい声に、千鳥はじわりと胸むねが熱くなる。
















　深く頭を下げ、残りわずかな時間を百どう目め鬼き調査のために使ってくれることへ感謝の気持ちを表した。

「先代さま、少しの間、お世話になります」

「逆だよ。私が『千鳥さま』の別べつ荘そうをお借りしているのだから。少しの間、お世話になります、千鳥さま」

「先代さま……！」

　そういうご冗じよう談だんは、と千鳥が慌あわてれば、笑いながらペンションのドアを開けてくれた。

「人を上手にもてなす自信はないけれど、お茶ぐらいは入れよう。さぁ、入って」

　まず空いている部屋に荷物を置いてから、今後の話だ。では、と一度下ろした荷物を抱かかえ直そうとしたが、帯刀が横からひょいと持ち上げて歩いていってしまう。

「いや、いい。自分で……」

「病やみ上がりだろ。それに寝不足」

　神さまになりたての千鳥は、寝ているつもりでも、寝ずに記き憶おくを視みているだけということがある。自覚はないのだが、昨晩はどうやら夢ではなく記憶を視ていたようだ。道中のあくびは、隠しているつもりで隠せていなかったらしい。

　寝不足を悟られた恥はずかしさにうっとうめいている間に、帯刀は二人分の荷物を抱えて二階に上がっていく。また年下に情けないところを見られてしまった。

「小さいの、うまく眠れていないのなら、横になってきなさい」

　千鳥は追いかけようとしたが、心配そうな顔の先代さまにのぞきこまれて立ちどまる。

「いや！　本当に大丈夫です！　今日は早めに寝ますから！」

「でも眼の下にくまが……」

　先代さまの指がそっと眼の下をなぞってくる。そのとき、先代さまが『あれ？』という驚いた表情をした。目元に触ふれていた指を見つめて、瞬まばたきを二度する。

　──戸と惑まどっている。そんな表情に見えた。

「先代さま？」

　どうかなさったのですかと首を傾かしげると、また先代さまの指が伸びてきて……頰ほおに触れる直前で止めて、力を失ったように離れていった。

「小さいの、……最近、東しの雲のめに……でもこの間は……、ああ、いいんだ。眠たくなったら、我が慢まんせずに寝ておいで。いいね」

『東雲』という単語が先代さまの口から出てきた。近きん畿き地方の〈守護〉東雲は、守護というシステム上の神さまとは違い、本物の神さまではないかと言われている方だ。なぜ突然その東雲の話をしようとしたのだろうか。

（今、話を誤魔化されたとは思うんだが……）

　先代さまはなにを言いたかったのか。気になるが、先代さまの口を開かせるのは無理だ。ふわりと微笑ほほえまれて終わってしまう。

「そうだ、この辺りに茶ちや菓が子しが……」

「あ、おれがやります」

　千鳥はのんびりカップや茶葉を探している先代さまに声をかけ、てきぱきと緑茶を入れ始めた。




「早速、仕事の話をしよう。本当はのんびり温泉に入ってと言いたいところだけれど」

　談話室に集まったみんなの顔を眺ながめて、先代さまは申し訳なさそうに言う。

　机に地図を広げ、茶菓子を重し代わりにして丸まらないようにした。

「実は百目鬼を見たのは昨日だけではないんだ。発ほつ端たんは一カ月半前、山の中に大きな足あし跡あとがあったと噂うわさになって、美み里さとが好奇心で見に行ったところから話は始まった」

　三カ月前の代替わりのとき、先代さまについていくことを決めた守護代は二人いた。

　一人は美里、もう一人は都つ賀がだ。彼らはつい四日前、長き生を終えて眠りについた。

「美里がね、熊くまの足跡に似ているけれど、足の指の本数と爪の長さが違うと真剣な顔で報告にきた。もしかしたらあちらの世界が関わっているかもしれないということで、美里と都賀が山を捜そう索さくしてくれた。半月かけた結果、百目鬼の姿をついに発見した」

　始まりは一カ月半前、半月かけての調査、つまりは──……。

「百目鬼を見たのは一カ月前!?　そんなお話は先代さまたちから一度も……！」

「今は守護が代替わりしたばかりで、みんなとても忙しい。都賀や美里と相談して、私たちでどうにかしようと決めたんだ。終わったら、柏には報告しようと思っていたんだけど……二人とも、四日前に眠りについたからね」

　四日前、二人の守護代が目を覚まさなくなった連絡をもらった時点で、千鳥はすぐ那須に駆かけつけたかった。でも都賀と美里はそれを望んでいなかった。

　だれか眠るたびに那須にきていたら、まだ眠っていない者が静かな時間を過ごせない。全員が残りの生を終えるまで、どうか葉は山やまで見守ってほしい。長すぎた人生を終えることは、決して悲しいことではないからと、笑いながら言って──……。

　一度だけ那須を訪れた際、千鳥は都賀と美里からそう頼まれ、わかったと頷いた。彼らと直接会ったのはそれきりになってしまった。

「二人が眠ったのなら、私もそう長くはない。今のうちにこの事件の引き継つぎだけでもしたかったんだ。大げさにしてしまったようで、申し訳ないね」

「いいえ、そんな！　元々はおれたちの仕事です！」

　千鳥は身を乗り出して主張する。昨日、百目鬼の話を聞いて、とりあえず手が空いている守護代だけで那須にきた。今は千鳥と柏と帯刀の三人だけだが、明日には中之条と勢多もくる。他の者も、今の仕事に区切りがついたら駆けつけることになっている。先代さまが見た『百目鬼』という鬼は、みんなの力が必要な大物だ。

「ありがとう。あとは、若い人たちにお任せしよう」

　先代さまに若い扱いされて、千鳥はなんだかむずがゆい。神さまとしては若いが、守護代としてなら、もう古いに属しているつもりでいた。

「平安のころに私たちが退治したはずの百目鬼については、私は守護代から報告を受けただけで、直接は見ていない。守護代からの報告のうち、私の記憶に残っているのは、百目鬼は大きな鬼で、無数の眼がついていたということだけ。最近那須に現れた鬼が、かつて退治されたはずの百目鬼なのか、新しい別の百目鬼なのかはわからない。もしかしたら、百目鬼とは別の種類の鬼かもしれない。けれど、今は便べん宜ぎ上じよう『百目鬼』と呼ぼう」

「先代さまは、百目鬼と別の鬼のどちらだと思いますか？」

「無数の目の鬼といえば百目鬼だ。でも伝説と少し風ふう貌ぼうが違う。確かく率りつとしては半々、かな」

　半々、というのは低い方ではないだろうか。もしかしたら伝説の百目鬼とは違うという前提で動いた方がいいのかもしれない。

「どこが違ったんですか？」

「百目鬼といえば、『百の目、全身に鋭い毛、身の丈十尺』と伝説にはある。でも私が見た鬼は、百の目はあるけれど、全身に毛はなかった。身長も七尺あるかどうか……。でも百目鬼と呼べる許容範囲に収まってはいる」

「……難しいところですね」

　伝説が正しいとは限らない。けれど事前に調べてきた百目鬼伝説に出てくる百目鬼は、どれも似たような大きさと風貌だったので、まったく信用できないものでもないはずだ。

　どちらともいえないのなら、守護がこの土地に刻きざまれた記憶を視たらすむ話だが、先代の千鳥にはもうその力がない。そして今代の千鳥は、まだ神さまの力が不安定で、記憶を確かめることすら満足にできない。

　千鳥は役立たずなことに落ちこみたくなるが、割り切れと自分に言い聞かせた。ここにいることに意味はあると、みんなから教えられた。大事なことを見失ってはいけない。

「三人で百目鬼について詳しく調べることになったあと、私は人里に下りてこないよう、気休めにしかならない程度の結界を張った。けれど、なぜか百目鬼は結界内に入ってこなかった。遠くから人をじっと見ることはあっても、襲おそったことは一度もない」

　鬼にもいろいろある。人を襲う鬼ばかりではない。人に興味はあっても襲わないのなら話は終わりだが、確信できるまではしっかり調べる必要がある。

「百目鬼に警けい戒かいされないよう、結界の範はん囲いを少しずつ広げて、山奥へ追いこんでいる。こうぐるっと……」

　先代さまは地図を指さす。千鳥も地図を眺めながら、地図の外のことも考えた。

　百目鬼を下へ手たに刺し激げきすると、地図に描かれていない別の町に逃にげるかもしれない。一度見失えば、捜し出すのは大変だ。できればここでどうにかしておきたい。

「ゆっくり追いつめていこう。那須に生きる人々を危険な目に遭あわせたくない」

　この仕事の下準備は、先代さまがほとんどすませてくれていたらしい。

　今のところ百目鬼は人を襲わないが、様子見をしているだけの可能性もある。ある日、突然牙をむくかもしれないのに、それでも先代さまは外に出て結界を張ってくれた。神さまの力を失っていても、この方はこの地に生きるものたちを守る〈守護〉だ。

「こちらに有利な状じよう況きようをつくったら、まずは百目鬼との対話を。百目鬼に知性があって話し合いができるのなら、人と関わらず生きてほしいというこちらの要望を伝える。無理だと断られたら、仕方ないことだけれど処分を。知性がなくて危険な場合も同様に」

　天てん狗ぐや一部のあやかしや霊れい獣じゆうのように、こちらの世界のものに危害を加えないのなら共存という道もある。けれど、できないのなら仕方ない。今の守護と守護代は、力のないこちらの世界のものたちを守ることを仕事としている。

「小さいの、今回は守護代の仕事を手伝ってほしい。といっても、結界内での見回りだ。百目鬼が一匹という保証はないから、見かけたらすぐに連絡を」

「はい」

「結界内だとしても、今は一人で出歩いては駄だ目めだよ。守護代のだれかに必ずつきそいを頼むこと。いいね」

　先代さまは百目鬼を見かけた場所を紫のマーカーで記しておいたと教えてくれる。

　千鳥は頼まれたところに行って観光してくるという、一番楽な部分を任された。

「あとのことは柏にお願いしよう。はい、引き継ぎ完了」

「わかりました。でも、先代さまには手伝っていただくことになりそうなので……」

　柏は苦笑しながら、地図を見て役割分ぶん担たんを決めた。

「この地図だけでは今の那須の様子がわからないので、僕は実際に山に登って見てきます。先代さまには、つくってくださった結界の端はしをもう一度歩いてもらってもいいでしょうか？　明日からは、山登りにも参加してもらいたいです」

「うん、構わないよ」

「帯刀はご隠居と一緒に紫のマーカーのところを見回りしてきてください。なにかあったらすぐに連絡、百目鬼に遭っても手出しは禁止。ご隠居を引きずって、このペンションに戻ってくること。頼みますね」

「わかった」

「おまえさんの指示の出し方、おかしくないか!?」

　普通は年長者が若者に我が慢まんしろと諭すものではないだろうか。

　千鳥は柏の信用度の違いを感じ、ちょっと待てと抗こう議ぎしたが、笑って流された。

「う～、なら今回はおれにも仕事があるし、今のうちに三さんノの宮みやに頼んで洋服と靴くつを買ってきてもらおうかな。万が一おれも山登りになったら、着物はともかく下げ駄たは危ないだろ」

「その姿でいいですよ。ご隠居の仕事は見回りだけです。和装は目立つので、人の記憶に残りやすくて、僕たちが見失ったときにあとを追えますから」

「おれは言われたことしかしないからな！」

　普通は『言われたことぐらいはする』だろうが、自分に限っては『言われたことしかしない』という宣せん言げんになってしまう。

　しかしつきあいの長い柏は宣言ぐらいでは信用できないと判断したようで、帯刀という抑おさえを外すことはしなかった。

「では一いつ旦たん解散で。僕は十八時ごろを目安に戻ってきます。山間地なので、携けい帯たいの電波が悪くなったり充じゆう電でんが切れたりする可能性も考えて、霊れい符ふも持ち歩いておきましょう」

　陰おん陽みよう師じとしていまいちな勢多がつくった霊符は、危険から身を守ってくれるような強い効果はない。だが伝でん書しよ鳩ばとのような使い方はできる。

　千鳥も帯刀も一枚ずつ持ち歩いているが、今回は念のためにとさらにもう一枚もらった。いつでも取り出せるように、袂たもとに入れておく。

「よし、若いの、おれが那須を案内してやろう。途中で足湯しよう、足湯」

　ただの観光では、という視線を向けてくる帯刀に、千鳥は仕事だと言いきっておいた。

　帯刀以外の守護代のみんなは那須にきたことがあるため、目印を伝えるだけでどの場所について話したいのかわかってくれる。けれど那須にくるのが初めての帯刀には通じないので、まずは地理の把は握あくをさせておかなくてはならない。

「タオルを持っていこう。途中でおこわと牛ぎゆう串くし食べるぞ」

「やっぱり観光だろう」

　那須に初めてきた帯刀が、仕事だけして帰るというのはもったいない。老人のわがままにつきあわせるという形で、少しぐらいは楽しませてやるのが年長者である千鳥の務つとめだ。

　うきうきとタオルをとりに風呂場に向かえば、なぜか先代さまに呼びとめられた。振り返ると、先代さまにじっと顔を見つめられている。

「……小さいの、島しま根ねから戻ってきたあとで、東雲からなにか……お守りとか護ご符ふとかをもらった？　でなければ、身を守るような術をかけてもらったりとか……」

「いえ、そういうのは一切ありません」

　たしかに以前の千鳥は、東雲からもらった身を守ってくれる鈴をつけていた。けれどその鈴は根の国で壊こわしてしまったのだ。あれはすぐにつくれるというものでもないらしく、新しいのはできあがったら送ると東雲に言われている。

「そう、か。……あちこちに足湯があるから、ゆっくり楽しんでおいで」

　なんだか先代さまの笑顔によそよそしさを感じてしまった。一歩引かれているような気配を無視して、距離を縮めていいのか迷う。

　自分から近よれないところがみんなから『ひどい』と言われる原因だとわかっていても、なかなか直らない。

　結局は『はい』と頷いてしまい、帰ってきたら……と先さき延のばしにしてしまった。










　待ってましたと、千鳥は目の前に運ばれてきたおこわ御ご膳ぜんに、眼をきらきらと輝かがやかせる。

　大きな盆ぼんには、湯気が立つ五目おこわが入った升ますと、タケノコのおこわが入った升が重ねて置かれ、大ぶりの器うつわには熱々のけんちん汁がたっぷりと入っていて、大きな野菜の煮に物ものや、漬つけ物もの、甘味のわらび餅もちの皿まである。

「いただきます！」

　帯刀にお供そなえしてもらったら、まずは重なったおこわの升を並べ直す。そのときふわりと湯気が立ち、五目おこわのだしと醬しよう油ゆのにおいにときめかされた。

　割わり箸ばしをいそいそと割り、ではと五目おこわに手をつける。おこわを口に入れ、ほっくりと炊たき上がった食感を楽しんだ。

（ここのおこわ、本当においしい！　味つけが最高すぎる……！）

　五目おこわから、じわっとだし醬油風味がしみ出てくる。これはわざわざだしをとったという味ではなく、一緒に炊き上げた椎しい茸たけと細切りの昆こん布ぶから、自然とにじみ出た優しいだし味だ。醬油味は濃すぎず、薄すぎず、丁度よい。最後まで飽あきがこないどころか、おかわりがしたくなる。

　そしてもち米の炊き具合もこの優しい味つけによく合っている。もちもち食感を堪たん能のうしていると、もち米の甘さが増していく。

（前と変わらない味に感動……！　きてよかった！）

　もう一つのタケノコのおこわは、タケノコという素材を生かす塩味だ。タケノコそのものの味と、こりこりの食感を堪たん能のうできる。ゆっくり食べ進めていけば、タケノコの味が口の中で広がっていった。

　二種類の味を同時に楽しめるなんて、贅ぜい沢たくすぎる。頰ほおがゆるみっぱなしだ。

　だがここの店の売りは、おこわだけでない。こんもりと盛もられている煮物もすばらしいのだ。

　煮物の皿には、大きなかぶとにんじん、さといもに、こんにゃく、椎茸、はんぺんがきれいに盛りつけられている。味つけは京風で、素材の味と色を生かしたまま、じっくり煮てある。

　かぶの煮物をかじると、上品な味が舌に広がった。ほろりとほどける煮物ではないので、しっかりと形を残して歯ごたえを楽しめるようになっている。

　大ぶりの器にたっぷりと入ったけんちん汁も、煮物に負けないほどの具だくさんだ。タケノコ、にんじん、大根、さといも、こんにゃく、ごぼう、しめじ、豆とう腐ふ、油あげ、ねぎという具材の味がしっかりと出ていて、じわっと胃いに染しみ渡る。

　すべてがおいしすぎる、と感動しながらけんちん汁の器をそっと置いた。

「若いの、どうだ？　おいしいか？」

「うまい」

　顔を上げて聞けば、帯刀はどんどん食べ進めていた。見事なまでの食べっぷりに、連れてきてよかったとほっとする。

「ご隠居って……」

「うん？」

「前にも思ったけど、食べているときに顔がうるさい」

「うるさい!?」

　とっさに片手でほおを押さえる。どんな風にうるさいのだろうか。そんなことを言われたのは初めてだ。

「おれはどういう顔をしているんだ……？」

「幸せそう」

　つまり、幸せすぎるのが顔に出ている……ということのようだ。でもそれは仕方ない。だれだってこんなにおいしいものを食べたら、満面の笑みになってしまう。

「──で、進路の話なんだけど」

「それに関しては、幸せ満まん喫きつ中ちゆうでもうっかり認めるようなことはないからな」

　千鳥は最後まで言わせず、香ばしい黒豆茶をすする。

「子どもでないのなら、認めろとただ喚わめくのではなく、納得させる材料を用意して、正論で戦え。話はいつでも聞くし、一緒に考えたいということは前にも言ってある」

「へぇ？」

　話を最初から聞きませんというつもりではないことを教えてやれば、帯刀の声の調子が変わる。頭の固い老人というわけでもないんだぞと胸むねを張りつつ、爪つま楊よう枝じを使ってわらび餅を二つ分けてやった。

「でも今は目の前のことに集中しておけ」

　デザートのわらび餅は、歯ごたえがある甘めの餅に、甘さ控ひかえめで香ばしいきな粉こがかかっていて、味のバランスが最高だ。言葉通り目の前のわらび餅に集中した千鳥は、笑顔になってしまう。なに一つ残さず食べ終わり、ごちそうさまですと手を合わせた。

（普通に考えたら、帯刀は一般人として生きていく方が幸せになれる。守護代になりたいのなら、なることでより幸せになることを、努力して証明しろ）

　でなければ、絶対に認めない。それが自分にできる、帯刀を守護代に誘った『責任』だ。







　昼食をすませたあと、千鳥は帯刀作の抜けるかどうかも怪しい黒くろ漆うるしの鞘さやに収まった刀を腰こしに差し、地図を手にした帯刀と共にゆるやかな坂道を上った。

　百目鬼がうろついている那須で手ぶらというのも危険だ。なにか目立たない武器を持っていこうと考えていたら、帯刀に堂々と刀を持っていけばいいと提案された。

　どう見ても外国人にしか見えない千鳥が、華はなやかな和装に刀を持っていても、『よくいる浮かれた外国人観光客』で、腰に差した刀も、観光地ならどこでも売っている千五百円程度のおもちゃに見えてしまうらしい。

「昼になって上りも下りも混んできたなぁ」

　那須街道は絶たえ間まなく車が行き交かっているため、ふらふらと歩いたら危ない。なので今日は大人しく進み、目印になりそうなところで必ず立ちどまった。

「ここは漬物屋さんだ。この先は宿泊しなくても温泉や足湯に入れるところが増えていくぞ。大たい抵ていは有料だけれどな」

　目印のところで、帯刀は印刷された地図を見て、方角と距離を確認する。

　千鳥は最近の子ならスマホでなんでもすませるものだと思っていたが、目的地が決まっているならともかく、周辺一帯を把握するときは大きく広げられるものがいいらしい。

「那須は観光地になってしまったが、市街地のように電車が通っているわけではない。バスで動かないと移動にそれなりの時間がかかる。だが土日のバス移動は歩きよりも遅くなるぞ。前にきたときはちょうど休日とかぶって、本当に大変だった」

　あれは疲れた……とげんなりした声が出てしまう。

「まあ、日につ光こうよりは混んでいないけれどな。あそこは世界遺い産さんになってから、アイスを買うだけで三十分はかかる」

　観光地が仕事場になると、逆にグルメなんてものはできない。どこへ行っても行列なので、それぐらいならコンビニで……という寂さびしい食事になる。

「この先が那な須す温ゆ泉ぜん神じん社じやだ。怪我をした鹿しかが湯とう治じしたと言われる湯もこの近くにある。百目鬼が那須にきたのも、湯治だったのかもしれないな」

　千鳥は冗談のつもりで言ったけれど、自分の言葉にそれもありだと思ってしまった。だとしたら、宇う都つの宮みや市しの伝説だった百目鬼がわざわざ那須にきたことを説明できる。

「那須という名がついているからもしかして、と思ったかもしれないが、那な須すの与よ一いちとも勿もち論ろん関係があるんだぞ。……ってあれ？」

　あれこれと帯刀に解説をしていたら、那須温泉神社の鳥居の前に先代さまが立っていた。先代さまは携帯の画面をじっと見ていて、こちらに気づいていない。古い機種だから、電波があまりよくないのだろうか。

「先代さま？」

　声をかけたら、先代さまがゆっくり顔を上げた。

「ああ、ちょっと参さん拝ぱいしておきたかったんだ。ここの神さまに、これから騒さわがしくしますという挨拶をしておこうと思ってね。一緒に行く？」

「そういうことなら、ぜひ」

　那須温泉神社は、那須街道の左手にある。那須街道から鳥居をちらりと見ただけでは、どこにでもよくある小さな神社という印いん象しようしか持てないけれど、最初の鳥居をくぐって長い参道を歩いていくと、奥へ広がる立派な神社だとわかるようになっていた。

　山やま桜ざくらの木が左右に並んでいる大きな階段を上り、三人でお参りをすませる。千鳥は足元に気をつけながら道を戻り、最初の鳥居の近くにある足湯へ向かった。

「先代さまもご一緒にどうですか？」

「私は少し用があるから、二人で楽しんでおいで」

　またあとでと言われて、残念に思いながら帯刀と足湯の建物に入る。

（やはり、よそよそしい気がする。前ならつきあってくれた……はず）

　ちらりと一度振り返ってみると、先代さまは再び携帯の画面を真剣に見ていた。だれからの連絡を待っているのか、少し気になった。










　那須から遙はるか遠く岡おか山やまの地で、中国地方の〈守護〉初はつ瀬せは、珍めずらしい相手からのメールを受け取った。

　彼は急ぎのときなら電話だが、そうでなければ手紙でのやりとりを好む古風なところがある。

　──先日は大変お世話になりました。元気でお過ごしでしょうか。私は今から那須温泉神社に参拝し、遠く離れた地の友人である貴方あなたについて思いを馳はせようと思います。

　言葉通りに受けとめるのなら、ご機き嫌げん伺うかがいだ。けれど、話をしたいという意味が隠かくされている。それに多分、メールでの返信ではなく、直接の会話を求めているのだろう。

「う～ん、これは内緒の話ってことだろうね」

　初瀬は急ぎ返信しようとしたのだが、小さい『つ』が打てず、結局逢おお束つかを頼ることにした。なので、返信内容は勿論逢束に知られてしまい、こっそり出かけるつもりだったのに、逢束を連れての外出になってしまう。

　形だけは近所の小さな神社への参拝だ。ローソクを持ってのんびり向かい、お参りをしてローソクに火をつけ、ではとスマホを取り出した。

　人差し指で、たしかこうだったとのろのろと操そう作さし、電話をかける。相手は、先代の〈守護〉千鳥だ。今は那須でのんびり余生を楽しんでいるはずの彼だが、どうしたのだろうか。

「もしもし、先代の千鳥くん？　うん、一週間ぶりだね」

　つい最近、中国地方に先代の千鳥がきてくれた。あのときはみんな忙しくて、のんびり話せる状態ではなかったから、この内緒の話は後日になったのだろう。

「東雲さんに知られたくない話でも？」

　神社は本物の神さまが住まう場所で、守護の管かん轄かつ外がいになっている。神社で起こったことは土地の記憶に刻きざまれないため、東雲に秘密にしたいことがあるなら、お参りに行ったふりをして電話をするしかなかった。

　東雲なら自分の地方以外の記憶も視られるだろうことは、だれでも察している。

「……ああ、うん、今代の千鳥くんのこと？　そうか、気づいたんだね」

　初瀬はどんな話かと思っていたのだが、想像の範囲内だった。なので、わざといつも通りを意識した声を出す。先代の千鳥を落ち着かせるためにも。

「知っていたのかって？　勝手に気づいただけだから、東雲さんから言げん質ちをとったわけではないんだ。十割なのか五割ぐらいなのか、それも判別できていないし」

　あのことを訊きいたら、東雲は頷うなずくかもしれない。でも、そっとしておきたくて知らないふりを続けていた。

「今の千鳥くんは、守護代のときに一度だけ神さまの力を再現したでしょう？　ほら、鹿か島しま神じん宮ぐうの韴ふつの霊みたまの剣つるぎの雷いかずちをね。朔さく日じつの会で先代の千鳥くんの報告を聞いたときに、それって守護代にできるのかなって思って、実は試してみたんだ」

　神さまの力を、人間は再現できない。無理にやろうとすれば、命を落とす。

　けれど今代の千鳥は守護代のときに成功させた。本人は仲間が危険だったから火事場の馬ば鹿か力ぢからを出せたと言っていたけれど、初瀬はどうしても納得できなかったのだ。

　東雲に次つぐ年長の守護、それが自分だ。かつては守護代のような仕事を、神さまとの契けい約やくなしでしていた。今代の千鳥よりも、基き礎そ能力は高い。

「でも私にはできなかった。無理して両手を血まみれにして、一いちノの宮みやに怒られちゃった」

　神さまの力は、人間に扱あつかえるものではない。ならあの子はなぜ神さまの力を再現できたのか。

　答えは簡単だ。──『ヒト』ではないから。

「あの子は東雲さんの力を使って再現したわけではなく、私の御巫シヤーマンの力のように自力で過去から呼び出したわけでもない。あのときは、あの子が自分の中から力を出したんだ」

　東雲が今代の千鳥に執しゆう着ちやくするのは、見た目が好ましいからではない。

　性格がかわいいからでもない。

　──喉のどから手が出るほどほしかった、唯ゆい一いつの同じもの。人間風に言うなら『弟』か。

「君の疑ぎ惑わくは当たっている。おそらく今代の千鳥くんは『本物』だよ。でなければ、説明できないことが多すぎる」

　本物と人間の間に生まれた子なのか、それとも先せん祖ぞ返がえりか、完全に本物だけれど偶ぐう然ぜん四百年前に目覚めたのか……具体的なことはわからない。

「でも『だからなに』って話だと思う」

　初瀬は、自分の考えをはっきり口にしておく。言葉には力が宿る。それを信じて。

「今代の千鳥くんは、守護という『神さま』になった。結果は同じだよ」

　偶然だったのか、運命だったのか、それを決めるのはこれからの今代の千鳥次し第だいだ。

「いつかは本物だと自覚するかもしれないけれど、いつかの話だ。今は自分にかけてしまった言こと霊だまが強すぎて、どうにもならないし」

　かつての日本人にとって、今代の千鳥の見た目は受け入れられるものではなかった。だからあの子は自分に『色が違うだけで普通の人間』と何度も何度も言い聞かせた。

　あまりにも強すぎる言霊は、先代の千鳥さえも騙だました。もしかしたら、東雲も最初は騙されていたのかもしれない。自分もきっかけがなければ、ずっと気づかなかった。多少あやかしの血が混じっているけれど、人の子だと、そういう眼で見ていたはずだろう。

「いつ気づいたのかな？　ああ、今日だったんだ。……うん、でもわかる。ほんの少しずつ言霊が解とけ始めてもおかしくない。今の千鳥くん、変わり始めているから」

　時代が変わった。あの容姿は現代の日本に馴な染じみ始めている。

　そして現代に生まれた子が、今代の千鳥をどこにでもいる普通の人間の一人として接するから、今代の千鳥は『みんなとまったく同じでなくてもいい』と思い始めた。

　だから先代の千鳥はここにきて『もしかして』と気づいてしまった。他にも、確信とまではいかなくても、おかしいと気づく者は出てくるだろう。

（柏くんは気づきそうかなぁ、やけに勘かんが鋭するどいし。他の守護も何人かは……。うちの逢束は無理だねぇ。こういうのは苦手）

　そのときに、このままそっとしておこうと釘を刺すことぐらいはしてもいい。

　実は一番心配なのは東雲だけれど、今は動く気配はなさそうだ。

（東雲さんもわかっているんだ。無理に今代の千鳥くんの言霊を解こうとしたら、余計に言霊が固くなって、人間として死ぬだけだってことを）

　このまま、神さまでも構わないと今代の千鳥に思わせる方が、強固な言霊を解く可能性は高い。

　東雲の、長期戦を覚かく悟ごしてのんびりできるところは、さすがは神さまだと感心した。

　守護のみんなとよく『東雲さんにも仲間が、もう一人ぐらい本物の神さまがいたら寂さびしくなくなるのにね』と言っていたけれど、現実になったらなったで不安になる。

「あ、ごめんごめん、聞いているよ。……個人的な意見だけれど、君はそのまま『小さいの』をかわいがる『先代さま』でいてあげてほしい。今さらよそよそしくなって、申し訳ありませんって頭を下げるのは、今代の千鳥くんが可か哀わい想そうだ」

　おそらく、ここからが相談事だ。

　不安そうな先代の千鳥が口にした言葉を、あっさり笑い飛ばしておく。

「たしかにね、力を満足に使えない『本物』がいたら、力を得たい者にとって利用価値がある。だから困ったことになったら、手を貸すつもり」

　東雲も心配しているからこそ、千鳥に身を守るお守りの鈴を渡したのだろう。本当は手元という安全な場所にいてほしいのを、あれでも我慢している。東雲が相当な譲じよう歩ほをしていることをからかってみたい気もするのだが、大人なのでぐっと堪こらえた。

「でも、まずは自分が育ててきた守護代を信じて。関東の守護代は強いよ」

　ネタばらしされたら、かつての今代の千鳥が『最強の守護代』と呼ばれたのも当然だ。そんな彼に率ひきいられ、育てられた守護代たちは、強さというものを具体的に知っている。目指すものがもうわかっている。

「大丈夫、最後まで大事な子として接してあげて。あの子はね、あとで事情を知っても、怒るどころか感謝する優しい子だから」

　やっと先代の千鳥は腹をくくったのか、そうだねとほっとしたような声で呟いてくれる。

「言ったでしょう、だからなにって話だって」

　今代の千鳥なら、もう大丈夫。

　同じことを先代の千鳥も思ってくれたのか、ありがとうという感謝の言葉が返ってきた。




　初瀬は短い別れの挨拶を終え、電話を切る。もたもたとスマホを袂に入れていたら、ぱさぱさという軽い音がして、空からカラスが舞まい降りてきた。

　白い尻尾しつぽのカラスが肩かたに乗り、耳元でカァと鳴く。

「これはこれはカラスさま、ご機き嫌げんうるわしく」

　このカラスは、普通のカラスではない。揖い屋や神じん社じやで柏から紹しよう介かいされた本物の神さまの仮の姿だ。声や雰囲気が東雲に似ているので、近きん縁えん者しやなのかもしれない。

　東雲ならいろいろ知っているだろうけれど、このカラスさまとやらの詳くわしいことを訊きけば、神社への出入り禁止を命めいじられそうなので、好奇心がうずいても黙だまっていた。

「やぁ、あの男の眷けん属ぞく。ねぇねぇ、こんなところで内緒話？　どうも千鳥の話をしているからのぞきにきたんだけど……やっぱり気づく人間もいるもんだねぇ」

　どうやら、今代の千鳥の正体をカラスさまも知っていたらしい。東雲が知っているぐらいだから、本物の神さまなら見ればわかるのかもしれない。

「カラスさま、質問をしてもいいでしょうか」

「どうぞ。答えるかどうかは気分次第だよ」

　カァ、と馬鹿にしたような鳴き声を上げられるが、まあカラスに鳴かれても……と初瀬は特になにも思わなかった。

「単純に疑問なのですが、神さまは自分の姿を変えることはできないのですか？」

　柏いわく、東雲に似た姿を嫌がり、カラスもどきの姿でいる通称『カラスさま』。

　神さまなんだから、好きな姿になればいいと思うのだが、そうはいかないのだろうか。

「私たちは命に意味がある。意味があるから姿は影響を受ける。姿を否ひ定ていしたら命そのものを否定することになるのさ」

　例えば、水から生まれた神は、水を司つかさどる宿命を背負っている。水をまとう姿には意味があり、姿を否定することは命を否定することと同じになってしまう。

「カラスさまはカラスになっていますよね？」

「これは本体じゃないからね。私の髪かみの毛の一本を変化させているだけ」

　なるほどとようやく納得できた。今代の千鳥も、あの姿を変えることは本能でできなかったのだろう。うまくいかないものだ。

「質問に答えるのも飽あきてきたよ。ねぇ、千鳥は元気？　全然神社にきてくれなくてさ。もしかして穢けがれのせいで体調が悪くて伏せってる？　お祓はらいしようか？」

「うちの一ノ宮から元気そうだと聞きました」

「ならよかった。気になっていることもようやくなくなったし、じゃあね」

　とんっと軽い衝しよう撃げきのあと、羽はばたく音が遠ざかる。

　どうやらカラスさまは今代の千鳥の様子を訊ききたくてきただけらしい。

「千鳥くんはどういう神さまなんだろうねぇ。土地神ってわけでもないのかな？」

　他の神さまも気にかけているのだから、別の神さまなのかもしれない。

　もし四百年前に生まれたばかりの若い神さまだとしたら、東雲と『こちらに関わるな』という約束をしていない唯一の神さまだ。どちらにも属さない幼おさない神がいれば、両りよう陣じん営えいからの引っ張り合いが起きてしまっても仕方ない。

「でも、千鳥くんは足元がしっかりしてるから大丈夫そうだね」

　千鳥の守護代たちの眼を見ていれば、どれだけ慕したわれているかわかる。

　相談されたら手を貸すという、今まで通りの対応で問題ないだろう。

「初瀬さま！　カラスぐらい自分で追い払ってくださいよ、着物が汚れます」

　のんびり歩いていくと、鳥居のところで待っていた逢束に呆あきれた眼で見られた。

　あれは普通のカラスではないから汚れないのに……と思いつつ、念のために肩を軽く払っておく。泥どろはついてなさそうだ。

「頼みますから、一人で出歩けるぐらいにはしっかりしてください」

「結構しっかりしている方だと思うんだけど？」

　逢束にひどいことを言われたので、一応抗議しておく。

　自分は手のかかる神さまというわけでもない。ただ、逢束がせっかちなだけだ。

　朔日の会に出かけるときだって、まだ出発まで時間があるというのに、逢束はわざわざ早めに顔を出して『着替え終わっていないんですか？』と言って手伝ってくる。着つけの具合を確認している間に、羽織を手にとってどうぞと着せてくれる。

　自分でやろうとする前に荷物をまとめてしまい、ハンカチを持ちましたかという小学生の母親みたいなことを言い出し、持ったかなぁと袂を探っていると、行きますよと障しよう子じを開けて待っている。

　玄げん関かんで草ぞう履りをはいていると、段差がありますよと手を出してきて、断るのも悪いから手を借りることになってしまう。せっかちだから自分が手を伸ばす前に車のドアを開けてしまうし、車に乗って裾すそを直していたらドアを閉める。

　あと三秒待てば自分がすることを、逢束は待てず、結果として世話を焼かれてしまうのだ。自分はなに一つ悪くない。

（おかげさまで、なにからなにまでやってもらうことに慣れちゃった。うちの一ノ宮は神さまを駄だ目めな神さまにする天才だから）

　今代の千鳥も世話焼き気質があるが、逢束とは方向性が違う。今代の千鳥は、先代の千鳥を駄目にはしなかった。

（私を一人で生きていけない神さまにしたんだから、逢束には責任をとらせよう。逢束が守護代を辞やめるって言い出したら、私も辞めて、最後の三カ月も世話してもらわないと）

　勝手に今後のことを決めていると、またぼんやりしてと怒られる。

「どこがしっかりなんですか。しっかりしているなら、少しは仕事を手伝ってください」

「これでも昔の私はね、あちらの世界のものを斬きっては血を浴あびて斬っては血を浴びて、血まみれ夜や叉しやって呼ばれていたんだよね。そのときに一生分働いたから、今はのんびり余生を堪能中」

「はいはい、聞き飽きました」

　またそれ、と逢束は取り合わない。どうやらうそをついていると思われているらしい。

　血のにおいがするといつも東雲に嫌そうな顔をされ、このままだと鬼おにになるぞと警けい告こくされたけれど、まあ現実はこんなものだ。結局、自分は鬼ではなくて駄目な神さまになってしまった。










　平日の昼間なせいか、那須温泉神社の足湯には千鳥たち以外にだれもいなかった。

　千鳥はいそいそと下げ駄たと足た袋びを脱ぬぎ、袴はかまをまくり上げて足を入れる。温泉のあたたかさが足から身体からだへじわりと伝わり、十一月の高原の空気でかなり冷ひえていたことを知った。

　帯刀作の刀を椅い子すに置き、手も湯につけて、あったかいな～と幸せを満まん喫きつしていると、足湯の長椅子に腰かけていながらも靴を脱いでいない帯刀に気づく。

「若いの、入らないのか？」

　寝泊まりするペンションにも温泉は引かれているが、ペンションの風呂は半はん露ろ天てんでここまでの開放感はない。それに神社の足湯なんて滅めつ多たにないのだから楽しんだ方がいい。

「なにかあったらすぐに動けないだろ。おれは観光にきたわけじゃない」

「真ま面じ目めだなぁ。でもそこがお前さんのいいところでもあるが」

　せっかくなのにと抗議しても、帯刀は表情すらも変えてくれない。相変わらずクールだ。

「大事な時期で、真面目に勉強したかっただろうに、那須まで引っぱり出して悪いな。もう少し経てば、関東もうまく回るから辛しん抱ぼうしてくれ」

　今の関東はまだ慌あわただしい。試し行こう錯さく誤ごの段階なのに、この間は自分が引っかき回してさらに忙しくさせてしまった。

「うまく回るって……そもそもの人手不足を解消しないと、どうにもならないだろ。効こう率りつ化かにも限度はある。人手が足りないことで、余計に手間がかかっているはずだ」

　コンビニでのアルバイト経験のある帯刀は、シフト調整がうまくいかなかったときの辛さを思い出す。

　実感のこもった言葉を聞いた千鳥は、う～んと唸うなった。

「人手不足もたしかにあるんだが、それより体制が変わったことが……おれが抜けたことが一番大きい」

「システム化した神さま制度なのに、結局は個人の能力に依い存ぞんしているのか？」

「うん、まあ、前の関東はちょっと特とく殊しゆなやり方をしていたんだ」

　容よう赦しやない帯刀の評価に、千鳥は手て厳きびしいと笑う。少し前までの、自分が守護代だったころのやり方を、本当にあれでよかったのかと今になって思うようになった。

「そもそも、守護代の仕事ってどこから舞いこんでくるかというと、今はもっぱら政府経由だ。警けい察さつや自じ衛えい隊たいが『あれ？　これはおかしいぞ』と思った事件が、関係部署に届けられる。そこからこちらに調べてくれと依頼が回される。それでおれたちが動く。勿論、幽ゆう霊れいや妖よう怪かいの噂うわさを聞いたおれたちが、自主的に調べることもあるけれどな」

　警察が殺人事件を調べていて、どうしても殺し方に説明がつかないとき。

　海上自じ衛えい隊たいや陸上自衛隊のレーダーに、『なにか』が突然現れて突然消えたとき。

　今の科学では説明できないものの中から、あちらの世界が関わっているのではという疑いがかかったものを優先的に調べることが、現代の守護代の仕事の中心だ。

「依頼が入ったら、手の空いている守護代が調べに行く。あちらの世界が関係ないと結論づけるときもあるし、もっと調べる必要があるというときもあるし……継けい続ぞくか増ぞう援えんか打ち切りか、一ノ宮に報告して相談して決める、というのが普通のやり方だ」

　守護代になった帯刀も、その最初の調査に連れて行かれたことがあるはず。大たい抵ていは、一度調べたぐらいではなにもわからないということが多い。

「でもおれが一ノ宮のとき、その初期調査はすべて一人でやっていた」

「一人？」

「依頼が入ったらまずおれが調べに行く。調査結果に応じて、打ち切りか、それとも継続かを決め、継続ならだれに対応させるか能力に応じて決める」

　最初の時点で向き不向きを考え、調査の担当者を決定する。そうしておけば、あとから人手が足りませんとか、うまく調査が進まず長期化するとか、そういうことにはほとんどならない。

「ご隠居に依存しすぎだろ、そのやり方は」

　帯刀の心底呆れたという眼に、でもなぁと千鳥は柔らかに反論する。

「少し前までは、それでうまくいってたんだ。どこの地方よりも、関東が一番効率よく動けていた。だれがどんなことをできるのか、なにが向いているのか、一ノ宮であるおれがしっかり把握しなければならなかったし、あちこちに飛び回ってばかりでずっと忙しかったけどな。今思えば、守護代の仕事が好きだからやれたことだ」

　昔のことを思い出しながら、湯の中で足首を回す。ほんの少し湯が跳はねて、コンクリートに小さな染みをつくった。

「〈守護〉千鳥の代替わりが突然のことだった。もう少し時間の余裕があれば、新体制への移行の手伝いをおれもできたんだが……」

「『ご隠居』なら黙って見てろ」

「はいはい、おっしゃる通り。おまえさん、一ノ宮に似てきてるぞ」

　自分のあとを引き継いで一ノ宮になったのは柏だ。小さいころの柏の世話をしていたせいか、なかなか弟扱いが抜けないけれど、柏は三百歳を軽く越えた一人前以上の守護代である。仕事に口出しをしたら嫌がると、わかってはいるのだが……。

「一ノ宮は新体制に合わせて、おまえさんをどんな守護代にする気なんだろうなぁ」

　帯刀は長距離攻撃を得意としているから、そこを特化させるのは当然だろう。でも器用だから、あれこれ教えてみたい気もする。他にも隠れた才能がありそうだ。

「最近、なにを教わっているんだ？」

「いろいろ」

「もうちょっと詳しく」

　思わず立ち上がりかけて、袴の裾がずり落ちる。慌てて手で押さえて、逃にがさないぞと帯刀に迫せまった。みんなのことを知っておきたいのに、いつも柏にのけ者にされるので、この機会にたくさん聞いてみたい。

「中なか之の条じようさんに組み手、勢せ多たさんに陰おん陽みよう術じゆつの基本、どっちも小学生の習い事レベル」

「へ～」

　帯刀を即戦力にするなら、もう少し別のやり方があるだろうが、どうやら柏は地道にバランスよく教えていくようだ。

　だとしたら、柏は帯刀を守護代にしたいのかもしれない。帯刀が守護代を続けていくのなら、苦手分野ができないよう少しずつ様々なことを教えておく必要がある。

（……柏は若いのから守護代になりたいって相談を受けていたし、とっくに自分の中で賛成という結論を出していたんだろう。でも、最初に相談されるのはおれがよかった……！　立場的に、一ノ宮の柏へまっさきに声をかけておくのは仕方ないとわかっているけれど）

　つまらん、と湯を蹴ける。ぱしゃんと跳ねて、また点々とコンクリートに染みをつくった。気がつけば、冷えていた手の先もいつの間にかあたたまっている。頃合いか、と千鳥は足を上げて持ってきたタオルで拭いた。

　下駄をはき、次の目的地に向かって歩き出すと、先代さまがまだ鳥居のところにいた。ようやく『だれか』と連絡がついたのか、ほっとした様子で携帯をしまっている。

「先代さま？」

「……ああ、足湯を楽しめたようだね。二人はこれから遊歩道に？」

「はい、展望台に行ってきます」

「気をつけて行っておいで。曇くもってきたし、午後の山の天気は崩れやすい」

　先代さまこそ、と言って千鳥は帯刀を連れて見回りを再開する。

（なんだか先代さまが吹っ切れた顔をしていた。だれかにいい話でも聞いたのかな……？）

　つられて安心し、気持ちが明るくなり、足取りが軽くなった。

　ここから展望台まで歩いて五十分ぐらいで、ちょっとしたウォーキングになる。途中にはつつじ吊つり橋ばしという大きなつり橋があるため、あえてこの辺りでバスを降り、遊歩道をのんびり歩いて展望台を目指す観光客も多い。

「若いの、この先には殺せつ生しよう石せきがあってな、九きゆう尾びの狐きつねが……」

　千鳥は殺生石にまつわる、本当かどうかは知らない伝説を説明しようとしたが、途中で言葉を止めることになった。突然、左側の首筋に嫌な視線を感じたのだ。

（人の気配は、帯刀と先代さまだけ。こちらを見ているのは、道を外れた観光客ではなさそうだ）

　視線だけ動かして、左側の神社と木々を観察する。けれど生きものの影はない。よほどうまく紛まぎれこんでいるのか、あるいは『あちらの世界』の住人か。

「……なにかに見られている。気をつけろ」

　帯刀の腕を強く引いて、自分のうしろに庇かばう。どうすべきか、珍めずらしく判断に迷った。

　逃げれば追う習性を持つものもいる、逆に逃げないと危険なものもいる。でも獲え物ものを狙ねらうようなぴりぴりとした視線だけでは、どちらなのか判別できない。

（昔なら、むしろ挑ちよう発はつぐらいしたんだけどな……）

　今の千鳥は、守護の力を一切使えない。そして帯刀も、守護代になったばかりでやれることは限られている。

　ぴりぴりとした視線の主ぬしは、先代さまが見たという百目鬼という可能性も充分にあるが、たしかめたくてもこの組み合わせでは力足らずだ。

「先代さまの結界内に百目鬼が入りこんだのかもな。別の可能性も捨てきれないが……」

「そんな簡単に入りこまれるものなのか？」

「物理的にすべてを遮しや断だんする結界なら、ここは太陽の光も入らなくて真まっ暗くらになるぞ。先代さまがおっしゃった通り、張ってある結界はあちらの世界のものに『なんとなく入りたくない』と思わせる警けい告こく表示みたいなものだ。悪意があれば、そんなものは無視できる」

　相手は、視線だけでも明確な敵意を混ぜてきている。よほどの強い目的があるはずだ。

「ご隠居、どうしたらいい？」

「このまま動かず待たい機き。警けい戒かいはしすぎるな。相手を刺し激げきするかもしれない。おれの合図で、走り出せるようにしておけよ。合図したら、この先の遊歩道を上に向かって走って、こちらに向かう観光客に『硫りゆう化か水すい素その濃度が上がって危険だから走って戻れ』と避ひ難なんを促うながせ」

　千鳥の出した指示に、帯刀はわかったと頷く。

　ゆっくりと、不自然さがないように振り返れば、先代さまも立ち止まっていた。先代さまも不ふ穏おんな視線を感じて、左側を警戒しているのだ。

「ご隠居は？」

「おれも同じ方向に逃げる。足が速い若いのは先に行け。おまえさんの長所は遠距離からの攻撃だ。なにかあったらおれの援えん護ごを頼む」

　帯刀は、華やかな和装に下駄という全力疾しつ走そうに向かない千鳥を庇って走るよりも、先に行って皆を避難誘ゆう導どうし、いざというときに備そなえて遠くから弓を構えていた方がいい。

（どうする？　こちらを警戒しているだけか？　それとも攻撃の準備か？）

　嫌な視線はまだ続いている。それだけでも、こちらの忍耐は削られていく。

　帯刀だけでも先に行かせるか、と思いかけたとき──……動いた。

　ざっと木の葉の擦れる音がする。視覚と聴ちよう覚かくがなにかを捉えるより先に、経験を積んだ身体が反応してくれた。千鳥は右手でとっさに刀を引き抜き、構える。

　──速い！

　瞬まばたきもしない間に、ふっと目の前が暗くなる。見えていた一面の緑が、消えた。

　守護代としては百ひやく戦せん錬れん磨まと言ってもいい自分が、完全に『なにか』の動きに圧倒された。久しぶりに感じる、捕食されるという恐怖に鳥肌が立つ。

「小さいの！」

　先代さまからの警告に答える余裕はない。神さまの力を一切使えない今の自分では、刀で急所を庇うのが精いっぱいだった。けれどその刀も、なんらかの強い衝しよう撃げきを受け、再現不能状態になって消えた。

　刀を失った右腕が異様に熱く感じられ、反はん射しやで眼をつむってしまう。襲われているのに視界を閉ざしてはいけないと頭では判断しているのだけれど、行動に繫つながらない。

　死のにおいを嗅かぎとり、これは駄目だと諦めかけたとき、柔らかな気配に包まれる。

　だれかに髪を軽く引っぱられた感覚のあと、気味の悪い大きな声が間近で聞こえた。ようやく身体が思考に追いつき、なんとかまぶたをこじ開けると、事態は一変している。

　先代さまが目の前にいた。

　──少し離れた木々の中に、鬼がいた。

　鬼は体中に『眼』をつけ、こちらをじっと見ている。

　生理的な反応で、ぞわりと鳥肌が立った。無数の眼をつけた鬼を見れば、普通の人間はだれだってそうなる。

（おれを襲ってきたのは『百目鬼』か……。先代さまがおっしゃった通り、伝説とは少し違う姿だが、正しく伝わる方が珍しいしな）

　十尺──……つまりは約三メートルを越える体と伝説では言われていたが、そこまでの大きさはない。二メートルを越えたぐらいだろうか。おまけに鋭い毛もない。

（あの大きさで、このすばしっこさか。厄介だぞ）

　濡ぬれた感かん触しよくが腕を伝う。百目鬼に襲われたときに怪我をして血が出たのだろう。力をこめると動いてくれたので、神経までばっさりというわけではなさそうだ。

「小さいの、血を地面に零こぼさないように止血しておきなさい」

　百目鬼は血をすすって邪じや気きに変えるという。この血を地に落として百目鬼へ餌えさを与えるわけにはいかない。慌てて襦じゆ袢ばんの袖そでをたぐりよせて、流れる血を拭ぬぐった。

（このまま再度襲われたら厄介だ。先代さまに頼ってばかりでは……！）

　どうにかしなければと考えていると、百目鬼の様子が妙なことに気づく。

　百目鬼は変わらずこちらをじっと見ているけれど、痛いほどの敵意がさっぱり消えていた。むしろ、戸惑うように首を傾かしげられてしまう。

　ざっという音と共に、百目鬼の姿が再び山の中へ消えた。すぐに気配もなくなった。なにを思ったのかはわからないが、一旦逃げてくれたようだ。

　しばらく警戒を続けてから、ようやく緊張を解くと、心配そうな顔の先代さまにのぞきこまれた。

「小さいの、怪我の具合は？」

「大丈夫です」

「なわけないだろう」

　帯刀の手によって千鳥の懐ふところは探られ、ハンカチを取り出される。

　折りたたまれたハンカチを、着物の上から腕に巻きつけられ、軽く縛しばられた。そのあと、傷口をきつく押さえられる。

「っ……！」

　悲鳴が出そうになるが、我が慢まんしろという眼で見られ、歯を食いしばった。

「おまえさん、手当ての手て際ぎわがよくなったな」

「一通り、勉強した。ハンカチに血がにじんできたら、次はタオルを重ねて、このまま圧あつ迫ぱくを続ける」

　以前の帯刀は大怪我を見て怯ひるんでいたが、今はてきぱきと処置してくれる。

　あっという間に成長する若い守護代が、頼もしい。

　しかしのんきに喜んでいる場合ではない。まだこの辺りに、さっきの鬼がいるはずだ。

「先代さま、今のは……」

「私たちが見た『百目鬼』だ。すまないね、簪かんざしを借りた」

　先代さまが屈み、地面に落ちた簪と、手のひらぐらいの大きさで、ときおりぴくっぴくっと嫌な感じに動く肉色の物体を拾う。

「それは……」

「百目鬼の舌した。小さいのの血に触れていたから、簪で斬きり落としておいた。血を吸わせるわけにはいかないから」

「舌!?　簪!?」

　なにをどうやったら簪で舌を切り落とせるのか。その前に、自分は刀をかざすのが精いっぱいで、百目鬼に腕を爪で斬られたのか、それとも嚙みつかれたのかもわからなかったのに、少し離れていた先代さまは距離をどう詰めて反撃に転じ、追い払ったのか。

　元々はどの守護も守護代のような仕事をしていたのだから、強いだろうとは思っていたが……。どうやら、先代さまのことをかなり甘く見ていたらしい。

「若いの、さっきの先代さまの攻撃は見えたか？」

「視界には入っていたけど、なにをしたかはよくわからない」

　帯刀は片手で千鳥の傷を圧迫しながら、足湯のときに使ったタオルを取り出してハンカチに重ねる。再び力をこめられて痛みが走り、ぐっと喉が鳴った。

「病院へ行くぞ。左手だけで柏さんに連絡できるか？」

「いや、この傷なら病院に行くほどでもない。そろそろ血も止まる。相手はあちらの世界の鬼だ。市販の消毒薬でどうにかならないのなら、病院でもらう抗こう生せい物質も効かない」

　帯刀が疑わしいという表情になったので、本当だってと苦笑する。

　心しん臓ぞうよりも高い位置に持ち上げて、あとは一人でできると手を離してもらおうとしたが、先代さまにも駄目だと言われた。

「二人とも、一度ペンションに戻ろう。こちらの推すい測そくが外れて、百目鬼は小さいのを襲った。まずは安全な場所に。……勝手に結界内なら安全だと判断していたけれど、そうではなかった。じっと見るだけで終わらないのなら、別の対策が必要になる」

　先代さまの提案へ、帯刀と共に頷く。

　百目鬼は結界内には現れない。遠くから人をじっと見ているだけ。

　今までの調査からそう推測し、百目鬼を山の奥へと誘ゆう導どうしていた。

　けれどたった今、百目鬼は結界内に入り、人の姿である千鳥に襲いかかってきたのだ。

「私の見こみ違いだった。小さいのの怪我は、私が負わせたようなものだ。……本当にすまないね」

「いえ、おれはあやかしの血を引いているから特とく殊しゆ例れいかもしれません。傍にいると百目鬼を刺激するなにかがあるのかも……」

「違う！　小さいのは……！」

　先代さまが言いかけてやめる。なにが違うのかとじっと見つめると、先代さまはなぜか一歩引いた。それが心の距離のような気がして、息が詰まる。

「……いや、ここで話していても結論は出ないね。私から柏に連絡する。無理はせず、三人でゆっくりペンションに戻るよ」

　先代さまの言う通りだ。手負いの人間を抱えたままでは、先代さまにも帯刀にも迷めい惑わくがかかる。安全を確保してから、情報の更新と、今後の対策を立てるべきだ。

「小さいの、腕を」

　先代さまが怪我をした部分にそっと触ふれ、なにかを呟く。するとずきずきとした傷の痛みが遠ざかり、じわりと痛いような熱いような感覚に変わった。

「怪我の痛みは『気をつけろ、休め』という警告の意味を持つから、本当は必要なものだ。でも歩くのが辛いだろうから、ペンションに戻るまでは鈍にぶくしておこう」

　よそよそしい、距離をとられた、そんな風に感じるのに、先代さまは今まで通り優しくしてくれる。本気で心配しているという瞳ひとみを向けてくれる。

　訊きたいことがたくさんあるのに、千鳥はうまく言葉にできなかった。
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　ペンションへ戻ってくるころには、千ち鳥どりの怪我の血は完全に止まっていた。

　きちんと消しよう毒どくして、ガーゼを当てて包帯を巻き、着替えたところで、帯たて刀わきにテレビのリモコンとタブレットを与えられる。

　じっとしていろ、という無言の圧力を感じ、千鳥は黙だまってタブレットの電源を入れた。すでにＷｉ‐Ｆｉワイフアイがどうとかこうとかいう難しい設定は帯刀がしておいてくれたので、教えてもらった通りに操そう作さして天気予報のページを見る。外が曇くもっていたので、雨が降りそうなら、柏かしわのために玄げん関かんへタオルを置いておこうと思ったのだ。

　しかし雨が降ることはなく、ややしばらくして柏は戻ってきた。

「大丈夫なんですか!?」

　談話室のソファーを占せん領りようしてのんびりしている千鳥を見て、柏は足早に近よってくる。

　手を挙げて包帯を見せ、動かせることを示して心配ないと言いきっておいた。

「このぐらいならよくある怪我だ。東しの雲のめさんには内ない緒しよにしておけよ」

「あの方が勝手に知った分の責任はとれません。……たしかに顔色は悪くないですし、熱もなさそうですし、とりあえずはこのまま様子を見ましょう」

「おう。先代さまからどのくらい話を聞いている？」

「百どう目め鬼きに襲おそわれた話だけは。三人でいたんですよね、貴方あなただけが狙ねらわれたんですか？」

　あの場には、自分と帯刀と先代さまの三人がいた。三人とも嫌いやな気配を感じた。でも襲われたのは自分だけだった。

　狙いやすい位置だったとか、背中を向けていたとか、他の二人と明らかに違うところがあれば狙われたと言えるのかもしれないが、現段階ではなにも言えない。

「偶ぐう然ぜんか、故こ意いかはわからない。三人の中で、おれが一番小さいし、弱いと思われたのかもしれない。あやかしの血が混じっているから、気配に反応したのかもしれない。そういう意味では、狙われた理由が見当たらないというわけでもないな」

「ですね。他にも、百目鬼が結界内でも問題ないと判断してしまったという可能性もあります。カラスなんかは、畑に置いてあるかかしにすぐ慣れてしまいますからね。でも、先代さまが傍そばにいらっしゃったのに襲ってきたことは気になります。野生の本能が強く働くのなら、先代さまを警けい戒かいして退くはずです」

　千鳥も人の気配というものに敏びん感かんな方で、隣の部屋に何人いるかぐらいならわかる。でも柏はさらに上をいっていて、何人どころか個人を特定することまでできた。幼おさないころは天てん狗ぐに育てられ、野山を裸足はだしで駆かけ巡めぐっていた柏は、野生の本能が研とぎ澄すまされている。

「僕が先代さまの言うことを大人しく聞くのは、年功序列だけではなくて、本能でも群むれのリーダーって認めているからですよ。それぐらい、あの方は強いです」

「おれは？」

「見た目が年下でも、本能以外のところできちんと年上として認めてます」

　笑いながら柏がソファーに座る。

　年上扱いをしているつもりと口では言ってくれたが、表情はそう見えない。

「でも、ご隠いん居きよは最近こう……」

　柏はなぜかうーんと唸うなり、難しい顔になる。

「弱いというか、なんというか……ライオンとか熊くまの赤ちゃん……？」

「なんの話だ？」

「猛もう獣じゆうの赤ちゃんって、ぬいぐるみみたいにかわいいじゃないですか。最近のご隠居は、神さまなんですけれど、今ならいけるかなって雰囲気が」

「いけるって？」

「簡単に嚙かみつけそうってことです。猛獣かみさまというのは、見ただけでわかります。でも今ならとも思えるんですよね。代替わり直後だからかもしれません」

「おまえさんがそう思うのなら、百目鬼も今ならって思ったのかもな」

　猛獣の赤ん坊は、生まれたときから強い力で獲え物ものを狩かるわけではない。

　神さまも同じようなものなら、なりたての千鳥は草食動物と同じ『獲物』だ。

「この通り、百目鬼は人を、それも子どもの姿をしたおれを襲ってしまった。現時点では共存は無理という方針で動くことになる。おれだけ狙うのなら、話は別になるが」

　これから、すべきことが一気に変わる。刺し激げきしないように長期戦で、という話だったが、できるだけ短期決着を目指して動くことになるだろう。小さい子への被害は絶対に出したくない。

「おれが出歩いたら、事態を引っかき回すだけになりそうだ。……仕方ないから、今回はペンションにずっと閉じこもっている」

「そうしてください」

　柏は立ち上がり、先代さまと帯刀を呼び、現時点での山奥の様子などを報告する。

　千鳥はその話に入らず、柏たちの声だけを聞いていた。

（……ああ、そうだよな。柏の言う通りだ。なんで百目鬼は一カ月前から突然現れたんだろう。もしかして若い鬼なのか？　その辺りがいまいちはっきりしないから、そもそも百目鬼なのか別の鬼なのかもわからないままだし……）

　それでも守護代は仕事をしなければならない。想定よりも、かなり危険な状況になってきている。

（うん、今の段階なら、そういう作戦になるだろうな……）

　これからどう動くつもりなのか、柏が先代さまと帯刀に伝えていた。

　柏は血の気が多いし、すぐに怒るけれど、上に立って指示することに向いている。柏が話し出すとみんな口を閉ざし、視線をしっかり向けるのだ。

　逆らったら怖いと、だれもが認識している。古い人間ばかりの、しかも能力が命に直結する仕事では、守護代をまとめて従わせるためには、そういう力に物を言わせる部分も大事になってくる。

　柏は一ノ宮の仕事はあまり向いていないと言うけれど、思っているのは本人だけだ。

（……だから、おれは柏の仕事に口出しせず、見守るだけで本当にいいんだ）

　関東は自分がいなくても大丈夫だ。少し寂しいけれど、これが守護にしか味わえない幸せなのだろう。

　先代さまが辿たどったかもしれない道を、どうやら自分も進んでいるようだ。







　夕飯を食べてから、柏はまた出かけた。百目鬼に知性があるのなら、人目につかない夜に獲物を狩りにいくはずだ。その動きを見張らなければならない。

　千鳥は一人だけ楽をして申し訳ないと思いつつも、柏の分までゆっくり温泉につかるためにいそいそと風呂の準備をした。

　しかし、うきうきとお湯をかけている最中、帯刀が半露天の風呂場にふらりと現れ、シャワーだけと忠告してくる。柏の差し金に違いないと、ここにいない弟分のしっかりしたところを呪のろった。

「わかった、言う通りにする。なんなら、一緒に入るか？」

「俺はご隠居と百目鬼の見張り。ここ、半露天だしな」

　ペンションの敷地は、強めに張ってくれた先代さまの結界の内側だ。けれど昼間のこともあり、百目鬼が襲ってきたときに備そなえて警戒をしてくれるらしい。

「腕はもう大丈夫なのか？」

「動かしてもそんなに痛くないぞ。明日こそは温泉につかるからな」

　大丈夫という意味で今の状況を正直に伝えたのだが、帯刀は怪我をした腕をじっと見つめてきた。

「髪かみぐらいは洗ってやる」

　どうやら『そんなに痛くない』という言葉のせいで、心配させてしまったらしい。痛くないと言いきってしまえばよかったと反省したが、放った言葉は戻せなかった。

「シャンプーだけでいい。あとは左手でどうにかするから」

　帯刀は大怪我とは無む縁えんの生活をしてきた子で、血を見慣れていない。柏みたいに、この程度の怪我なら軽傷だと判断することはない。血があれだけ出たのならひどい怪我だと気き遣づかってくれる。申し訳なく思いつつも、安心させるために任せることにした。

　黙って洗われていると、美容師のシャンプーの手つきとはどこか違う帯刀の動きが気になってくる。記憶を探さぐれば、すぐにそうかと思い当たった。シロさんのシャンプーのときの手つきと同じなのだ。猫と同じようにされたことがおかしくて、つい笑ってしまう。

「おい、笑うと口に泡あわが入るぞ」

「いやなに、シロさんのことを思い出してな。……那な須すにはまだ連れてきたことはなかったなぁと。いたら、一緒に行くかと誘いたかった」

「シロさんは……」

「ああ、最近見かけないな。結構なお年だったから、仕方ない。長生きしていれば必ず見送る立場になる。守護代になりたいのなら、覚かく悟ごをしておけよ」

「……だから、口を閉じろ」

　帯刀による警けい告こくのあと、すぐに湯が降ってきた。

　肩や二の腕が一時的にあたためられるが、シャワーが止まればまた冷える。十一月の半なかばになると、シャワーだけというのは辛い。

（すっかり現代科学の恩おん恵けいに浸ひたりきっているな）

　昔、風呂は毎日入るものではなかった。先代さまの暮らす屋敷では毎日風呂の準備をしてもらえたけれど、仕事であちこちに行っていた自分はいつも使えたわけではなかった。

　だんだん便べん利りで贅ぜい沢たくになるなぁ、としみじみ思いながら、手早くシャワーだけの風呂をすませて上がる。片手で身体を拭ふいていれば、脱だつ衣い所じよに置いてある着替えを見た帯刀が、嫌な顔をしていた。

「ご隠居、それ俺の」

「借りたぞ、洗って返すから気にするな」

　千鳥が着替えとして持ってきたのは、高校名どころか名前まできっちり刺し繡しゆうされている、高校生のときに帯刀が使っていた弓きゆう道どう部ぶのジャージである。安物のジャージとは違い、しっかりとしたつくりで、何回洗せん濯たくしても大丈夫そうだ。そこそこ高いものに違いない。

「浴衣ゆかただと、なにかあって野山を走り回るときに不便だし、そんな姿を見られたら通報される。緊急時だしな、貸してくれ」

　順番が逆だと言いながらも、帯刀は渋しぶ々しぶ頷うなずいてくれた。

「明日には返す。三さんノの宮みやに動きやすい服を買ってきてくれって頼んでおいた。最初は居場所がわかるように目立つ和装のままでいようかと思ったが、狙われたのなら普通の格好をして周囲に紛まぎれた方がいいからな」

「任せて大丈夫なのか？　サイズは？」

「大人用のＳサイズならだいたい入るし、調節が利くものを選んでくるだろ」

　左腕で髪を拭きながら、千鳥は暖だん房ぼうを入れてある談話室に向かう。

「もし大きすぎたらおまえさんに譲ゆずる」

「ご隠居の大きすぎるは、俺にとって小さすぎる」

「そこまで小さくない。言っておくが、おれの身長は戦国時代の平均身長より高いんだぞ」

　驚いた顔をした帯刀に、普通だったんだと胸むねを張った。

　先代さまの『小さいの』は、身長の意味ではない。幼おさないという意味での『小さいの』だ。

　今の子はみんなタケノコみたいだよなと文もん句くを言いながら、談話室のドアを開ける。すると柏が帰ってきていた。

「戻ってたのか。おかえり、どうだった？」

　柏は机に広げた地図を見ていて、マーカーでいろいろ書き足している最中だ。

「山には百目鬼の気配がまったく感じられませんでした。怪我をしたから、慎しん重ちようになっているかもしれませんね。今はこちらも派手に動けないので、無理せず引き揚げました」

　明日からは人数が増えるので、二十四時間態制で見張りを続けることができる。

　今夜はあちこちに貼っておいた霊符が反応するまで、様子を見ることにしたようだ。

「なぁ、見てくれ。おれも普通の高校生っぽいか？　ほら、弓道部」

　柏に手を広げて借りたジャージを見せれば、すぐにだれのものかわかったらしい。柏はなぜか、ご苦労さまですと帯刀を労いたわった。

「残念ですけれど、仮装しているように見えます」

　ジャージと顔が合わないんですよ、という厳しい言葉を柏から投げられる。
















　悔くやしいので、精いっぱいの嫌味を言うことにした。

「ちなみに、前に一ノ宮に上着を借りたときと比べて、袖そでのあまり具合が……」

「あ、最低、そういうこと言わないでください」

　手足の長い今時の体格を持つ帯刀と比べられた柏は、眼を細める。

　嚙みつかれそうなのを察した千鳥は、急いで帯刀を盾たてにした。










　早寝早起きが習慣になっている千鳥は、日付が変わる前に眠くなる。

　明日に備えて夜よ更ふかしをせずさっさと寝ようとしたのだが、ベッドの端で振動して鈍にぶい音を奏かなでるスマホに予定の変更を告げられた。

　守護代のだれだろうかと思いながら手にとると、東雲からの電話だと画面が教えてくれる。

「うわ……っ」

　とるべきか、寝たふりをしてとらないべきか。

　四日前に開かれた臨時の神さま会議を欠席したから、そのお見み舞まいの電話という可能性が高い。この場合は後日改めて、でも大丈夫だが、守護に連絡しなければならない緊急事態が発生したという可能性もあるので、無視するわけにはいかない。

（『好きと嫌いが　一緒に来れば　ほうき立てたり　倒したり』か……。顔と声は文句なしに素敵な方なんだが……なぜか苦手なんだよな）

　かわいがってもらっている自覚はある。けれど東雲の前に立ったり話したりすると、異様に緊張してしまう。

　しかし仕事はきちんとしなければ、と気合を入れて通話になるボタンをタップすると、ずいぶんとご機き嫌げんな声が聞こえてきた。

『千鳥の、身体の調子はどうや』

　耳がぞわぞわして、心の中で悲鳴を上げる。とても麗うるわしくて低くていつまでもうっとり聞いていたくなるが、そうするとろくな結果にならないことは知っていた。

「お気遣い、ありがとうございます。もうすっかり元気です」

『腕に怪我こさえて、元気やと？　素直に腕の怪我のことを言ゆうたら、お大事に、ですませといたろと思うたけど、塩あん梅ばいようやっとるならこのまま話を続けてもええな』

　あ、失敗した、と千鳥は冷や汗をかいた。

　怪我のことをだれが教えたのだろうか。柏には黙だまっておけと言っておいたのに。

（もしかして、先代さま……？　でもそんなまめに東雲さんと連絡をとっているようには見えなかったけれど）

　先代さまたちは、主おもに手紙でやりとりをしていたはずだ。守護は古風な人が多く、千鳥のように現代文明に染まってメールで用件をすませたがるようなことはない。

『さいぜん、おもろい話を聞かされた。折角やし、千鳥のにも教えといたろ』

　上から目線の物の言い方も、東雲ならばどうぞどうぞと言いたくなる。

　千鳥はお願いしますとしおらしく頼んだ。

『先代の千鳥から、今代の千鳥をしばらく京都で預かってくれんかという申し出があった。今は守護としてやることも少ない時期やさかい、関東を離れても問題あらへんやろ。さっさと身一つで、明日にでも京都においないや』

「……は？」

　先代さまが、東雲に連絡をとって、自分を預かってほしいと頼んだ。おそらくそのときに怪我をしたという話もした。

　東雲の話は理解できている。けれど先代さまがどうしてその考えにいたったのか、さっぱりわからない。

「待ってください！　預かるって……先代の千鳥さまはなんでそんなことを!?」

　普通、守護はよほどの事情がない限り、自分の土地から離れることはない。守護代だけでは対処できない事態が発生したときに備えて、自主的に待たい機きしているのだ。

　先代さまもそうしてきた。なのに〈守護〉千鳥が関東から離れるための手配を裏でしていた。それに隠されているはずの意図がまったく見えてこない。

『今代の千鳥が心配やと言うとった、その気持ちは、わからんでもない』

「心配？　それは、……」

　今日、目の前で怪我をしたからなのか。それともこの間、黄よ泉みに落ちたからなのか。

　たしかに、今の自分は先代さまに心配ばかりかけている。反論しようがない。

（でも、相談もなしに突然……いや、突然ではない……？　那須にきてから、先代さまはおれにだけ妙みようによそよそしい態度だった。京都行きの話に関係があるのかもしれない）

　気持ちを落ち着けるために、一度深呼吸をした。

　とにかく、先代さまと話をしなければならない。できる限り、急いで。

「すみません、一度切ります。このお話は、また後日改めてしてもいいですか？」

『ええ返事を待っとるで』

「おやすみなさい、失礼します！」

　スマホの通話を切って、ベッドに置き、急いで部屋を出る。

　廊ろう下かを走り、先代さまが使っている部屋の扉とびらをノックした。けれど返事がない。

「先代さま？」

　もうお休みになっているのだろうか。なら明日に……と、腕を下ろしたときにはっとした。慌てて扉を開けて、もう一度大声で呼ぶ。

「先代さま!?」

　先代さまについていった二人の守護代は、すでに眠っている。先代さまもいつ眼が覚めなくなってしまってもおかしくない。もしかしてと指先が冷たくなる感覚に襲われながら、ベッドをたしかめようとして……。

「どうしたんだい？」

　うしろから聞こえた穏おだやかな声に、力が抜けた。

　座りこみそうになるほど、ほっとした。

　近々訪おとずれるはずの未来を覚悟し、受け入れていたつもりだったけれど、目の前で冷たくなっているかもしれないという状況を突きつけられてしまえば、冷静でいられない。

「あの……少しお話をしても？」

「うん、こっちに座って」

　先代さまからあたたかい風が吹きつけるところを譲ってもらってしまった。

　こういうとき、まだ子ども扱いされていることを実感し、むずがゆくなる。

「ついさっき、東雲さんから連絡をもらいました。先代さまから、おれを京都で預かってほしいと頼まれたと。これはどういうことでしょうか」

　腹の探り合いをしても時間の無駄だ。まっすぐに先代さまの眼を見ながら、本題を切り出す。

「小さいのの力が安定するまで、東雲のところで暮らす方が、安全だと思ったんだ」

　返事は、意外というものでもなかった。たしかに、京都の嵐あらし山やまにある〈守護〉東雲の屋敷は、守りが堅い。勢せ多たの不安定な結界と、庭の紫陽花あじさいのあやかしに守られた葉は山やまの屋敷よりも遙はるかに。

「東雲の傍にいたら、絶対に守ってもらえる。あそこは日本で一番安全な場所だ。……なにもずっといろとは言っていない。数年間、……いや、数カ月でもいい。もう少し守護の力が安定するまでの話だ」

　やはり先代さまに心配をかけていた。今まで、前ぜん代だい未み聞もんの失しつ態たいをたくさん演じたせいで、不安が積み重なっていたのだろう。きっかけは昼間の怪我でも、もしかしたらもっと前から考えていたことなのかもしれない。

「小さいのは、東雲と一緒に暮らすのは嫌？」

「東雲さんが嫌というわけではなくて……今まで代替わり直後の守護の中で、東雲さんに保ほ護ごしてもらった方はいないでしょう？　おれだけそんな情けないことはできません」

　また前代未聞が増えてしまう。そうなれば、他の守護や守護代に、陰かげで笑われるだろう。──なんで先代の千鳥は、あんな駄目な男を次代に指名したのかと。

「それに、守護なのに自分の土地を離れるなんてことは、できません」

「関東は柏がしっかり管理してくれている。最近の守護は一ノ宮の報告を受けとるだけでいいんだよ」

　千鳥は他の守護の方々から、なにもしないことが今の守護の仕事だと何度も言われていた。神さまは、人に関わってはいけない時代になったのだと、何度も諭さとされた。それに、関東は柏に任せても大丈夫なことは、自分が一番よく知っている。

　今は二時間あれば京都から東京まで移動できる時代になった。いざということがあっても、すぐに戻れる。だから関東を空けても問題はない。わかっている。でも……。

「おれは、そういう守護にはなれません……！」

　必死になって先代さまに気持ちを訴うつたえた。

　見ているだけなんて、できない。それでは今までとなにも変わらない。見えない壁をつくり、みんなを最後の最後で拒きよ絶ぜつするような、ひどい自分のままでいてしまう。

「最初は、先代さまみたいな立派な守護になりたいと思っていました。なろうと努力して、でもできないことが苦しくて、気がついたら黄泉の国に引きずられて……」

　役に立てないと居場所が得られない、そんな風に思いこんで辛くなった。けれど違うとみんなに教えられた。いてくれるだけで嬉しいと、柏は笑ってくれたのだ。

　そしてそれは、自分も同じ。

「おれはやっと気がついたんです。守護の方々が言うような立派な守護にはなれないと。おれはきっと、みんなと一緒にいて、共に笑って泣くような、そんな人間くさくて甘い守護にしかなれません……！」

　だから関東を離れることはできない。なんのために守護になったのか、やりたいことはなんだったのか、もう答えは出ている。

（ここにいなければ、おれのやりたいことはできない。みんなのところにいたい）

　声を震わせながらも思いをすべて吐き出した千鳥には、これ以上の言葉は残っていなかった。あとはただ先代さまの反応を待つだけ。

　しばらく、重たい沈ちん黙もくが続く。

　互いに退ひけないという張りつめた静けさを破ったのは、先代さまだ。

「……心配なんだ、小さいのを残していくのが」

　先代さまが零こぼした呟きは、優しさと後こう悔かいがにじみ出ていた。
















　心配はわかる。でもなにを悔くやんでいるのか、千鳥には読みとれない。

「今までは、みんながいるからもう大丈夫だと思うことができた。初はつ瀬せからもそう言われた。けれど、でも……！」

　心配なんだと繰くり返し、俯く。

「私が、もっと早く気づいて、いろいろしておけば……！」

　なぜ今になって先代さまはここまで不安になっているのだろうかと千鳥は疑問に思う。でも今だからなのかもしれない。だったら自分にできることをすべてしておきたい。

「大丈夫です、先代さま。みんながいてくれます。貴方とおにいさんたちのおかげで、おれはいつも一人ではありませんでした。これからも一人ではありません」

　どうかわかってほしいと手をとって両手で握にぎりしめたけれど、先代さまの指は冷たいままだった。

「……そうだね」

　言葉では同意してくれたけれど、先代さまの不安は拭ぬぐいきれていないのだろう。

　どうにかしなければと決意する。こればかりは、自分一人の力だけでは無理だ。










　先代さまの部屋を出て、どうしようかと悩みながら廊下を歩いていると、車の音が聞こえた。ばん、というドアが閉まる音に、来客だろうかと玄関に向かえば、帯刀が鍵かぎを開けて扉を開いている最中だ。

「ちわっす、急ぎだと思って車できました！　やっぱり終電すぎると、那な須す街かい道どうもがらがらですね。運転が楽で助かった～」

　勢多が荷物を抱かかえて入ってくる。中なか之の条じようも入ってきた。

　二人は仕事が終わってからでは終電に間に合わないので、明日の朝一の新幹線でくるはずだったのだが、どうやら車で高速を駆かけ抜けてきたらしい。

「というわけで、ご隠居、服は諦めてください。余裕があったら近くにアウトレットあるので一緒に行きましょうね」

　勢多がきてくれて気持ちが一気に明るくなる。なんとなく、大丈夫な気がしてきた。

「それまで若いのにジャージ貸し出しの延えん滞たい料金を支払わないといけないな。長距離運転おつかれさん、まずは温泉にゆっくりつかってくれ。食事は？」

「サービスエリアですませてきました。関東系のそばを食べるのやめてって言ってるのに、中之条さんが……！」

　あの茶色は見るだけで嫌だ～と勢多が訴うつたえてくる。うるせぇ、と言いながら中之条が先代さまに、と茨いばら城きの土産みやげを渡してきた。

「風呂から上がったら作戦会議な。疲れているだろうけれど、もうひと踏ふん張ばり頼む」

「もちろんです！」

　守護代が二人も増えて、ペンションが賑にぎやかになった。うん、と千鳥は頷く。

　一人で抱えこむ必要はない。この賑やかさも、問題解決に役立つはずだ。







　勢多と中之条が風呂をすませたあと、千鳥と守護代たちは談話室に集まり、百目鬼の捜そう索さくについての打ち合わせを始めた。

　昨日までの情報と、今日は百目鬼に襲われたことを伝え、明日からはなにかあったらすぐに柏に連絡をとって、柏からみんなへ伝えることになった。

　では明日の分ぶん担たんを、と柏が地図のコピーを配って詳くわしい話をしようとしたとき、千鳥は少しいいかと時間をもらう。

　先代さまは寝ているだろうか。今からする話が聞こえないでほしいと願い、少し声のトーンを落としてから切り出した。

「みんな、協力してくれ。先代さまについてだ」

　千鳥は東雲から電話があったこと、そして先代さまとの会話の内容を簡かん潔けつに伝える。

　先代さまに京都へ行けと言われたと告げたら、全員が驚いた。だれもが先代さまの心配で仕方ないという時期はすぎたと思っていたようで、今さら？　という顔をする。

「こんな、もう明日にでも目覚めないかもしれないという時期に、先代さまをここまで不安にさせてしまった。多分、目の前でのおれの怪我がきっかけだと思う。最近は血を見ていなかっただろうから、必要以上に驚かれたのかもしれない」

　先代さまの前で怪我をしたのは遠い昔の、幼いころの話だ。守護代になってからは、怪我をしても、手当てをしてから屋敷に戻っていた。

　帯刀も、初めて大きな切り傷を見たときは怯んだ。血は慣れていなければだれだって驚く。そして帯刀と違って、先代さまに慣れてもらう時間はもうない。

「先代さまのお気持ちはわかる。やっぱり、小さいころを知っている相手には、いつまでも小さい子という感覚が抜けない。おれにとって一ノ宮が今でも弟であるように、先代さまにとっておれはやはり『小さいの』なんだ」

　先代さまにとっての自分は、守らなければならない存在でもあるのだろう。けれど目の前にいたのに守れなかった。後悔からこのまま残していっていいのかと不安になり、今のうちに手を尽つくしたいと決意した。

「先代さまが安心できるようにしたい。手伝ってほしい」

　恩おん返がえしとか、義務とか、そういう気持ちではない。ただ先代さまが好きだから、あの方が不安のまま眠りにつかないでほしいだけだ。

　頼む、と頭を下げたら勢多が真っ先に反応した。

「当たり前です！　頼まれなくても勝手に協力しますからね！　ね、ね、そうでしょう？」

「そりゃそうだ。先代さまには世話になったからなぁ。少しでも返しておかないと」

　中之条も賛さん成せいしてくれ、柏もその通りですと頷く。

　先代さまとは入れ違いになり、一度しか顔を合わせなかった帯刀はなにも言わないが、嫌なら嫌だとはっきり言うので、黙っているのはお好きにどうぞという意味だ。それでも充じゆう分ぶん嬉しかった。

「僕は百目鬼を一週間かけて追いつめていこう、と言うつもりでしたが、予定を変更します。少なくとも明後日あさつて、早ければ明日、百目鬼を処理しましょう」

　柏の言葉に、みんなが頷く。今までにも人を害する妖よう怪かいの大おお捕とり物ものの経験があるため、決まれば話は早い。

　いくつかのお決まりの準備をして、この那須の地に合わせた作戦を立て、成功率の高いものからどんどん試していくことになるだろう。

「まずは昼のうちに全員で百目鬼を発見すること。発見次し第だい、中之条と勢多で罠わなを用意、帯刀は木の上から援えん護ご、僕が百目鬼を罠の場所まで誘ゆう導どうします」

　しかける場所はここだと、柏は地図の一点を示す。

「朝のうちにできる準備はすませます。ただし、運よくすぐに百目鬼を発見しても、基本は午後まで動きません。百目鬼が伝説通りに毒の霧きりをまき散らすなら、人のいない方向に風が吹く午後を選んで処理をしたいです」

　柏はどこに罠を用意するか、どの時刻が最適か、今日の調査でおおよその判断はしてきていた。きちんとした仕事ぶりに、口を挟めない。

　しかし、作戦の成功率を上げるため、千鳥は手を挙げた。

「おれも囮おとりをやる。といっても、一ノ宮のうしろにくっついて、狐きつねに運んでもらうだけだけどな。百目鬼だっておいしそうな獲物がいた方が、追いかけたくなるだろう？」

「……やめてください、と言いたいんですけれどね。今回はいてくれる方がたしかに追いかけてきそうなので、きてください」

　血のにおいのする、手負いの獲物。これほど百目鬼を誘うものはないだろう。

　調査が足りていない状態で勝負をかけるのなら、どうしても危険は伴ともなう。多少の怪我はだれもが覚悟しておかなければならない。

（でもおれだけは怪我をしないで戻らなければならない。先代さまのためにも、囮になることを許してくれた柏たちのためにも）

　無事でよかった、ですべてを終わらせなければならないのだ。これは先代さまを安心させるための作戦でもあるのだから。

「なら今日はここまで。明日は六時に玄関前へ集合、よろしくお願いします。僕は先代さまと明日についての話をしてきますね」

　地図を持った柏は、お先にと言って談話室を出て行く。

　先代さまに、明日のことをどう説明する気なのだろうか。素直に話せば反対されるだろうから、表向きはみんなで調査に向かいますと言うだけかもしれない。

　だったら自分は、柏のやり残したことをすませてから寝よう。

「若いの、今回は危険な仕事だ。庇ってやれないかもしれない。参加するかしないかは、自分で決めろ。不参加なら、おれから一ノ宮に言っておく」

「仕事を放ほう棄きするつもりはない。それに、俺には責任がある」

「責任？」

　先代さま関連については、帯刀にとって他ひ人と事ごとだろう。なぜ責任を感じるのかがわからなくて瞬まばたきをしたら、ほんの少しの苛いら立だちを混ぜた瞳ひとみを向けられた。

「柏さんからご隠居のことを頼まれていたのに、怪我をさせた。先代サマへ守護代が役に立たなかったところを見せたんだ。京都に行けなんて言い出した原因は俺にある。自分の不始末は自分で片づける」

　千鳥は昼間のことを思い返し、いやいやと手を振った。

「あれはおまえさんが悪いんじゃない。まだ守護代になって数カ月で、これだけ役に立てたら充分すごい。今はまだいい、気にするな」

　帯刀は遠距離からの精せい密みつな援護と攻こう撃げきを得意としている。あそこまで百目鬼に接近されたら、特技を生かせなくて当然だ。

　そもそも、あの百目鬼の動きにとっさに反応できるのは、おそらく中之条だけだろう。他は多少なりとも怪我をして、そのあとに距離をとるか逃にげるかを選ぶのが精いっぱいだ。

（なにかしたかったと思ってくれるのは嬉しいが、帯刀の一番大事なものは受験だ。無理はさせたくない）

　この間の神かん田だ明みよう神じんのような、比ひ較かく的てき安全で、失敗してもだれかがフォローにすぐ入れるような、そういう仕事を回したい。

　今回が特とく殊しゆなだけだ。百目鬼の弱点が藤ふじ原わらの秀ひで郷さとの弓矢だから、帯刀を頼ることになってしまった。

「──初瀬サマの言う『それなりの仕事』って、こういうことか」

「うん？」

「ご隠居は、今まで面倒を見てきた他の守護代にもそういうことを言っていたのか？　失敗しても今はまだいいなんて、甘いことばかりは言ってないはずだ」

　いつも『わかった』というあっさりした返事をする帯刀が、引かずにぶつかってくる。

　普段と雰囲気が違うことに、千鳥は勢多や中之条と一緒に驚きながらも、なんとかなだめる言葉を口にした。

「できることとできないこと、みんな違って当たり前だ。なんでもかんでも叱しかれば育つわけではない。でも、甘やかすつもりもない。今できなくてもいいと言ったことを、一カ月後にはどうしてできなかったんだと叱ることだってある」

　単純に今の帯刀の出来がいいと説明したけれど、本人は納得できなかったようだ。

「ご隠居の、だれが今なにをできるか、そういう観察力は信用できる。人の生死が関わる仕事だから、正しい判断は必要だ。でも……」

　表情をあまり変えなくても、帯刀はいつも眼で感情を語りかけてくる。

「それでいいという言葉に甘えたくない。あんたがよくても、俺はよくない」

　熱意のこもった想いを、真っ直ぐ伝えられた。

　帯刀の気持ちは痛いほどわかる。自分だってそういう思いを抱えたことがあった。

（さあ、どんな言葉をかけるべきかな……。帯刀は守護代の仕事を金のためと割り切っている、と思いこんでいたおれの認識が、そもそも甘かったのか）

　帯刀はよく金さえもらえたらそれでいいと言っていた。でも金をもらうからには、きちんと仕事をしたいという真ま面じ目めなところもあって、それが好ましかったのだ。

（……いつから、変わったんだ？）

　あれだけ傍で帯刀を見ていたのに、変化に気づかなかった。彼は今、珍めずらしく感情論を持ち出してまで、『給料分以上』を求めている。どうしてだろう、だれが彼を変えたのか。

　帯刀と出会ってから、約三カ月。まだたったの三カ月だ。わかっているつもりで理解していないことは、たしかにたくさんあるのだろうけれど……。

　口を閉ざしたままの千鳥を見かねてか、ふいに中之条が会話に入ってきた。

「仕事のできるやつが傍にいたら、追いつけ追い越せでもっとできるようになりたいと思うのは普通のことですし、同どう僚りようにはそうであってほしいですよ」

　中之条は帯刀をちらりと見て言う。

「褒ほめられると、次もがんばろうって思いますしね」

　すぐに勢多がわかると同意する。

　はいはい、話は終わり～と中之条が締めて、行こうと帯刀を促うながしてしまった。

「ちょっ……ちょっと待て！　若いの、おれの話は終わってないぞ！」

　中之条と勢多はわかった顔をしているのに、なぜ自分はわからないのか。

　三対一のような構こう図ずに、ひどく慌てた。

「ご隠居、三カ月あればだれでも変われますよ。帯刀にとっての三カ月は長いけれど、何百年も生きている俺たちの三カ月は短いですからね。ご隠居が思っているよりも、帯刀はご隠居のことを……」

「──中之条さん」

「はいはい、そういうところで照れるのは、やっぱりまだ若いってことだな」

　訳知り顔の中之条に帯刀は嫌そうな顔をしたが、それ以上はなにも言わない。勢多にほらほらと背中を押されて、帯刀は談話室を出て行ってしまう。

「ご隠居、おやすみなさい～」

「あっ……」

　千鳥の『待て』という声は空むなしく談話室に響ひびく。

「もしかして、またおれだけ仲間はずれ……なのか!?」

　外に出て仕事に明け暮れる守護代よりも、葉山の屋敷にずっといる自分の方が、帯刀と一緒にいる時間が長いはずだ。けれど守護代同士できちんとわかり合っている。

　もし自分が守護代のままでいて、帯刀と同僚という関係で三カ月間を過ごしていたら、今の帯刀の気持ちがわかったのだろうか。

（神さまというのは……寂さびしいな）

　だから東雲は守護代を増やすのではなく、守護という仲間を増やしたのだと、ぼんやりその思いを理解した。

「もう一人ぐらい、東雲さんにも仲間が……本物の神さまがいたらよかったのに」

　いつもとは違う気持ちで、遠く離れた西の都に住む東雲に思いをはせた。







　談話室を出た千鳥が、寒い廊下に首をすくめながら部屋へ戻れば、ドアの前で帯刀が待っていた。

「……えーっと」

「話、途中だっただろ。中之条さんと勢多さんは行かなくていいって言ってたけど」

「そうだけれど、いやでも、……とりあえず、部屋に入れ。こんな寒いところにいると風か邪ぜをひくぞ。受験生なんだから身体を大事にしろ」

　一度暖だん房ぼうを切ってしまった部屋の中は、ほんのりとあたたかいぐらいだ。慌てて暖房を入れ直して、先ほど自分が先代さまにしてもらったように、帯刀をあたたかい場所に座らせた。

　なにから話せばいいのかわからず、固まってしまう。しかしここは年長者が腹を割って話せるような雰囲気をつくるところだ。

「さっきな、二ノ宮におまえさんの三カ月は長いって言われて、たしかにそうだなと思った。十八歳の三カ月は、人生に与える影えい響きようを信じられないぐらい受けているよなぁ……」

　様々なものを吸収して、成長して、進んでいく。

　年若い帯刀はそういう時期だ。わかっていたけれど、つい自分の感覚で『たったの三カ月』と思ってしまった。

　三カ月の長さは互いにとって違う。帯刀にとって『三カ月も経った』のなら、心しん境きようが変化して当然だ。金さえもらえたらそれでいい、という帯刀像が自分の思いこみになってしまったのなら、またいろいろ訊きいて、もう一度知ればいい。

「まずは単純な話をしようか。……守護代になって三カ月経った。どうだ、この仕事はおまえさんにとってどういうものになっている？」

「やりがいがあるとは思っている」

「そうか。たくさん経験して、たくさん覚えたからな。やる気を持ってくれて、おれも嬉しい」

　みんなと三カ月を過ごしてきた帯刀が、守護代の仕事をどう思っているのか。

　最初のころとは違い、確実に変化していることがわかった。

「守護代を続けたくなったのか？」

「俺はできることを増やしたい。任されることも増やしたい。それには続けないと無理だ」

　千鳥の趣しゆ味みは、仕事と言ってもいいぐらいだったから、帯刀の説明に納得できた。

　仕事は、できるようになると楽しくなる。だから続けられる。続けた分、効率よくなって成長を実感するし、できることが増えてもっと楽しくなる。

「楽しくなってきたのなら、将来の選せん択たく肢しに入れるよなぁ……」

　卒業後の夢は特にないと悩んでいた帯刀が、唯ゆい一いつ続けていきたいと思えるものが守護代の仕事なら、アルバイトではなくて生しよう涯がいの仕事にしようと考えたくなるだろう。

「何度も言っているが、守護代の仕事は危険だ。ほんの些さ細さいなことで、呆あつ気けなく命を落とす。おれは神さまになった。でも、システム上の神さまには人を生き返らせる力がない。万が一ということがあっても、おまえさんを助けてやれないんだ」

「前に、本気で守護代になることも考えてくれって俺に言ったのはご隠居だろ」

「たしかに言った。でもそれはもっと先の話だ」

　あのときの誘いは、あまりにも言葉が足りなかった。悪かったと謝り、正しく伝わるようにゆっくりと話す。

「ここにいる守護代は、最初から守護代になろうと思ってなった者はほとんどいない。みんな理由があって、守護代を選んだ。おれと一ノ宮は捨て子だったのを拾われたからだし、二ノ宮は己おのれの誇ほこりのために切腹するつもりだった。三ノ宮にとってこの仕事に就つくということは家業を継つげないという意味だし、四よんノの宮みやだって……」

　だれもが望みや生命を絶たち切られた。帯刀にもいつかあるかもしれない。そのときに絶望して命を絶つのではなく、守護代の道が残されているという希望に生かされてほしかったのだと主張した。

「風呂でも少し話をしたが、守護代は過ぎていくはずの時間を無理やり止める。知っている人に置いていかれる寂しさと辛さを耐えきれたのは、守護代になる前に大事なものを断たち切られてしまったからだ」

　帯刀には両親がいない。でも友人や恩人はいるだろう。

　彼らと早々に縁えんを切り、こちらの世界に飛びこませることが、幸せなのか。

　後こう悔かいしてからでは遅い。今から考えておかなければならない。

「……でも割り切れたのは、それだけじゃないはずだ」

　帯刀がしっかりと視線を合わせ、反論してくる。

「あんたなら、先代サマたちがいたからだろう。柏さんなら、あんたがいたからだ。不幸だから割り切れたとは思えない」

　──自分は、決して不幸でも可か哀わい想そうでもなかった。

　たしかにその通りだ。一人なら耐えきれずに、守護代を辞めていたかもしれない。悲しいときにあたたかい人たちが傍にいてくれたから……。

　思わず黙りこんでしまうと、帯刀はほらなと言いたそうな眼になる。

「俺はこういう風にご隠居から反対されることは想定ずみだ」

「だからおれにだけ黙っていたのか？」

「違う」

　静かだけれど強い意思を、帯刀にぶつけられる。

「守護代のバイトをしながらきちんと受験勉強して、志望大学に合格して、四年間しっかり授業を受けて、公務員試験に合格するか企き業ぎようの内定をもらうかして──……そのときになったら話そうと思った。やることはやった。複数の選択肢がある中で、逃げではなく、俺の意思で道を選んだと」

　守護代の給料が高いから、公務員試験に合格できなかったから、内定がもらえなかったから、他にやることがないから……そういう理由で守護代になりたいわけではないことをはっきりさせたかったと、帯刀に訴うつたえられた。

「大学を卒業するころに、改めて話をする。そのときは認めてほしい」

　帯刀はしっかり考えていた。自分がどうしたいのか、どうしたらいいのか。

　千鳥は言い負かせる材料を持ってこい、と煽あおっておいたけれど、あのときにはもうこの答えは出していたのだろう。本当にしっかりしていて、こちらの手をまったく借りてくれなくて、年長者としてつまらない。

　進路に関しては、互いの意見がぶつかり合ったままひけずにケンカになるかな、と少し思っていたのだけれど、ならなかった。温厚な帯刀とは、話し合いで終わりそうだ。

「おまえさんの正論に勝てるやつはいないなぁ……」

　ため息をついて、それから顔を上げる。今の自分の顔は、負けたと言っているだろう。

「四年間、考えながら学べ。守護代以外の道を自分で切り開いてから、また一緒に考えよう。約束だぞ」

「ああ」

「もう一つ、大学卒業までは学業優先だ。守護代のアルバイトという社会経験を積むことも大事だけれど、それは学生の範囲内に留めろ」

　授業を休ませるような仕事はさせない。土日と長期休みの間、無理のない範囲でやればいい。学ぶことも、友人と遊ぶことも、若いうちは大切だ。

「もっと、と思っているのなら、物足りないかもしれないが……。でも、おれはずるい大人だから、卑ひ怯きような言い方をする」

　帯刀の周りは百年単位で守護代をしてきた者ばかり。比べて焦あせりすぎないように、年長者ができる限り導いておかなければならない。

「おれは、一度も学校というところに行ったことがない。仕事でもない。他のみんなは守護代になる前、学校や寺子屋に行っていたり、仕事で生徒のふりをしたり、先生をやったり、職員として出入りしたりした。おれは年齢的に先生は無理だし、見た目がこれだから生徒だと浮きすぎてちょっと……な」

　帯刀が少し気まずそうな眼をした。千鳥は小さく頷いてから、話を続ける。

「おれも一度ぐらい学校に行ってみたかった。だから行けるおまえさんは、おれの分までしっかり勉強してきてほしい。そして、学校で体験したことを、おれにたくさん話してくれ。楽しみにしているから」

　守護代になるにしても、本格的に取り組むのはもっとあとでいい。今は、やれと言われたことをできるだけでいい。

　三カ月も経ったのなら、もう仕事だけの関係ではないはずだ。仕事ができなければ居場所がないなんて、自分のように馬鹿なことを思いこまないでほしい。

「……わかった」

　帯刀が頷いてくれたので、ひとまずほっとした。

　守護代にならないというもう一つの未来は、きちんと確保しておいてやらなければならない。帯刀にとっての四年間は長いはずだ。もう一度気持ちが変わる可能性だってある。

「あとな、おまえさんがどちらの道を選んだとしても、おれは自分のことのように喜ぶ。どういう結果になっても、申し訳ないなんて思うなよ」

　最初のころなら、こんな言葉は帯刀に必要なかった。帯刀は自分たちを金と仕事だけの繫つながりと言い切って、好きなようにするつもりだったから。

　でも帯刀は変わってきている。四年でみんなと別れることになれば、忙しいのに抜けてしまうといううしろめたさを感じるかもしれない。

「……おまえさんの気持ちが変わった原因はいろいろあるだろうが、それにおれも関わっていると嬉しいなぁ。こういう話は最初にしてもらえると思っていたから、最後に回されて寂しいんだぞ」

　反対することがわかりきっている面倒くさい老人は後回しにし、歓かん迎げいしてくれる人から話して外そと堀ぼりを埋うめていく……になるのは仕方ない。

　でも、もうちょっとこう……と千鳥が子どもっぽい感想を伝えたら、帯刀は眼を円まるくしていた。

「あんた、それ本気で言っているのか？」

「本気？　へ？　なんか変なことを言ったか？」

「……本当にあほらしい」

　信じられない、と帯刀は呟いてそのままベッドに仰あお向むけに倒れこむ。

　心底疲れたし呆あきれた、という雰囲気の帯刀の顔を、ちょっと待てと千鳥はのぞきこんだ。

「神田明神……」

「は？」

「人の言葉と思いには力が、ってことだ。あんた神サマだし、なおさらだろ。がんばれば先代サマにも伝わるんじゃないのか？　言葉と思いが」

　流れはよくわからなかったけれど、励はげまされた気がする。そうだなと思わず笑った。







　千鳥は静かな談話室の窓から、夜空を眺める。

　部屋に戻っていった帯刀を見送ったあと、下に降りてきて、一人で泡立つ琥こ珀はく色いろの液体が入ったコップを揺らしていると、ふらりと足音もなく柏が現れた。

「ヤケ酒ですか？」

「これはノンアルコールビール。仕事中の未成年の前で飲酒をするのは教育によくない」

「おつまみは？」

「モッツァレラチーズのたまり漬け。うまいぞ、少しつきあえ」

　もう一つ用意していたコップを柏に渡し、ほれと缶ビールを傾かたむけた。

　だれか通りかかったら捕つかまえてお供そなえさせ、そのままささやかすぎるヤケ酒につきあわせようと思っていた。柏になったのは偶ぐう然ぜんか、それとも貧びん乏ぼうくじを引かされたのか。

「帯刀とついにケンカでもしたんですか？」

「話し合いで決着だ。四年間、しっかり進路を考えてからってことに、あちらさんと同意した。お涙ちょうだいという卑怯な技も使って、学業優先は約束させておいたぞ」

　あんな話にあっさり引っかかって頷く帯刀はいい子だ。

　ずるい大人で悪いなぁと、本人の知らないところで謝っておく。

「おまえさんは、若いのが守護代になることを歓迎しているのか？」

「大歓迎です。若い子が入ってきてくれるのはいい刺し激げきになるし、才能あるし器用だし、いいことばかりじゃないですか」

　他にもいろいろと、と意味深なことを言う。こちらをちらりと見たので、突っこんで訊いたら嫌味が返ってきそうな気がして、追求をやめることにした。

「若いのは本当によく考えている、感心した。老人は頭が固くていやになるな。若い人にとっての四年間はとても長い。おれたちが本人以上に大事にしてやらないと」

「その通りです。ああ、もしかしてヤケ酒ではなくて、祝しゆく杯はい？」

「祝杯は四年後のお楽しみだ」

　コップに残った一センチのノンアルコールビールをあおる。

　好んで飲んでいた辛口の日本酒とは違い、胃がかっと熱くなることはなかった。

「若いのは、おれと違ってしっかり考えて進路を決めた。……だからな、うん、義理とか、恩返しとか、そういうことで残るわけではないと、話を聞いてほっとしたんだ。若いのが自由に好きなことをして生きていくことは、おれにとって嬉しいことで……」

「うんうん」

　帯刀のことを考えていたら、とあることに気づいた。立場が違うけれど、似たようなことを自分がつい最近までしていたような……。

「およそ世間に　せつないものは　惚ほれた三字に　義理の二字……ってな。思わず自分を省かえりみて、酒をあおりたくなっただけだ。おれは若いのと違って、先代さまに『恩返しという義理で守護代になりました』というほっとできないことを言ったから……」

「あはは！　それはひどい！」

　守護になってから、守護であった先代さまの気持ちがようやくわかるようになった。情けない話だ。
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（他の人の気持ちを理解することは、とても難しい。でもぎりぎりだけれど、先代さまがまだ生きていらっしゃるうちに気づいてよかった）

　先代さまが神さまを辞める決意をしたのは、自分の馬鹿な言葉のせいだと今になって実感した。あのとき、自分が『きちんと考えて守護代になることを決めた』と言えていたら……。

「……一ノ宮は、もっと先代さまといたかったか？」

「いいえ、充分ですよ。ヒトの理ことわりを外れて、先代さまとは三百年以上もご一緒できました。本当に充分です、悲しくなんてありません。それはみんなも同じです」

「そうか……」

「むしろ、先代さまは無理をなさっていたのだと思いますよ。辞めたあとのことを口になさり、僕に守護の心得を教えていたのは、長く続ける気がなかったからでしょう。ずっと辞め時を図っていて、やっと今だと思えた。……だったらもう、重いお役目から解放してさしあげるのが、世話になった僕らの務つとめです」

　結局、先代さまの当初の予定通りにはならず、千鳥が神さまに、柏は一ノ宮として残った。まだまだ課題はあるが、関東の新たな守護と守護代はゆるやかに機能し始めている。

「……なぁ、一昨日おとといからシロさんを見ないんだ」

「シロさん？　ああ、僕も見ていませんね」

「まあ、結構なお年だったしな、シロさんは。そろそろだろう」

　猫ねこは自分の死を察すると、ふらりと姿を消すと聞く。もしかしたらシロさんは先代さまについていくのかもしれない。とても懐なついていたから。

　柏の言う通り、悲しくはない。けれど寂しいと思ってしまった。

「葉山の屋敷に帰ったら、シロさんのにおいを辿たどれるか？」

「残念ですけれど、そこまでの嗅きゆう覚かくはありませんからね」

「若いのが飲んだもののにおいには気づくのになぁ」

「その話、やめてください」

　柏に耳を引っぱられて、あいてててと悲鳴を零す。これ以上刺激すると、本気で嚙まれるので、痛いと抗議するだけですませた。

「そういうご隠居のにおいは、この間から……」

「なにか変わったのか？　におうか？」

「いえ、逆です。元々あまり人間っぽいにおいがしないんですけれど、最近はさらに」

　うーんと言って、柏は顔をよせてくる。

「おれはあやかしの血が混じっているから、人間っぽいにおいがしなくても当然だろう？」

「はい。だから僕が近づく気になれるんですよ」

「え？　そんなに人間嫌いだったか？」

「あまり好きではないです、人間のにおい。今は大分慣れましたが」

　そこまでわかるのならシロさんのにおいも辿れるのでは……と思いつつ、千鳥は自分のにおいをかいでみる。しかし自分のはやはりよくわからない。

「もしかして、おれは百目鬼が好きなにおいでもしているのかもしれないな」

「どちらかというと……貴方のは東雲さまが好きそうなにおいだと思います。あの方の香りに少し似ていますから。東雲さまだって、好みの香をまとっているでしょうし」

「えっ!?　それはない！　伽きや羅らだろうが白びやく檀だんだろうが、若いのがすべて線香くさいって言うから、今はにおい袋すら持ち歩いていないぞ！」

　文ふみ香こうのための香を買いに行ったとき、帯刀にこれはどうだといろいろかがせてみたのだが、感想は『線香くさい』以外出てこなかった。若い子にはそう思えるのか……と、衝撃だった。

「おれと東雲さんのシャンプーが一緒とか……？」

「今度訊いてみたらどうです？　東雲さまはお世話役の方が買ってきたものをそのまま使っていそうなので、訊いても答えられない気がしますけれど」

「だよなぁ」

　風呂場を使わせてもらったときは、湯につかっただけなので、シャンプーの銘めい柄がらまで意識していなかった。檜ひのきのいいにおいだけが記憶にある。

「そう、においなんですけれど、百目鬼はどんなにおいですか？　貴方を襲ったのなら肉食でしょうし、かなりにおうはずです」

「あ～……意識していなかった」

「なら体たい臭しゆうがきついというわけではなさそうですね」

　千鳥はしまったと己の失しつ態たいを悔やむ。柏は嗅覚もいい。においを百目鬼捜しの手がかりにするつもりだったのだろうが、協力できなかった。

「さ、そろそろ寝てください。貴方、基本的に睡すい眠みん不足気味なんですから」

「最近はそうでもないぞ。……でも、つきあってくれてどうも。明日、がんばろうな」

　早く寝た方がいいのに、柏はつまらない話題の晩ばん酌しやくにつきあってくれた。今度は楽しい話題で、きちんと度数のある酒を飲みたい。

（そのためにも、まずは百目鬼の一件を片づけてからだ）

　よし、と気合を入れ直し、談話室の暖房のスイッチをようやく切った。
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　翌よく日じつの早朝、千ち鳥どりは百どう目め鬼きを捜さがすためにペンションを出発する柏かしわたちを見送った。

　そのときに勢せ多たが『昼からアウトレット行きましょうね』と先代さまの前で言ってくれたので、午後から出かけても怪あやしまれないはずだ。先代さまは、千鳥がいっそこの那な須すから離れた方がいいと思っているだろう。

　昼になれば、柏たちは報告も兼ねて一度戻ってきた。勢多が車のキーを持ち、行きましょうかと声をかけてくれる。先代さまに着替えを買ってきますと告げてから、千鳥はペンションを出た。けれど行き先はアウトレットではなく、山だ。

　勢多と一緒に山へ入り、そこからは式神の背中に乗せてもらう。こんな足場の悪いところを下げ駄たで歩いたら、転んで大変な目に遭あうのは間違いない。

「おまえさん、陰おん陽みよう術じゆつの再現は本当に上手じようずだなぁ」

　白びやつ虎この背に乗った千鳥は、勢多が呼び出した獣けものの滑なめらかな毛並みに感心する。毛の柔らかさまで再現できるのは、関東では他に柏しかいない。

「一応、陰陽師が本職ですしね。でも最近は陰陽術以外にもできること増やそうって、あれこれがんばっているんですよ」

「いい心がけだな」

　そういえば最近、苦手分野の克こく服ふくを……と中なか之の条じように相談している柏を見かけた。現状に満足せず、努力をするのはいいことだ。

　柏といい、勢多といい、自分が一いちノの宮みやだったときよりも、なにが足りないのかをしっかり考えて、補おぎなおうとしているような気がする。

（『頼れる』にも欠点はあるということだ。このままでいいと立ち止まりやすい）

　帯たて刀わきのもっといろいろ覚えたいという純じゆん粋すいな欲求に、これからみんながさらに刺し激げきを受けるはずだ。

　関東は変わっていく。きっといい方向に。

　未来に思いをはせて風に髪かみや袖そでを遊ばせていると、勢多の視界の端はしでもちらついてしまったらしい。気になったのか、勢多が振り返った。

「袖をたすきがけしておきますか～？　引っかけたら大変ですよね」

「しわになるからやめておく。できれば知らん顔で戻って、わ～もう仕事が終わったのか～うちの子は優秀だな～って先代さまの前でやりたいからな」

「ご隠いん居きよの演技力って期待してもいいんですか？」

　あまり期待していない声の勢多は、白虎の速度を落とし、少し開けたところで止める。そこで柏と中之条と帯刀が待っていた。

「一ノ宮、どうだ？」

　白虎から降りて状況を尋たずねれば、順調ですというたのもしい返事がもらえる。

「ようやく百目鬼を見つけました。伝説通りの百目鬼なら、わざわざ丑うし三みつ時どきに襲おそってきたぐらいですから、暗くらくても平気のはずです。このまま夜を待てば不利になりそうなので、予定通り昼間のうちに誘い出して早期決着でいきましょう」

　夕方にはあちらの世界のものが力を増す。夜になると、暗くなってこちらが不利になる。

　いつもなら、それでも人目につかないよう夜を選ぶが、今日は山の中で周辺の住人から見えにくいし、人よけの結界も張りやすい場所のため、昼間にしかける決断をした。

「今が十三時十七分、予定の場所に移動後、四十五分から作戦開始。時間を合わせます」

　スマホが時計代わりの現代っ子の帯刀すらも、仕事のときには腕うで時ど計けいを使う。

　危険と隣となり合わせの守護代は、時間の確認のためにスマホを取り出すというその数秒さえも惜おしむことがある。結局は腕時計での確認が安全で速い。

　朝にも一度時間を合わせているので、ずれていないかの確認だけで終わり、各自の待たい機き場所へ移動した。千鳥は柏の九きゆう尾びの狐きつねに乗せてもらい、百目鬼のいるところまで急ぐ。

　今、千鳥の手には『微み塵じん』という短刀がある。箱はこ根ね神じん社じやで展示されている、なんでも木こっ端ぱ微み塵じんにすることから名をつけられたこの短刀は、あちらの世界にも強く干かん渉しようできる力を持つ。中之条が万が一に備そなえて、千鳥のために再現しておいてくれたのだ。

（中之条は今回の作戦の主役だ。その役目に専念させたいが、今のおれには身を守るための武器がたしかに必要だからなぁ）

　中之条の気持ちに応こたえるためにも、自分の役割を完かん璧ぺきに果たさなければならない。

　囮おとりとして百目鬼をひきつけ、無傷で罠まで誘ゆう導どうすることが自身の役割だ。その百目鬼の情報が足りないのは、不安要素ではあるが……。

「……なぁ、一ノ宮。百目鬼を見てどう思った？」

「想像と少し違いました、毛がないですね。あとにおいもまったく。でも百目鬼としては許きよ容よう範はん囲い内ないなので、いっそそうであってほしいです」

「だよな。もし新しい種類の鬼なら、情報が足りなさすぎる」

　周囲を注意深く見ながら移動していると、ふっと九尾の狐が止まった。百目鬼の近くまできたのだ。

「……百目鬼は洞どう穴けつでじっとしています。見えますか？」

　聞き取れるかぎりぎりの小声に、千鳥は黙だまって頷うなずいた。

　昨日、先代さまが百目鬼の舌したを斬きり落としている。その怪我のせいなのか、今日の百目鬼は山を下りてうろうろする気にはなれなかったようだ。

（作戦開始まであと十二分。……こちらの誘いに乗ってくるか、それとも逃げるか）

　本当はもっと時間をかけて調査をして、ほぼ十割こちらが優勢という状じよう況きようをつくり上げてから動くのだが、今回は仕方ない。予想の範囲内で終わることを、今は祈るだけだ。

（一分を切った。そろそろだな）

　柏に眼で合図して、下ろしてもらう。呼吸を整えながら気配を殺し、手に持った時計の秒針が頂点にくるのを待つ。

（──開始まで、残り三、二、……一）

　時間ぴったりに、千鳥は抑おさえこんでいた気配を解き放ち、声を張り上げる。




「おまえさんの餌えさがきたぞ！　おれはここだ！」




　足音をわざと立てて数歩進む。微塵を引き抜き、百目鬼を挑ちよう発はつした。

　警戒を強めつつ相手の様子をうかがう。

　ゆっくりと空気が張りつめていった。百目鬼も同じように警戒を強めているのだ。

　百目鬼の気配には、胃がずしりと重くなり、背中がぞっと冷えるような気持ち悪さがある。正直、にらみ合いは辛いものがあるが……。

（くるか、どうだ……!?）

　わざと足を一歩引く。追いかけたくなるように、逃にげの体勢に入ったと思わせるために。

　途と端たん、無数の目が千鳥へ焦しよう点てんを合わせた。

　眼球が一いつ斉せいにこちらを凝ぎよう視しするというぞっとする光景に鳥肌が立つが、ぐっと堪こらえる。

　もっと煽あおっておかなければならない。諦あきらめられたら困る。

「安心しろ、今日は一人だぞ。おまえさんの舌を斬り落とした先代さまは、いないからな」

　さっさとかかってこいと、千鳥は理解できているかわからない相手に伝えた。

（本当は、もっと距離を置きたいんだけれどな……）

　じりじりと増す百目鬼の殺気に、飛び退のきたくなる気持ちを抑えこむ。

　冷ひや汗が背中を滑っていったとき、空気が変わった。

　──くる！

　大地を踏ふむどんっと鈍にぶい音の直後に、視界がぐるりと回った。

　九尾の狐に乗って潜ひそんでいた柏が、千鳥をすくい上げて空高く飛び上がったのだ。

　千鳥は慌あわてて九尾の首にしがみついて、振り落とされないように力をこめる。

「すみません！　際きわどかったです、怪我は!?」

「ない！　ぎりぎりだったな！　まさに紙かみ一ひと重えだ！」

　百目鬼の爪はかすらなかったけれど、その爪によって生まれた風は喉をかすめていった。首を斬られたかと一瞬本気で思ったぐらいだ。『死』を感じた余よ韻いんが、手の冷たさという形で残っていた。

　誤魔化すようにぎゅっと拳をにぎりながら振り返れば、百目鬼の無数の眼が、こちらを見ている。獲え物ものを目の前で攫さらわれたことに怒ったのか、『あ』と『お』の中間のような発音で吼ほえた。

　宙にいるのにびりびりと振しん動どうが伝わる。どうやら頼まなくても追いかけてくれそうだ。

「一ノ宮！」

「しっかり摑つかまっててください！　あの速さなら必ず追いつかれます！」

　わざと速度をゆるめたり、挑発したり、そういうことをせずに必死に逃げるだけでいつかは追いつかれる。

　百目鬼の速さを目の前で見た柏はそう判断し、九尾の狐を一気に加速させた。

（……っ、こ、れは、速すぎて普通に怖いな!?）

　自分の意思で動いているのなら、速さがどれだけあっても恐きよう怖ふは感じない。けれど今は柏に身を任せているため、次にどう動くのかわからなくてひやひやする。

　小枝が身体からだのあちこちを擦すっていくし、木と木の隙すき間まをすれすれで通過したときには、舌が木の苦い味をとらえたような気がした。

（自分のことを、怖いもの知らずだと思っていたが……！）

　本当の怖いもの知らずは柏だ、と評価を改める。

　おそらく彼にとって、これは九尾の狐を再現して意のままに操あやつっているという感覚ではない。自分の身体のつもりで駆けている。

　ここからだと柏の顔が見えないが、きっと狩かりの最中の獣けもののような眼をしているはずだ。その集中を乱さないためにも、自分の恐怖を抑えつけ、ただひたすら九尾の首に縋すがりつく。怪我をしている右腕のことは気にしていられない。

　不意にどんっと鈍い衝しよう撃げきが腹から伝わり、視界がひらけた。

　九尾の狐が大きく跳ちよう躍やくし、宙を蹴けり、さらに高く舞まい上がったのだ。

（追いつかれたか……！　この速さで百目鬼を振りきれなかったとは……!!）

　百目鬼に飛びつかれることを察知した柏が、上へと方向転換して回かい避ひをした。千鳥に警けい告こくできないほどの、とっさの判断だったようだ。

「落ちてないですよね!?」

「お、おう！　まだいけるぞ！　おまえさん、車は安全運転だったんだな……！」

　ジェットコースターがかわいく思えるスピードと急すぎる方向転てん換かん。

　緊張感があるおかげでなんとか意識を保っているが、なければ今ごろは酔よって吐き気と戦っているはずだ。

「あと少し、堪えてください」

　柏はそう言って、九尾の狐の速度を上げ、再び低い位置で山の中を駆かけ抜ける。

　百目鬼も負けじと追いかけてくるが、柏は右へ左へ、ときには大きな木を盾たてにし、追いつかれないよう上手に逃げ続けた。

（いい加減、百目鬼も『追いかける』に集中しすぎているはずだ。最初は罠も警戒しただろうが……）

　追いかけっこという単純な作業を続け、百目鬼は獲物しか見えなくなっている。

　一度はこの九尾の狐に追いつき、すれすれのところで捕つかまえることができそうだった。だから『いける』と思っている。

「ご隠居、落としますよ。……勢多!!」

　柏の叫びと共に、九尾の狐が再び地を蹴り上へと跳とんだ。

　千鳥は九尾の狐の首から手を離し、地面に向かって飛び降りる。

　狐を目標にして追いかけるように跳んだ百目鬼は、すでに宙に浮いていて、急に向きを変えることはできなかった。

　──ふわりと身体が浮いた感覚のあと、空気の壁にぶつかった衝しよう撃げきと、胃いがひやりとする落下の感覚。何度体験しても、これは慣れない。

（……絶対に、勢多が拾ってくれる！）

　ぎゅっと眼を閉じたら、勢多の白虎が千鳥と地面とのすきまにすべりこみ、見事に受けとめてくれた。その間に、柏の九尾の狐は宙を蹴って反転し、百目鬼に嚙かみつく。

　文字にしにくい悲鳴と、怒りの声を上げた百目鬼は、反はん撃げきに転じた。鋭するどい爪つめを使って、九尾の狐の首を切り裂さく。

「一ノ宮の加勢を！」

　慌てて白虎から降りて、勢多にあとを任せる。白虎は地を蹴り、鬼おにの右足に飛びついて牙きばで攻撃する。それでも百目鬼は倒れない。九尾の狐によって肩かたを嚙まれても、ぴくりとも動かず、無む防ぼう備びになった千鳥を狙おうと目をぎらぎらさせていた。

「白虎と九尾で押してるのに……！」

　百目鬼の力の強さにぞっとする。

　この均きん衡こうが崩くずれるとしたら、こちらの力不足がきっかけだろう。再現の精度を超えるような傷を負えば、再現したものは一度消えてしまう。

　百目鬼の攻撃を受けすぎたとき、百目鬼に力負けしたとき、柏と勢多の集中力が切れたとき、どちらかの再現が解ける。百目鬼はもう片方を振りきって千鳥を襲う。

（あと、あと数メートルなのに……！）

　今、百目鬼のうしろには、用意しておいた罠がある。そこまでわずかという距離なのに、百目鬼が思った以上の力の強さを発はつ揮きし、押しこむことができない。

（柏と勢多は手いっぱい。中之条は罠の準備と微塵の再現で、木の上から動けない。おれも囮しかできない──となると）

　遠くから弓を引いて百目鬼を狙い続けている帯刀が、均衡を破る鍵かぎとなる。

「若いの！」

　スマホというのは便利だ。遠く離れていても即座に声が伝わる。

　早く出てくれと祈ったら、叫ぶような返事が聞こえた。

『移動中！　どこに当てればいい!?』

「百目鬼の体の中心線ならどこでもいい！　ぶれるなよ！」

　帯刀は賢く、状況判断に優すぐれている。

　千鳥がしてほしいと思ったことを、言わなくてもやろうとしてくれていた。

　帯刀の矢が百目鬼に当たれば、百目鬼の隙をつくることができる。しかし当たったところが体の端はしだと、右か左へ回転するように動くため、真後ろの罠にうまくかかってくれないかもしれない。

　このまま、まっすぐ罠のところまで移動させるためには、百目鬼の体の真ん中に当てて、真後ろによろけさせることが重要になる。

　そのために、帯刀は移動している。自分と百目鬼と罠の位置が一直線上になるところまで走っているはずだ。

（まだか!?　柏も勢多もそう長くは持たないぞ！）

　早く、早く、と心が焦じれる。木の上で隠れながら式神の再現をしている勢多はともかく、九尾の狐の背に乗ったままの柏は、再現が解けたら命の危機だ。

　間に合え、と手の中の微塵を握にぎりしめたとき、『それ』は空気を切り裂いた。

　百目鬼を狙いまっすぐ進む矢を、千鳥は眼で追いかける。追いかけることができるぐらい、脳のうが興こう奮ふん状態になっていて、時間感覚が異常になっていた。

　──当たる！

　確信した通り、帯刀の放った矢が百目鬼の眉み間けんにある目に突き刺さる。

　百目鬼は突然の痛みに驚き、九尾の狐と白虎を押し返していた力をゆるめてしまった。

　その瞬しゆん間かんを狙い、勢多と柏が一気に百目鬼を罠の場所まで追いこむ。

「二にノの宮みや！　こっちはもういい！」

　同時に二つの再現を行うと、精度が落ちる。

　中之条に微塵の再現を解いて罠に集中しろと告げると、手の中の微塵が消えた。

　空で、ずっと『あれ』が待機していた。こちらの世界の武器の再現を得意としている中之条は、いつもは最前線で身体を張ってくれるのだが、今日はうしろでひたすら耐えていたのだ。

「柏さん！　避よけてくださいよ！」

　中之条の警告と共に、『あれ』は空から降ってきた。

　空中に浮いていたのは、三メートル近くの、人には扱うことができない大きすぎる直刀、鹿か島しま神じん宮ぐうの御ご神しん刀とう『韴ふつの霊みたまの剣つるぎ』だ。

　中之条の再現によって生まれた韴霊剣は、重力に従って加速しながら真下に落ちる。切っ先は百目鬼の体を狙っていた。

　これだけの質量があれば、たとえこちらの世界とあちらの世界の間に生きる鬼であっても、簡単に体を貫つらぬかれてしまう。

「勢多ぁ！　結界！」

　罠は中之条の韴霊剣落としだけではない。勢多の結界で百目鬼を囲むことで完成する。

　勢多が神さまの力を借りずに陰陽師として独力で張る結界は、しないよりはましという程度だ。生きものが完全に通れなくなるような、そんな力はない。中之条がちょっと気合を入れて真剣で素す振ぶりをしたら、あっさり破れてしまう。

　けれど勢多は神さまの力を借りれば、実力のある過去の陰陽師の結界を、忠ちゆう実じつに再現できる。再現だと場所や相手に応じて結界の範囲を変えるという応用は利かないが、今みたいに応用を利かせなくていいときもある。

　──結界内で、身動きがとれなくなった百目鬼に、韴霊剣が突き刺さった。

「伏せて！」

　百目鬼を押しこみ終わったあと、罠に巻きこまれないよう素早く離り脱だつしていた柏が、千鳥の元に駆けつけて腕うでの中へ庇かばってくれる。

　二人で地に伏せた直後、身体に衝撃波が叩きつけられ、耳に轟ごう音おんが突き刺さった。柏に守ってもらっていても、一瞬息が止まったほどだ。

　びりびりとした空気が収まるまで、おそらく数秒。

　千鳥は腹を殴なぐられたような鈍にぶい痛みと、鼓こ膜まくを揺ゆさぶられてくらくらする頭を抱えながら、それでも百目鬼がどうなったのかをたしかめるために、なんとか身体を起こした。

「おお……お見事！」

「ここまでは成功ですね」

　柏は緊張を解かずに、再び九尾の狐を再現して結界の外で待機させる。

　結界内では、韴霊剣が百目鬼を貫き、地面に縫ぬいとめていた。傷口からは黒い血があふれ、地面を染そめている。

　百目鬼はうめくことさえできないほどの大怪我らしい。時折びくっと動くだけだ。

「……あいてて、結界張ったのに、衝撃が漏れちゃいましたね～」

　勢多が耳を押さえながら出てきた。

　それなりの高さから韴霊剣を落とせば、威い力りよくはあるが大地への衝撃も大きくなり、この山を揺らして近隣住民に迷めい惑わくをかける。

　対策として、勢多に強固な結界を張らせたのだが、近くにいた千鳥たちはそれでもかなりの余波を受けた。

「二ノ宮、無事か!?」

　韴霊剣を再現して落とした中之条に向かって声をかけると、木から飛び降りてくる。ただし、中之条は百目鬼を警戒したまま、眼を離すことはない。

「無事ですよ。成功してよかったです。練習時間がとれなかったので、百目鬼を貫いたら再現が解けるんじゃないかとひやひやしました」

　韴霊剣をうまく落とせても、百目鬼の体に当たったときの衝撃に耐え抜く再現の精度がなければ、再現がほどけてしまい、百目鬼は軽い怪我ですむ。

　かつては武士として刀を腰こしに差し、剣術道場の師し範はん代だいもしていた中之条にとって、刀は自分の身体の一部だ。だからこそ、百目鬼を貫ける直刀すらも再現しきることができた。

（うまくいったか。練習なしの本番だったが、成功してよかった）

　百目鬼を倒す方法は、実はいくらでもある。けれど伝説に書かれていた『毒の霧きりをまきちらす』が引っかかり、結界内に追いつめておきたかった。

　でも、単純に結界を張っただけでは、百目鬼に破られるかもしれない。張る直前に大きな傷を与えて、弱らせておかなければならない。

　いろいろなことを踏まえて、今回は大がかりな罠をしかけることになった。きちんとひっかけることができたので、被害は大きな衝撃だけですんだはずだ。

「帯刀は？」

「離れているから、多分大丈夫だとは思うが……」

　それより今は、とみんなで結界内の百目鬼をじっと見つめる。

　ひとまずは百目鬼に大怪我を負わせ、自由を奪うことに成功した。抵てい抗こうするかのように、百目鬼の体中の目はぎょろぎょろと動き、千鳥たちをにらむ。

「正体を調べたあとは炎で焼き尽つくしましょう。勢多はこのまま結界を維い持じしてください、炎は僕が。中之条は万が一のことを考えて、待機していてください。状況によっては、韴霊剣をもう一本落とせと言うかもしれません」

「了解」

「わかりました」

　最後の仕上げを終えてから、ほっとしよう。千鳥はそう決めて、帯刀の無事だけでも電話で確認しておこうと袂たもとからもう一度スマホを取り出したのだが……ぼっという大きな音に顔を上げた。

「黒い……炎!?」

　それは百目鬼の体をみるみるうちに覆おおっていく。百目鬼は苦しみの声を上げるが、炎は大きくなっていく。

「一ノ宮!?」

「いえ、僕ではありません。あれは勝手に……！」

　伝説では、傷ついた百目鬼は黒い炎に包まれ、苦しみながら毒の霧をまきちらし、手がつけられなくなった。次の日に見に行ったら、百目鬼の姿はなかった、と──。
















「おいおい……。これだと解決っていうか」

　伝説を知っている中之条が、頭をかいた。

　百目鬼の動きをとめた。ここで決着がつくと思っていた。しかしたった今、先送りという可能性が生まれてしまったのだ。

「ここまでがんばったのに～……」

　勢多が情けない声を出すのも無理はない。消えた百目鬼は数百年後に復活する。この鬼が本物の百目鬼なら、今回も仕留めきれなかったということだ。

　正体がいまいち不明だった百目鬼を、弱ってはいるが生きている状態で結界内に捕とらえた。ようやく本物か違う鬼なのかを落ち着いて調べることもできそうだったのに……。

「だれかが怪我をするよりは、いい結果です。僕たちはこれからのことを考えましょう。数百年後に再会する可能性もあるので、対処法を練ねっておくぐらいはしておかないと。とりあえず今は、しばらく百目鬼が現れないことだけを政府に報告しておきますね。あとさっきの衝撃についても問い合わせがあるようだったら、誤魔化してもらうように頼みます」

　勢多の結界内では、黒い炎が吹き荒あれている。毒の霧が発生しているのかもしれないが、よくわからない。

　結局、この炎は三時間荒れ狂くるい、ようやく収まった。

　燃え尽きたあとには、なに一つ残っていない。百目鬼も焼き尽くされていた──……と思いたいが、違うかもしれない。

「後味の悪い仕事になっちまいましたね」

　中之条の呟きに、だれもが同意する。

　百目鬼に怯おびえて暮らさなくてもいいです、という解決を望んでいたのだが、力及およばずで『よくわからない』で終わってしまった。










　すべての処理がすんだころには、夕方になっていた。

　千鳥は何事もなかった顔をして、みんなとペンションに戻る。

　先代さまには『アウトレットに行く途中、百目鬼を見つけたという柏からの連絡が入り、慌てて勢多と戻ってそのまま車の中で待っていた』と言っておいた。みんなが無事に戻ってきてくれてよかったと、先代さまと一緒に報告を受けてほっとした、というように見せかけておく。

「本当は百目鬼をここで処理できたらよかったんですが……」

　力足らずですみません、と柏が先代さまに頭を下げる。

　けれど先代さまは穏おだやかな声で充じゆう分ぶんだと言いきった。

「子どもが襲おそわれる前に、罠にかけることができた。あとは百目鬼だったことを想定して、復活までにしっかり対応策をつくっておけばいいだけの話だ。みんな、ご苦労さま。忙しい中、那な須すまできてくれて本当にありがとう」

　今日は休んでと労いたわられ、全員が頷うなずく。

　これからは念のために朝まで山の様子を見つつ、何事もなかったら早朝に仕事終了で解散だ。

（しかし、なんだかなぁ……）

　どうもすっきりしないまま、千鳥は談話室のソファーに寝転んだ。

　山の中で百目鬼を捜し続けていた柏たちは、今は順番に風呂に入っている。みんなペンションにいるのに、やけに静かだった。

「そうだ、ニュース」

　夕方のニュース番組が始まる時間だ。地元ローカル局を選んで、ぼんやりと眺ながめていると、予想通りのニュースが流れる。

『本日、十四時頃に、関東地方を中心として、爆ばく発はつのような大きな音と、揺れを感じたという書きこみがインターネット上に相次ぎ、専門家は、流れ星の中でも特に明るい火球が原因ではないか……と話しています──……』

　アナウンサーが原稿を読み上げている途中で、風呂上がりの帯刀がふらりと談話室に現れる。途中からニュースを聞いていたため、不ふ思し議ぎそうな声を上げた。

「火球？」

「という偽にせの発表だ。昼間、百目鬼の動きを止めるために、二ノ宮が韴霊剣を落としただろう。三ノ宮の結界で衝撃を多少は抑えたが、それでもかなり揺れた。世間さまにご迷惑をおかけすると、こういうことになる」

　仕方のないことなんだけどな、と千鳥は苦笑する。

「でも三ノ宮のおかげで、山火事は防ふせげた。山火事を起こすと大変だぞ。一ノ宮が三日間ぐらいひたすら謝罪に走り回る」

　このぐらいですんでよかったと言いながらも、千鳥の頭の中は黒い炎で埋うめ尽くされた。

　黒い炎ということは、あれは本当に百目鬼だったのだろうか。でもにおいがしなかったという柏の発言が引っかかる。このまま、本物だったと仮定して動いていいのか。

　考えていると、よし終わりという気分にどうしてもなれなかった。

「事件解決なのに、嬉しそうな顔をしていないな」

　唸うなっていたら、帯刀に指摘される。どう返事をしようか迷ってしまった。

　みんなに協力してもらって、先代さまが生きているうちに、百目鬼の一件を片づけることに成功した。先代さまも、ほっとできただろう。望んでいた結末ではあるのだが……。

「ちょっと引っかかっているんだ。でも本当にどうでもいいことだから」

　あまり心配をかけないように、顔に出さないようにしておかなければと反省していると、帯刀が近よってきた。リモコンを手にとり、テレビの電源を切る。

「とりあえず、言ってみたらどうだ？」

　聞く気満々という態度の帯刀に、でもなぁ……とぼやいた。

「うまく言葉にできないぞ。おれが勝手に『あれっ？』て思っただけで」

「ご隠居の引っかかりは、四百年の経験からの違い和わ感かんだろ。そういうのは勘かんじゃない」

　帯刀にさあ言えと促されて、なんとか説明してみようと試ためしてみる。こんなに聞きたがるということは、帯刀も百目鬼についてなにか妙だと思ったのかもしれない。

「……いやな、百目鬼が本物のつもりで事後処理をしているが、それでいいのかなと」

　無数の眼をつけた、角つのがある鬼。矢で射い抜ぬき、剣で貫いたら苦しんで、黒い炎になって消えた。まさに伝説そのままで、本物の百目鬼としか思えないのだが、でもところどころが引っかかる。

「そうえば、ご隠居たちは妙に本物かどうかにこだわっていたな」

「本物と違う鬼なら、対処が変わる。詳しく調べていけばわかると思ったんだが、調べる前に燃えてしまった。いっそ百目鬼ならいいんだ、復活するなら数百年後だろうし。でも百目鬼でなかったら、これで終わらせて大丈夫なのかって」

　もやもやした結末になってしまったのは、痛かった。

　多分、百目鬼だろう。多分、問題ないだろう。多分、何百年後かに復活するだろう。

『多分』が多すぎて、じわじわ不安になってしまう。

「俺には百目鬼にしか見えなかった。どこが違うんだ？」

「そうなのか？　毛がなかっただろう？　それに二メートルぐらいだった」

「ああ、それはわかってる。でも気にならなかった」

　あっさり言う帯刀に、たしかに許容範囲内だと同意した。

「他にもにおいがなかった。伝説の百目鬼は肉食だが、おれたちが退治した百目鬼は草食かもしれない」

「でもあの百目鬼はご隠いん居きよを襲っただろう。二度も」

「その通り。だからこの程度のささやかな疑問を持ったというだけの話だ」

　かつての百目鬼を見た守護代はもういない。だから百目鬼が伝説通りの大きさで毛があったのか、元々においがなかったのかは、現時点ではだれもわからない。

　でも数年後には自分の守しゆ護ごの力が安定する。そのときに答え合わせだ。

「真相は現時点ではわからない。考えるだけ無む駄だだ。──明日、朝早くに車を出してもらうから、先に葉は山やまに帰れよ」

　今日はさっさと寝ろと促したのだが、なぜか帯刀は動かなかった。

「……もっと大きくて、毛があって、においがある……か。ご隠居、少し待て。気になったから調べてみる」

　どうする気なのかと思っていると、帯刀はスマホで電話をかける。

　じっと見つめていたら、ラインだと思わず検けん索さくするかもしれないから、と意味不明な説明をされた。

　帯刀は『茅ちヶが崎さきだ、久しぶりだな、民みん俗ぞく学がくに関するアンケートをとりたい』と気安い口く調ちようで話し始める。帯刀との会話の中に友だちの名前はまったく出てこないが、電話をかけた先は仲のいい相手のようだ。

「ネットで検索せず答えてほしい。百目鬼ってどういうイメージがある？　なにかって、ああ、漢数字の百と、目玉の目と、鬼。それで百目鬼」

　頼んだ、と言って呆あつ気けなく電話を切る。それからまた別の人物に同じような内容の電話をした。なにをしたいのか、さっぱりわからない。

「百目鬼って……ああ、漢字はわかるのか。百目鬼のイメージを……違う、ロリ美少女にあえてつける名字じゃない。ワンピースは黒色？　いや、そういうことじゃない。……風ふう神じん雷らい神じん図ず？　そう、そっち」

　頼んだぞと言って電話を切り、また別の人に電話をかけた。

「百目鬼のイメージを答えてくれ。……へぇ、知ってるのか。一応絵を描いて送ってほしい。下へ手たでもいいから」

　三人目には感心したような声になり、帯刀の電話はすぐに終わった。

　どうもあちこちから百目鬼のイメージを集めているらしい。

「一人目は百目鬼と聞いて漢字変へん換かんもできなかった。二人目は百目鬼という名前だけは知っていた。三人目は百目鬼のことを『目がたくさんある』と知っていたが、特とく殊しゆ例れいかもしれない。全国模も試しで一ひと桁けたの順位をとるやつだったから……」

　説明の間にも、スマホが鳴る。帯刀はすぐに指を動かして、机の上にあったタブレットに画像を転送し、拡大してから渡してくれた。

「一人目の『百目鬼』だ。……絵心がないから、参考資料としてネットで拾った画像を送ってきた。ずいぶんとソシャゲかなにかに影えい響きようされた百目鬼だな」

　帯刀のため息に思わず笑ってしまう。タブレットには今風のイラストが映っていた。

『人型で角二本、全身に眼球のタトゥーみたいなのはいってて、なんか肌はだ色いろおおくてエロい男』と解説文がそえられていた。タトゥーとは、百目鬼もずいぶんと現代に馴な染じんだようだ。身長は人間と同じぐらいで、髪の毛以外の毛はない。

「二人目の百目鬼はこれ」

　風神雷神図にいそうな、腹が出ていてパンツだけはいた典型的な鬼が描かれていた。横に手書きの文字がある。

『けむくじゃらで、赤い目が一個だけ光ってる印象。なぜか目だらけって気がしなかった。あんまり人間と変わらないかんじ。ちっちゃいおっさん？　一六〇センチあるかないか』

　百目鬼は三メートルを越える大きさと言い伝えられているのに、小さいという印いん象しようを持っている若者もいた。おまけに目が百個という鬼なのに、赤い目が一個だけ。これにも全身の鋭い毛がない。

　ただ単純に『百目鬼』という漢字のイメージから想像された鬼は、千鳥の知っている百目鬼とはまったく違っていた。

「……だからこっちはいらないと」

　二人目のもう一枚の画像は、拾いものと注意書きがあるかわいい女の子のイラストだった。

　──百目鬼さくら（十三歳）、ピンク色のほぼ白い髪、黒系セーラーワンピ。

　鬼もこんな愛らしい女の子にされて、気の毒だと同情してやるべきか。現代の若者の発想は、自由でとてもおもしろい。

「最後の一人は、多分普通の百目鬼……」

　三人目の百目鬼を帯刀が表示すると、言葉が止まった。

「なんだ、これは」

　二本足立ちをした大きくてたれた耳を持つ犬に、目がたくさん描いてある。緑色、と身体の色をわざわざ指定してあった。

「『悪あく魔まくんの犬』ってなんだ？」

　画像タイトルに首を傾かしげた帯刀は、スマホで検索をかける。

　千鳥は見たことがあったので、なかなか達たつ者しやな絵だと感心する。

「最近の……あっ、いや、若いのにとっては古いアニメに出てきた犬だ」

　説明しているうちに、帯刀のスマホにもアニメのタイトルが出てきたらしい。

　それを見るなり、帯刀は古いと呟つぶやいた。そして友人がなぜ世代が違うものを知っていたのか、疑問に思う。

「これは百目鬼というより……」

「百目犬って感じだなぁ」

　自由な発想の百目鬼を見て、千鳥は声を立てて笑う。

　どうやら、世代間格差ジエネレーシヨンギヤツプというものは、とんでもない幅はばと溝みぞがあったらしい。

「そうだよな、有名な妖よう怪かいでもないかぎり、みんなのイメージは一いつ致ちしなくて当然だ」

　仕事柄、そういう文ぶん献けんや伝説と日常的に触ふれあっている守護や守しゆ護ご代だいとは違い、普通の人は百目鬼という言葉も知らずに生きていく。

　実際に一般人へ訊いてみた結果がこれだ。そして帯刀も、言葉だけなら伝説の百目鬼のようなイメージは持てていなかった。

「若いの、おまえさんの言いたいことがおれにもわかったぞ。百目鬼のイメージは、今時の人間と伝説の間に大きな差がある。だからおれにとっては『妙みよう』で、おまえさんにとっては『イメージ通り』なんだな」

「俺もこの三人も『百目鬼のにおい』についてはイメージできなかった。……この間、俺は似たようなものを視みている」

　帯刀の言葉に、千鳥は頷く。少し前はただの勘だと切り捨てたものが、今はもしかしたらに変わった。現代の感覚を教えてもらえたからこそ、生まれた可能性だ。

「よし、みんなにも意見を聞こう」

　千鳥はソファーから立ち上がり、一階の部屋と二階の部屋、そして風呂場とあちこちを走り回り、一人ひとりに声をかける。

「こら、怪我人は走らない！」

　柏に叱しかられたので、はいはいと言ってほんの少しだけ足音を静かにする。

　やはり、自分はこういう守護にしかなれないのだろう。先代さまのように物静かな守護になるまで、あと数百年は必要だ。







　談話室に先代さまを含めたみんなを集め、帯刀の友人作の『百目鬼』を見せ、伝説を知らないとこうなることを教え、帯刀以外の全員が感心したところで千鳥は本題に入った。

「おれたちの知っている百目鬼は、十尺の大きな体を持ち、全身に毛が生えた、百個の目がある鬼だ。でも実際にこの眼で見た百目鬼は、伝説の百目鬼とは違いがあった」

　人よりも大きかったけれど、三メートルを越えてはいない。

　体に毛はなく、においもしなかった。

「伝説がそのまま真実という保証はない。今は実際に記憶を『視て』百目鬼の正体をたしかめることはできないから、ここからは推測の話になるが……」

　可能性は二つ、と千鳥は指を立てる。

「一つ、あれは伝説と多少食い違いはあるが『百目鬼』で間違いない。また数百年後に復活する可能性が高いから、のちの守護や守護代のためにきちんと資料を残しておく」

　今回のように、実際に見た人が守護代を引退していたり、記き憶おくを視ることができる守護が代替わり直後で力が使えなかったりすることもあるかもしれない。

　あらゆる可能性を考えて、一ノ宮への申し送り事じ項こうに記き載さいして、仕事完了だ。

「二つ、あれは百目鬼ではあるが、百目鬼ではない」

　言葉遊びに近い表現になったが、他に言いようがない。

　だからつい最近の、とてもわかりやすい例を出した。

「神かん田だ明みよう神じんに現れる、平たいらの将まさ門かど公こうの生首らしきもの。あれと同じだ。百目鬼がいつか復活するという人々の言葉や思いが、形になって現れた……という説はどうだろうか」

　無事に退治した、という伝説であれば、こんなことにはならなかっただろう。

　百目鬼伝説では、大怪我をした百目鬼が長なが岡おかの百ひやつ穴けつで傷を癒いやして数百年後に復活したという話や、坊ぼう主ずの説得で改心した──……という終わりもある。『また出てくるかも』という解かい釈しやくができるようになっているのだ。

「人々の言葉や思いに応じてつくられた百目鬼なら、定期的に処置をしなければならない。この場合は本物と違い、絶対に消えることはない」

　なるほど、と話を聞いていたみんなが頷いた。たしかにあの百目鬼は『現代風』だ。古い時代の鬼とは違う。

「現代風の百目鬼だから、人の姿のご隠居を襲ったのかもしれませんね。帯刀、百目鬼と聞いて人を襲うイメージを持っていませんでしたか？」

　柏の言葉に、帯刀は頷いた。

「『鬼』なら、人を襲って当然だと思っている」

「ですよね。本来、百目鬼は人を食べないはずです。伝説通りならですが」

　これならうまく説明ができそうだと柏は納得し始めるが、勢多は首を傾かしげた。

「あれ？　でも最初は藤ふじ原わらの秀ひで郷さとが百目鬼に遭あって……」

「それで合っているぞ。でも食べるためではないようだ」

　千鳥はタブレットの画面を見て、百目鬼伝説を確認した。

「平安時代中期、平将門の乱を収めた藤原秀郷は、とある夜の丑うし三みつ時どきに老人と出会った。老人はこの先の馬捨て場に悪あつ鬼きである百目鬼が現れるから退治してほしいと告げる。藤原秀郷が馬捨て場に向かうと、百もの目を光らせ、全身に刃やいばのような毛を持つ身の丈三メートル越えの『百目鬼』が現れたので矢を放った。──これを読むと、百目鬼は人ではなく馬を食べるみたいだなぁ。なんで悪鬼扱あつかいだったんだ？　まあ、死んだ馬の肉をむさぼり食う鬼がいれば、次は自分かもと心配にはなるだろうが」

　百目鬼側からこの話を見ると、人に危害を加えていないのに、勝手に悪鬼にされて人に襲われてしまったという気の毒な話である。思わず同情してしまった。

「でも百目鬼って復活したあとは坊さんを狙っていなかったか？　寺を火事にしたり、襲ったりしていたような……」

　中之条が伝説の続きなら悪鬼と呼ばれても仕方ないのではと言い出したので、千鳥は続きも読み上げた。

「百目鬼は自分の流した血を取り戻すために、住職を『追い出そう』としていた。……怪我ですませたところを見ると、かなり温おん厚こうな鬼だな」

「あ～なら、本来は生活範はん囲いが重ならない鬼だったんですね」

　伝説の百目鬼は野生の熊くまのようなものだ。そもそも向こうの生活範囲を侵おかさなければ、襲われることもない。

「百目鬼からすると、人よりも馬の方がうまそうに見えるんですかねぇ」

「馬は食べるところがたくさんあるからね。あの当時の人間は、百目鬼からすると骨に皮があるぐらいにしか見えなかっただろう」

「人って塩がきいているらしいですよ。塩味が苦手かもしれません」

　中之条と先代さまが物ぶつ騒そうな会話を始める。食欲がなくなりそうな話になりかけたが、柏がずれ始めた矛ほこ先さきを戻した。

「現代のイメージが混ざった百目鬼なら、ご隠居を襲った話にも説明が……いえ、つきませんね。だとしたら無差別に人を襲うはずです。今回の百目鬼は、那須に現れてから一カ月間、人を見るだけで襲わなかった」

「百目鬼は、ご隠居だけを狙ったのかもな。心当たりは？」

　帯刀にちらりと見られ、千鳥は肩をすくめる。

「特にない。神さまの血がほしいというのなら、先代さまも襲うはずだ。こじつけだが、神さまの力がほしいけれど、先代さまは強そうだから諦めた。でも弱そうに見えるおれがのこのこと現れて、というのは……」

　がちゃん、と音が鳴り、千鳥は言葉を止める。先代さまが空になった湯飲みを倒して、驚いた顔をしていた。

　柏が気をつけてくださいね、と湯飲みを元の位置に戻す。

　先代さまはすぐに気にしないでと言い、続けてと促した。

「他にどこか違いがあるのかな～？　ご隠居が外国人っぽいとか？」

　勢多が見た目を口にすると、中之条は勢多の頭を軽くこづいた。

「今の那須にどれだけの外国人観光客がいると思っているんだ。毎日どこでも見るだろ」

「あ、そっすね」

　うんうんと唸うなっていると、帯刀が口を開いた。

「今から言うことは、俺の個人的な感想だ」

「構わない、聞かせてくれ」

「──男の着物姿は『珍めずらしい』に入るだろ」

　感覚のずれを指摘されて、千鳥はたしかにと頷いた。

　昔は和装が当たり前だった。だから自分たちにとっては『見なくなった』であって『珍しい』ではなかったのだ。

「おまけに、ご隠居は俺が再現した使い物にならない刀を持っていた。最近の那須で『着物に袴はかまで刀を持つ男』というのは、さすがにご隠居ぐらいだろう。下へ手たしたら、ここ最近どころか、数年間単位かもしれない」

　夏になれば祭りで浴衣ゆかたを着る。冬になれば初はつ詣もうでや成人式で着物を着る。

　でも刀まで持つ男は、たしかに珍しい。

「あ～……見えてきたぞ。みんなのイメージでつくられた百目鬼は『藤原秀郷』を襲う。その藤原秀郷というのは、着物に袴で刀を持った男だ」

　千鳥が襲われたのは、千鳥自体に特別な意味があったのではない。男が着物に袴、そして刀を持っていたらだれでも襲われた。そういうことではと帯刀は言いたいのだ。

　帯刀を連れての那須の見回り中、百目鬼から襲われた。あのとき、百目鬼は刀を手放した千鳥を見て、不思議そうに首を傾かしげ、なぜか引いてくれた。

　しかし千鳥が短刀を手に持って挑ちよう発はつしに行ったときは、強烈な殺意を持って再び襲ってきた。

　帯刀の推測が正しいのなら、ところどころ謎だった百目鬼の行動に説明がつく。

「それは……本当に？」

　先代さまが身を乗り出す。先代さま相手だとしても、帯刀はいつもの素そっ気けない態度で対応した。

「本当かどうかは、百目鬼に訊きいてくれ」

　帯刀の説はおもしろかった。あれは人の言葉や思いにつくられた、百目鬼であって百目鬼ではないもので、伝説通りに『藤原秀郷』や『塙はなわ田だ村むらにある本ほん願がん寺じの住じゆう職しよく』を襲おうとする。武士はともかく、現代にも住職はいるはずだが、彼らが襲われなかったのは『塙田村』という地名がなくなったせいかもしれない。

　よし、と千鳥は決断した。

「若いのの言う通り、丑三つ時に百目鬼へ直接訊いてみよう。みんなで武士の仮装だ。ええっと、今はなんていうんだ？　コ……」

「コスプレ」

　そうそれ、と千鳥は横文字に強い最近の若者の助けに頷く。

「百目鬼が出てこなかったら、それでもいい。試せることがあるならやろう」

　中之条のおかげで、百目鬼は大怪我を負っているはずだ。再び現れても、いつもより遙はるかに仕留めやすくなっている。

「でも、ご隠居はここで大人しくしていてくださいね。先代さま、着物を貸してください。ご隠居の着物だと、みんな入らないので……」

「いいよ。いくらでも汚すといい」

　準備のためにみんなが動き出す。しかし千鳥は特にやることがなく、あとで帯刀の着つけの手伝いが必要になるまで待つことにした。

（……先代さまが、少しだけれどほっとしていた。たしかに、狙われた理由がはっきりしたら、対策を立てやすくなる）

　どうして狙われたのか、子どもの姿だからなのか、守護だからなのか、それとも無む作さく為いなのか。

『着物と刀を持っていると標的になる』が確定したら、先代さまをもっと安心させることができる。

「おれもついていきたいところだが、行けば、襲われた原因がおれ自身なのかどうかが、はっきりしなくなるからなぁ……」

　でもみんなと一緒にいたい。できれば先代さまも連れて行きたい。迷惑にならない方法はないのだろうか……。

「……あ、そうか。いや、しかし、……」

　ふと思いつき、ためらい、悩む。

（まぁ、いいか。うまくやっていますよと先代さまに見せておけば、先代さまの不安をちょっとだけでも解消できるかもしれない）

　そのためなら我が慢まんできる、と千鳥はスマホを袂たもとから取り出した。
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　先代さまから借りた着物を帯たて刀わきに着せる。弓きゆう道どう着ぎのときとは違う、裾の長い着物に袴はかまをはくという手順を、帯刀は物もの珍めずらしそうに見ていた。

「……これ、正しよう絹けんか？」

「おう。夏ならともかく、この時期なら正絹ばかりだぞ。よくわかったな」

　帯おびを締めたときのきゅっという音に、帯刀が反応した。耳がいいと感心する。

「ご隠いん居きよのせいで、正絹の着物の音がわかるように……って、これ汚よごしたら」

　どんな値段だ、クリーニング代は、と帯刀は嫌いやそうな顔をする。

「好きなだけ汚せ。もったいないと残して形見分けになるよりも、使われた方がいい」

　どうせおれはあまり着ないからな、と千ち鳥どりは心の中で続けた。

　先代さまの着物のいくつかはサイズ直しをして自分用に仕立て直してもらったけれど、きっと必要以上に手をつけることはない。あまりにも、先代さまの思い出が詰まりすぎて、触ふれると寂さびしくなってしまう。

「うん、長さも大丈夫だな。二ノ宮だとどうしても足首が出すぎて、愉ゆ快かいな感じになるけれど、おまえさんは格かつ好こうよく着こなせている」

「これにスニーカーなのに、格好よく？」

　見た目を昔の武士に近づけたいということで、帯刀も着物姿になることは決まったが、足元が草ぞう履りや下げ駄ただと狙ねらいを定めるのは無理ということで、譲じよう歩ほ案あんを採用していた。

「当然の話なんだろうが、着つけできるご隠居が妙みような感じだ」

「ははは、現代っ子の感覚だな。でもさすがに女物の着つけをしろと言われても無理だぞ」

「俺の感覚では、着つけは金のかかる習いごと。特に男なら」

「習いごとか、いいな、それ。守しゆ護ごになってから暇ひまだし、先生でも呼んで、いろいろなことを覚えようかなぁ」

　千鳥は和歌が下へ手ただ。香もちょっとぐらいしかわからない。字は汚きたないし、先代さまや他の守護さま方のような雅みやびな嗜みもない。

　和歌をもらってしまったら、得意な勢せ多たに泣きついて、一緒に考えてもらう。

　次は中之条に泣きついて、お手本の字を書いてもらう。

　それで何度も何度も練習して、ようやくひどいと笑われる手紙の完成である。

（うわ、先代さまと違って情けないな、おれは）

　他の守護の方々のように、のんびり趣しゆ味みに生きていけるとは思えない。けれど真ま似ねすることで、もう少し落ち着きのある守護になれるような気もする。足りない威い厳げんも、多少は改善できるかもしれない。

　形から入ってみるのもありだと、新しい手習いのことを考えつつ、帯刀の着物にたすきをかけてやった。すると、帯刀から小さな呟つぶやきがぽろりと零こぼれる。

「……外の学校に行けば？」

　思いがけない言葉に、千鳥の手が止まった。

「外……？」

「専門学校が外にいくらでもあるだろ。今は専門学校がない分野を探す方が難しい」

「学校……」
















　考えたことがなかった。習い事は、家に人を呼ぶものだと思っていた。先代さまがそうだったから、そういうものだと自然に思っていた。

　他の守護も、先生を屋や敷しきに呼んでいるはずだ。神さまがいちいち外に出てお願いしますと頭を下げるようなことをしたら、東しの雲のめがいい顔をしない。

「守護が洋服を着て、毎日のように外へ出て行ったら、東雲さんに叱しかられるよな」

「だろうな。でもご隠居の前ぜん代だい未み聞もんは今さらだろ」

「……そうだな。学校か、そうかぁ」

　行ったことがない未知の場所だ。同じ年ごろの者が同じ教室に入って学ぶ。それはどういう感じなのかな、とはずっと思っていた。

（見た目が若すぎて、みんなは平気で出入りできた大学も、おれは妙みような眼で見られてしまうから……）

　専門学校には、きっといろいろな年ねん齢れいの人がいる。

　千鳥のような高校生にしか見えない顔でも、奇妙に思われないかもしれない。

「本物の専門学校だと中卒可ってところは少ない。でも趣味の暇潰しなら、勉強できるところはたくさんある」

「学校って黒板にチョークなんだろ!?　本物を見てみたい！」

「今はホワイトボードの学校も多いぞ」

「本当か!?　時代が変わるの早すぎないか!?　──『今はサシスセ　昔はいろは　すたらぬ筈はずだよ　恋の道』どころの流れではないんだなぁ」

　だれもが学校に行く時代になって、すごいと思っていた。けれど今はさらに時代が変わり、学校の代名詞である黒板とチョークが消えて、ホワイトボードだ。

　なんだかわくわくする。学校に執しゆう着ちやくはないつもりだったけれど、もしかしたら違ったのかもしれない。







　裾すその長さの具合を訊ききにきた先代の千鳥は、今代の千鳥と帯刀の会話をドア越しに聞き、驚きで固まった。

　学校に行けば？　とあっさり言える現代の守しゆ護ご代だいの感覚が、信じられなかった。

　見た目が普通の人間とは違ったために苦労してきた己おのれの小さな守護代が、新たな守護代のたった一言をきっかけに、外に出て学校に通おうとしている。

（──……そうか、時代は変わっているんだ）

　百どう目め鬼きの話も、きっかけは今代の千鳥の疑問からだったらしいが、それを信じて今時の感性で考えてくれたのは帯刀だと言っていた。

　百目鬼という鬼おにに対して、今の人間は伝説の百目鬼と違うイメージを持っている。

　他にも、今代の千鳥が襲おそわれたのは、洋服を着ていなかったからなんて、考えることすらしなかった。

（小さいのだけが百目鬼に襲われたのは、『本物』だからかもしれないと心配したけれど、違うのかもしれない）

『普通の守護とは違うから』ではなく『和服だったから』というだけの可能性が出てきた。それは自分への救いだった。ここにきて突然わき出てきた不安が、もう一度収まってくれるかもしれない。

「先代さま？　どうかしましたか？」

　扉とびらの前でぼんやりと立っていると、通りかかった柏かしわに声をかけられる。

「……部屋に戻ろうと思ったところだよ」

　なんとなく、楽しそうに未来のことを話す二人の邪じや魔まをしたくなかった。自分が入ってしまえば、彼らは未来のない自分を気遣ってそういう話をしなくなるだろう。

「柏、若い子……帯刀くんは、どんな子？　入れ違いになったから、一度しか話せなかったし、この間はそれどころではなかったから」

　先代の千鳥が守護を辞やめようと決意するきっかけになったのは、帯刀の言葉だった。

　当時はまだ守護代だった今代の千鳥が、四百年ずっと恩返しを続けていることを帯刀に教えられ、義理や義務にとらわれない人生を送ってほしいと強く願ったのだ。

　守護を引退してからも、祈るような気持ちでいた。小さき千鳥のやりたいことが見つかってほしい。四百年縛しばり続けられて狭せまくなってしまった視界を広げてほしい。できることなら、それを見届けてから死にたい。

（幸いなことに、私の祈りは届いてくれた。小さいのが手紙にこれからどうしたいのかを書いてくれた）

　今代の千鳥らしい夢だった。みんなと向き合いたいという願いを見て、ほっとしたのだ。

　きっと、その願いを引き出したのは、あの若い子なんだろう。傍そばにいたら、自然に納得できてしまった。

「帯刀はとても情が厚くて優しい子です。クールなので誤解されやすいですが、みんなともうまくやっています」

「彼は期間限定の守護代という話だったけれど、今は違う……のかな？」

　近くで帯刀を見ていれば、期間限定にしては今代の千鳥を慕したいすぎている気がした。

　彼らが進路で揉もめている話は中之条から聞いたので、手紙の報告のときから事情が変わっているのかもしれない。

「おにいさんと違って、帯刀はしっかり考える子なので、夢だった大学での勉強を終えたら守護代になりたいと言ってくれました」

「夢が『大学での勉強』？」

「帯刀は両親がいなくて施し設せつ育ちだったので、学費に苦労していました。『普通の家庭で育ったら当たり前に得られる大学進学』がほしかったそうです」

　その話はたしかに今代の千鳥からも聞いていた。

　視みることができる若者がいる。彼に学費を稼かせがせるためにアルバイトで守護代をやらせてみたい。

　そう言われ、いいよと許可を出したのだ。

　人手不足なため、心変わりして本当の守護代になってくれたら、それはそれで助かるぐらいのつもりでいたが、どうやら嬉うれしい未来が訪れるようだ。

「元守護としてはありがたいけれど、若い子に大学卒業後の夢はなかったのかな？」

「帯刀はなんでもできるけれど、突出した特技がありません。だから特になりたいと思う職業がなかったそうです。器用すぎるせいかもしれませんね」

　器用で、特になりたいと思うものがなかった。

　これだけ聞くと、今代の千鳥にそっくりだ。でも二人は違う。

「柏は、若い子に残ってほしい？」

「はい。さっきのように、いい刺し激げきをもらえますから。経験ばかりある老人だけでは、新しい発想は難しいですからね」

　積み重ねた経験からおかしいぞ、と気づけても、続きが出てこない。

　でも若い帯刀は別の切り口から物を見て、突破口を開いてくれる。

「……そうか」

　先代の千鳥は、優しげに微笑ほほえんだ。あの楽しそうな声を聞けば、自分の答えも出てくる。ようやく、気持ちが穏おだやかになりつつあった。







　みんなが準備を終えて、あと少しで出発というときに、先代の千鳥は帯刀を呼びとめた。

「帯刀、少しいい？」

　先代の千鳥は、初めて帯刀を名前で呼んだ。今まで『若い子』と呼んでいたけれど、なぜかみんなと同じように呼びたくなったのだ。

「小さいのと、仲よくできている？」

　帯刀は、なに言っているんだという怪け訝げんそうな眼を向けてくる。

　最近の若い子は意思表示がはっきりしていると聞いていたけれど、本当のようだ。

「……それ、四百歳に使う言葉か？」

　親が幼おさない子の友だちに使うような言葉になっていることを、指摘されて気づいた。

　今代の千鳥には、うっかりするとつい昔のような接し方をしてしまう。気をつけなければと誤ご魔ま化かすように笑ったら、帯刀がため息をついた。

「俺の仲よくと先代サマの仲よくの定義は、多分違うだろ」

「帯刀の基準だとどう？」

「仲は悪くない」

　ならばきっと仲よくしているのだろう。言葉の気安さから、そう思えた。

「話はそれだけか？」

「いや、もう少しある。……年よりになって、死が近くなると、いろいろどうでもいいことを考えるんだ。私もそうだったみたいでね」

「その話、長くなるのか？」

「私の定義では『短い』よ」

　先ほどの言葉を使わせてもらうと、帯刀は黙だまりこんでしまった。

　今代の千鳥や柏なら反はん撃げきしてくるところだが、やはり若い分、帯刀は素す直なおだ。

「なんでこんなに長生きしたんだろうと、いつからか考えるようになった。ここまで生きたことに、意味がほしくなったのかもしれない。守護になったことを後こう悔かいしないように」

「毎日やることがあって、それをこなしていたら時間が経たった、でよくないか？」

「私も昔はそう思っていた。意味がないことをよしとできるのは、若いからかもしれない」

　帯刀の今持っている感性を大事にしてほしい。そう告げると、ああそうという淡たん々たんとした返事をもらえた。

「私が長生きした意味は一つではない。守護代のみんなと出会ったこと、傍で成長を見守れたこと、一緒に過ごせたこと、他の守護と友人になったこと……いろいろあるんだ」

　それからもう一つ、と呟く。

「小さいのと帯刀が出会うまで、小さいのをこちらの世界に引き留める役目が、私にはあったのかもしれない」

「引き留める？」

「今でこそ小さいのは心からの笑顔を見せてくれるけれど、昔は違った。初はつ瀬せのところの世話焼きな逢おお束つかくんは知っている？　彼に訊きいてごらん、小さいのを『眼は笑ってないのに顔は笑っていて気味が悪い』とよく心配していたから」

　内容だけなら完全に暴ぼう言げんだが、そのときの逢束の声を聞けば、本気で気にかけていたことがわかるのだろう。

「小さいのは恩おん返がえしが終わっていない、そう思ってずっと残ってくれた。私と守護代の子たちがいたから、小さいのは守護代を続けられた。だから帯刀とも出会えた」

「先代サマにとって、出会わせた意味があるとでも？」

「親代わりのつもりだったからね。小さいのをずっと心配していた。あの子は、辛くても絶対に辛いと言わないから。……あの子は帯刀がいるから、ようやく『普通の人間だったら当たり前に手に入れられたもの』が自分も手に入ることを知った。やっと、自分が幸せになることを追い求めてくれる」

　普通だったら当たり前に手に入れられたもの、それは帯刀にとって大学進学だ。

　同じように、今代の千鳥にも普通の色を持っていたら簡単に手に入ったものがあった。

　互いが互いの幸せに気づかせる、二人は出会わなければならなかった関係なのだろう。

「年よりの戯ざれ言ごとだと思ってくれてもいいよ。引き合わせることができてよかったと勝手に思っただけだから」

「……好きにしろよ」

　そうさせてもらうと笑ってから、あともう一つ、年よりの戯れ言を口にした。

「実は、小さいのが鬼の子なんだよって言ったら、どうする？」

「別になにも思わない」

「そう？　なら……実は『本物の神さま』なんだよって言ったら？」

「だからなにって話だ」

　帯刀の言葉には、うそ偽いつわりのない正直な気持ちがこめられていた。

「言っておくが、先代サマも守護とか言われている人たちも、本物の神さまらしい東雲サマも、ご隠居も柏さんたちも、俺にとっては全部うさんくさい。今になって鬼だとか神さまだとか言われても、評価は変わらない」

　帯刀が現代の感覚でみんなをどう思っているのかを、はっきり宣せん言げんしてくれた。

（うさんくさくても、守護代を続けて小さいのと一緒にいたいと思ってくれたんだね）

　鬼に狙ねらわれる意味だとか、本物だとか、そんな心配はしなくてよかったのだ。初瀬の言う通り、今代の千鳥がなんであろうと、みんなの気持ちは変わらない。

　──最後の最後で、そのことを知ることができてよかった。ようやく安心できた。

「……帯刀がいてくれてよかった」

　帯刀だけではない。柏たちもみんな、今代の千鳥を大事に思っている。真実を知っても、彼らの絆きずなは揺ゆらがない。

　みんな代替わりのときに守護代を辞めず、今代の千鳥についていくと決めた。自分で今の道を選んだのだ。

「気をつけて行っておいで。怪我のないようにね」

「あんた、あれだけ強いのに行かないのか？」

「全員で行って全員が死んだら、百目鬼の後始末をする人がいなくなるからね。だれかは残らないと」

　なにかあったら一人でもどうにかすることを帯刀に告げれば、なんともいえない表情をされた。気に障さわることを言ってしまったのかなと首を傾かしげる。

　帯刀は呆あきれた顔をしながらも、それ以上はなにも言わなかった。代わりに、小さな挨あい拶さつをくれる。

「……行ってきます」

　手を振って送り出した。彼らが帰ってくるまで起きていようと思っていたのだけれど、猛もう烈れつな眠気に襲われて慌てて壁に手をつく。

「あと少しだけだから……」

　どうかと眠気を振り払う。おそらく、残り少ない。かなり眠い。でもまだ起きていられるのは、守護の力がわずかに残っているからだろう。







　千鳥は頼んだものが届いたことを電話で東雲に報告し、丁てい寧ねいな礼を言った。電話を切ったあと、急いで先代の千鳥の部屋に向かう。

　ノックをして入り、駆かけよって先代さまの手をとった。

「先代さま、おれたちも行きましょう！」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする先代さまに、袂たもとから霊れい符ふでつくった折おり鶴づるを取り出してみせた。

「きちんと安全のための準備はしましたよ。なにもせずに百目鬼を見に行けば一ノ宮が怒るし、先代さまも心配するでしょうから、東雲さんに霊れい鳥ちようをお借りしました。これに乗って、空から眺ながめるだけなら危険は少ないです」

「え？　……東雲、って……」

　驚く先代さまに、してやったりという笑顔を向ける。

「先代さまにも、新しい関東の守護代たちの仕事を見てほしいんです。おれがいないことで、みんな今まで以上に自分で考えるようになりました。少し寂さびしいけれど、でもとても頼もしいです。だから、貴方あなたにもこの気持ちをわかってほしい」

　柏たちの仕事ぶりを見たら、不安なんて吹き飛ぶ。大丈夫だと思えるようになる。

　そのために先代さまをみんなの仕事場へ連れて行きたかった。

「東雲さんには、おれから京きよう都と行きの話を丁てい重ちように断っておきました。でも一泊二日ぐらいなら考えてもいいかなって。今は百目鬼の騒そう動どうで忙しくて無理だけれど、ちょっと手を貸してもらえたら、無事に解決できて関東を離れられるかな～って言ったら、すぐに霊鳥を貸してくれました」

　使えるものがあるのなら、遠えん慮りよなく使う。千鳥はそういう主義だ。

　東雲が自分に甘いことを千鳥自身も知っているため、今回はずるいと思いながらも、一泊二日の京都旅行をちらつかせて助けてもらった。

（顔見りや苦労を　忘れるような　人がありやこそ　苦労する、という神さまだけれどな、東雲さんは。でも寂しい方だ。おれも今ならその気持ちがわかる）

　同じ神さまが泊とまりにきてくれたら、嬉しいだろう。その寂しさを利用したことを申し訳なく思うが、その分しっかり京都で遊んで、東雲の寂しさを慰なぐさめたい。

「……ずいぶんと、したたかになったね」

「おれはもう四百歳ですから。泣いている子どもではないんです」

　先代さまにとって四百歳とは、まだ子どもに思えるのかもしれない。

　でも成長していることをわかってほしかった。

「そうか、もう四百年か……小さいのとは、本当に長い間、一緒にいたんだね」

　先代さまは嬉しそうに眼を細める。そしてゆっくり頷うなずいてくれた。

「行こう、小さいの。久しぶりに、みんなの仕事を見てみたい」

「はい！」

　千鳥は外に出て、鶴の形の霊符にふっと息を吹きこむ。それはたちまち青白く美しい大きな鳥になり、羽を広げた。

　霊鳥の背に先代さまと乗り、行き先を示す。東雲に頼んで、霊鳥の周りに他の人から見えなくなるような術もかけてもらった。だから目立つ着物姿のままでも構わない。気持ちよく自由に夜空を飛んで、山に向かう。

「……いた」

　腰こしに刀を佩はいた着物姿の中之条が、真夜中の遊歩道を一人で歩いている。すでに勢多の人払いの結界が張られているせいか、周囲に観光客の気配はない。

「そろそろ丑うし三みつ時どきですね」

　袂から時計を取り出し、時刻を確認する。百目鬼が現れる条件は揃そろえた。

　百目鬼はくるのか、それとも本当に消えたのか。

　呼吸の音さえも押し殺しながら周囲を見ていたとき、ふいに濃くなる影があった。

（──百目鬼か!?）

　柏に伝えたくて、どこかにいるはずの弟分の姿を捜す。けれどすぐに思い直した。

「小さいの、柏に……」

「大丈夫です。一いちノの宮みやならおれより先に気づいています。もう指示が出されているはず」

　指示を出す柏が、だれよりも気配に敏さとい。だからいつでも先手をとれる。みんなが余裕を持って行動できる。

　なんでも器用にこなしていた千鳥が一ノ宮だったときとは、また違った形にまとまりつつあるところを、何度も見てきた。

（中之条も気づいたみたいだな。影だけでは百目鬼と言いきれないが、敵意を持った『なにか』がすぐ傍にいることを）

　千鳥は正体を見極めるために、眼を細めて濃くなった影をじっと見つめた。

　するとそれは動いた。

　灯あかりのない山道は、一メートル先すらも見えない。けれど中之条は気配を頼りに抜刀し、そのまま斬きりつける。

　嫌いやな音を立てて、刀となにかが嚙み合った。
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「……鬼だ」

　先代さまの呟つぶやきに、千鳥も頷いた。暗いせいで、中之条を襲った『なにか』の形ぐらいしかわからない。なにかは、大きい体で、角つのを生はやしている。爪つめが長い。

　もっと近くで、いやもっと明るければ、と思ったとき、鬼を囲むようにして狐きつね火びが七つ現れた。──きっと柏だ。

　明るくなったおかげで、鬼の正体がはっきりする。

　全身に無数の眼をつけて、体の所々に黒い炎をくすぶらせているのは『百目鬼』だ。

「百目鬼の復活までが、人々の言葉や思いか……！」

　だとしたら、ここからが勝負だ。でも勝機がないわけではない。

（百目鬼伝説にはいろいろな種類がある。けれど人が百目鬼に負けたものはない）

　言葉には力が宿る。それを信じて、千鳥は祈るように呟いた。

「百目鬼の弱点は、光る目だ……！　若いのなら、この暗さでも……！」

　柏もわかっている。だからこそ百目鬼の正体が明らかになったあとは、狐火を消した。帯刀に弱点の光を間違えさせないための配はい慮りよだ。柏は代わりに管くだ狐ぎつねを使い、中之条と連れん携けいをとり、百目鬼を足止めする。

　昼間にあれだけの大怪我を負わされた百目鬼からは、素早さが消えていた。

　百目鬼は、管狐の速さに翻ほん弄ろうされ、手で追い払おうとしてもうまくいかない。空から振ぶりした隙すきを狙ねらって、中之条に斬りかかられる。中之条の攻撃を受けとめて反撃したら、今度は管狐に死角から襲われる──……。
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「いい連携だ」

　感心して思わず呟くと、先代さまも同意してくれた。

「近接戦の中之条を、柏がうまく援えん護ごしている。こういう風に二人は戦うんだね」

　互いが互いの実力を正確に知っているからこそできる連携だ。

　でも、柏と中之条は仕事が常に一緒というわけではない。とっさの打ち合わせでここまでうまく合わせることができたのはなぜだろうか。明るい昼間ならともかく、今は真まっ暗くら闇やみだ。

（……ああ、そうか。だから最近の二人はよく話をしていたのか）

　連携の練習の時間がとれないのなら、代わりに言葉を使う。相そう互ご理解を深めることを大事にしてきた結果が、これだ。

　それは柏と中之条だけではない。勢多も帯刀も、協力し合うことでより力が発はつ揮きできるよう、様々なことに取り組んでいる。

「さぁ、ここからどうする気だ？」

　百目鬼の弱点は光る目だ。しかし今、百目鬼は光る目を閉じることによって、弱点を隠している。

　柏なら、どうやって光る目を暴あばくのだろうか。

（暗闇、狐火を消した……勢多がまだ手を出さずに待たい機きしている、帯刀も同じ）

　手を出さないでいる守護代の能力から、一つだけ可能なものを思いつく。慌あわてて霊鳥の方向を変えた。

「先代さま！　眼を！」

　覆おおって、と警けい告こくを発したとき、勢多の大量の式神が百目鬼を取り囲む。あの量は百を軽く超えている。多くの式神を操あやつれば、逆に一つ一つの能力は落ちるが、今はそれでもいい。

（くる……！）

　千鳥は急ぎ百目鬼から顔を背ける。すると突然視界が白く染そまった。これだけの距離があって、眼を閉じてさらに袖で覆っても、眩まぶしく感じる。
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　百目鬼を取り囲む勢多の式神たちが、強きよう烈れつな光を放って百目鬼の目を潰つぶしたのだ。

　痛いと感じるほどの強い光が収まると、百目鬼はうめきながら逃げようとした。目がくらんでいる状態で戦うのは、不利と判断したのだ。

　でも中之条と柏がそれを逃がすはずがない。距離をとろうとする百目鬼を挟み、退路を断たつ。

　──この瞬しゆん間かんをつくるために、みんなが連携していた。

　百目鬼の弱点の目が、ついに開く。赤あか錆さび色いろに鈍にぶく光る目が現れ、瞬またたいた。

「先代さま、見てください。おれが連れてきた、自じ慢まんの新しい守護代を」

　闇夜を切り裂さく音が聞こえた気がした。

　毎朝のように聞いていたおかげで、耳に馴な染じんだ気持ちのいい音。

　帯刀の手によって放たれた矢は、まっすぐに飛んで百目鬼の赤錆色に輝く目を貫つらぬく。夜空には百目鬼の苦しみの雄お叫たけびが響ひびいた。
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「やったか!?」

　千鳥は霊鳥を地に下ろし、再び黒い炎をまといながら苦しむ百目鬼と、それを取り囲む守護代たちに声をかけた。

　すると帯刀が振り返って、今から、とスマホを傍そばに置いて操そう作さする。

「お経……？」

　スマホをスピーカー代わりに、読ど経きようを流し始めた。

　できるだけ伝説に合わせることで、百目鬼の復活をここで断ち切るつもりらしい。坊ぼう主ず役がスマホだが、果たしてうまくいくのだろうか。

「あっ……」

　こんなもので大丈夫なのかと見ていれば、百目鬼の体から、蛍ほたるのような光が次々に放たれていく。そのたびに、百目鬼の体の輪りん郭かくがぼんやりしていった。

　神かん田だ明みよう神じんで平たいらの将まさ門かどのようなものを解放したときと同じ光景だ。みんなも気づいたのだろう。ほっとした顔で、人々の言葉や思いのかたまりが崩れ、空へ還かえっていく様子を見守る。

「七百年分の、人の言葉と思いか……」

　先代さまが小さな光に手を伸ばす。ここまで形がしっかりしているものは初めてだと感心したように呟いた。

　いつからか百目鬼への言葉と思いが集まり、形になり始め、あちらの世界に留まらずにこちらの世界にまで干かん渉しようできるようになった。それは一カ月ほど前から、宇う都つの宮みや市しに留まらず、足を使ってうろうろするようになった。条件に合う人間を襲うようになった。

　次からは神田明神のように、定期的な処理をすべきだ。今回は人への被害がなく終わってよかった。

「よし、警けい戒かいはしつつ、朝になったらまた様子を見にこよう。ここまできれいに散ったのなら、すぐに集まるということはないだろうが、一応な」

「あ、しきるのをやめてください」

　千鳥がついついいつもの癖くせでみんなに指示を出すと、柏に嫌いやそうな顔をされる。

「悪い悪い。ならおれは先代さまと先に……」

　霊鳥に乗ってペンションに帰るから、と言おうとしたら、遠くでサイレンが響いていることに気づいた。

　三つの種類のサイレンは、消しよう防ぼう車しやと、救急車と、パトカーだ。

　あちこちから近づいてきている。なにかあったのだろうかと考えて、はっとする。

「三さんノの宮みやの結界……！」

「残念なことに、勢多は途中から式神の制せい御ぎよで手いっぱいで、結界を張っていません」

　柏は重々しく頷く。

　先ほどまでの様子を千鳥は頭の中で思い浮かべた。

　山の中で眩しい光が見えた。不気味な叫さけび声が聞こえた。

　事情を知らない人々は、式神の光や百目鬼の遠吠えという正解に辿たどりつけない。警察や消防に通報して、自分たちに理解できたことを伝えるだけだ。

　例えば、山の中で爆ばく発はつした。山の中で異様な音が聞こえた。火事が起きた。

　善ぜん意いの情報が多数よせられれば、当然こういう結果になるわけで……。

「柏さんが和服を着なかったのは、もしかしてわかっていて？」

　十一月の夜に和装姿で寒い思いをした帯刀は、いつもの姿の柏に尋たずねた。

「コスプレ姿で各方面に謝罪を入れるのは、さすがにどうかと。あとは僕がやっておくので、先に帰っていてください。できる限り急ぎでお願いします」

　この時間なら朝刊に載るということはないだろうが、念のため。

　しかし今はネットニュースがすぐ流れる時代なので、コスプレ集団が那な須すで爆発を引き起こしたという間違っていないことを報道されたら、東雲からお叱しかりをもらってしまう。

　千鳥は柏にあとを任せ、先代さまと霊鳥に乗って、慌てて空に舞い上がった。

「先代さま、無事に百目鬼事件が解決しましたよ。最後はちょっと……各方面に迷めい惑わくをかけてしまいましたが……」

「小さいのが一ノ宮だったころも同じだ。いつものことだよ」

　反論が一切できず、その通りですと小さくなるしかない。

「それだけ仕事をがんばっているということだ。……うん、久しぶりにみんなの戦う姿を直接見ることができた。小さいのの守護代たちは、本当に頼もしい」

　先代さまの言葉はお世せ辞じではなく、本心からのものだと伝わってきて千鳥は喜ぶ。

　認めてもらえて嬉うれしい。代替わりの直後に、いろいろあって守護としての自信がなくなっていたからこそ、『頼もしい』の一言がじわりと胸むねにしみた。

「帯刀の成長も楽しみだね。彼はいい腕うでをしている。ためらわずに弓を引く度ど胸きようもすばらしかった」

「はい！」

　みんなの成長を、そして新しい守護代の力を、見てほしかった。

　願いは叶った。それどころか、先代さまも感心してくれた。

（間に合った……気がする。これでようやく先代さまを静かに送り出せる）

　東雲の霊鳥をペンションの庭に降ろし、首をぽんぽんと叩たたいてお疲れさんと労ねぎらえば、霊符に戻った。それを袂にしまって、ペンションの鍵かぎを開けて中に入る。みんなが帰ってきたときに寒い思いをしないよう、急いで暖だん房ぼうをつけた。

「ああ、もうこんな時間だね。小さいのはそろそろ寝なさい。あとは私がやっておくから」

「そんなにひ弱ではありません。先代さまこそ、先に休んでいてください。貴方あなたが休まないと、みんなが休めません」

「……それを言われると、困る。ならみんなが帰ってきたら休むから、それまでは」

　千鳥がお茶の準備を始めれば、先代さまがカップを出してくれた。

　静かな部屋の中に、ポットの音だけが妙みように響ひびく。

「今日は夢も見ないほど深く眠れそうだ」

　あたたかなカップを抱かかえた先代さまが、穏やかな顔で言う。

　けれど千鳥の心はざわめいてしまった。

「そう……ですか。……ならよかったです」

　先代さまは百目鬼の一件が片づいてほっとしたと言いたかったのだろう。

　でも、間近に迫せまる最さい期ごを予告されたような気がして、千鳥は胃に冷たいものが落ちてきたときのような感覚を味わう。

　──覚かく悟ごはしている。この先のことをすべて受け入れ、受けとめたい。

　気を引きしめて『いつも通り』の自分を保った。先代さまはきっと、何気ない日常の中で、眠るように最期を迎えたいと思っているはずだから。










　中国地方の〈守護〉初はつ瀬せは、屋や敷しきに夜遅く帰ってきた逢おお束つかを出で迎むかえた。報告はお風呂から上がってからでいいと言って部屋で待っていたら、なにかの気配を感じてとっさに雷らい切きりを呼び出す。いつでも斬りつけられるよう準備をしていたら、気配は人の姿になった。

「……東雲さん、深夜の訪ほう問もんは非常識ですよ」

「すまんな」

　この方かとがっくり肩かたを落とし、雷切を手放した。こんな夜よ更ふけになんの用だろうか。

「緊きん急きゆうの会議ですか？」

「ちゃう。今から那須に行くで」

「は？　那須!?」

　手を摑つかまれて引っぱられる。するとずるりとなにかから抜け出した感覚があった。

　あれ？　と思っているうちに、なぜか身体からだが宙に浮いている。いや、浮いているのは身体ではなく……魂たましいだ。

「……うわぁ」

　魂だけを身体から抜かれた。見下ろせば自分の身体が畳たたみに崩れ落ちている。

　そして運悪く、逢束が部屋に入ってきてしまった。

「東雲さん、早く戻してくださいね。このままだと私は救急車で病院に連れて行かれて、死し亡ぼう宣せん告こくをされてしまいます」

　初瀬さま！　と必死の形ぎよう相そうで逢束が呼びかけていた。それだけではなく、だれかと人を呼びに行ってしまう。

　これは大事になったぞと頭が痛い。あとで絶対なぜか自分が逢束から叱られる。

「魂だけを抜いたから、心しん臓ぞうは動いとる。問題はあらへん。まあ、魂を身体から長いこと離しといたら、そのうち止まるやろけどな」

　なんというおそろしいことをしてくれたのか。げんなりしながら、東雲に引っぱられるまま進む。なんだかよくわからない空間を通り抜けると、真っ暗な山の上に出てきた。

　東雲は周囲を見て、向こうだと浮いたまま移動する。

「ここや。夜分遅うに、失礼する」

「あのですねぇ、言えばいいってものでもありませんからね」

　玄げん関かんに降り立つが、魂なのでそのままドアを通り抜ける。こんな時間なので、このペンションの住人は寝ていて、灯あかりはついていなかった。

　初瀬は迷わず進む東雲に倣ならって、廊ろう下かを歩いていく。とあるドアの前で立ちどまった東雲は、振り返りもせずに行くぞと勝手に部屋へ入っていった。

「……先代の、千鳥くん!?」

　思わず声を上げてしまった初瀬は、慌てて自分の手で口を塞ふさぐ。

「構へん。俺らの声は聞こえとらん」

　ベッドで寝ているのは、先代の千鳥だった。ついこの間、電話で話したばかりの彼の寝顔は穏やかで、せめて寝ている間は……と願ってしまう。

「初瀬の、せんだっては俺に内緒で、えろう楽しそうなことをしとったな」

「いやいや、ただの神社へのお参りです。本当ですよ」

「うさんくさいにおいもつけてきているしな。それは俺の嫌きらいなにおいや」

　見て見ぬふりをしてくれる気はなかったらしい。神社で東雲に内ない緒しよの話を先代の千鳥としたことや、カラスさまという本物の神さまと話したことに、釘くぎを刺さされた。

　おお怖いと思いながら、へらへら笑っておく。

「先代の千鳥くんになにか用だったんですか？」

「用というもんはない。そやけど長いこと、同じ守護の務つとめを果たしてきた相手や。静かな余生を望んどったが、ここのところ百目鬼騒そう動どうで落ち着けんかったようやしな。……あと半日ほど、力を分けてやる」

　東雲の指が、先代の千鳥の額ひたいに触れる。

　直接的な表現ではなかったけれど、初瀬は東雲がなにをしたのかをなんとなく察した。

（寂しくなるね……。別れは何度味わっても慣れない）

　しんみりした気分になっていれば、東雲は用はすんだとばかりにさっさと歩いて行ってしまう。

　取り残されると大変なことになるので、初瀬は慌てて追いかけた。

　外に出ると思っていたが、東雲はなぜか階段を上っていく。そしてまた別のドアを通り抜けていった。

「あの～こういうのは、えーっと、そう、プライバシーの侵しん害がいっていう……」

　勝手に寝顔を見るのはよくないと初瀬はたしなめたのだが、東雲は気にすることなくベッドで眠るだれかの顔を見下ろした。

　それはお人形のようにかわいらしい、新たに加わった自分の仲間で……。

「今代の千鳥くんはゆっくり眠っていますし、そっとしておきましょう！」

　彼には、こちらの声は聞こえないし、おそらく姿も見えない。

　しかし初瀬はいけませんと東雲の肩かたを押した。もしかして時々こうやって夢ゆめ枕まくらに立っているのだろうか。頼むからやめてほしい。

「貸したもんの回収をするだけや。用があらへんなら、ここまでくるわけないやろ」

「……あ、そうだったんですか」

　枕元に置かれていた折り鶴を、東雲は指で撫なでる。すると折り鶴は鳥の姿になり、窓を通り抜けて飛んでいった。あれは東雲の霊鳥だ。大好きな今代の千鳥に事情があって貸していたのだろう。

「それで、私をここまで連れてきた理由は？」

　今までの用事というものに、初瀬自身はまったく関係なかった。気まぐれにつきあわされただけかなとため息をつく。

「なに、礼を言ゆうとこと思てな。……お前たち守護は、俺のことを可か哀わい想そうやと、せんど同情してくれたやろ？」

「え～？　そうでしたっけ？」

　その通りだが、とぼけておく。肯こう定ていすると面倒事になりそうな気配を察した。

「俺もかつては守護の言霊で『仲間の魂』をこさえようとしたが、一人では力が足らんで断念した。神の魂は、男神と女神の婚こん姻いんによってか、もしくは必要があって自然に力が集まるかの、どちらかによって生まれると決まっとるようやしな」

　東雲の『神の魂』の説明を聞き、そうだろうなと納得した。

　人の言葉や思いが集まった『なにか』に魂は生まれない。同じように、神さまの言葉や思いを集めた『神さまのようななにか』はできても、その魂はつくれなかったのだろう。

「一度は俺も諦めた。やけど、神の力を持つ守護が『もう一人くらい本物の神さまがいたらいいのに』と言葉にしたり思うたりした。……人の言葉や思いは力を持つ、積み重ねたら形にもなりよる。そやったら、神の言葉や思いが積み重なれば、どうなるんやろなあ」

　東雲の憎にくたらしいほど美しい微笑ほほえみに、初瀬は冷ひや汗をかいた。

　まさかと想像したことを必死に否ひ定ていする。だって、それは、つまり……。

「自然に生まれるのを待っとったから、時間はえろうかかった。そやけど、これは俺や守護らの言葉や思いによって、俺のために生まれた。なんでか、強固な言霊で自分や俺を騙だましてくれたけどな」

　──きっと、東雲と守護の願いは、叶ったのだ。

　そして生まれたのは、東雲の寂しさを慰なぐさめる神さまだ。

（うわぁ……いや、でも、本当に叶えている。千鳥くんは私たちにとても心配をかけてくれて……眼が離せなくて……寂しいなんて思うはずがない）

　今代の千鳥は、それはもうかわいいだろう。霊鳥をあっさり貸してしまえるぐらいに。

「……手元に置いておく気はないんですか？」

「この国は、俺の庭や。庭で楽しそうに遊んどる鳥の邪じや魔まをする気はあらへん」

　つまりもう手元という感覚らしい。さすがは本物の神さまだと嫌な納得をしてしまった。

「それに関東に預けといた方が、言霊は解とけるやろう。実際、もう解け始めとる」

　初瀬は少し前に先代の千鳥へ『言霊が解けても大丈夫』と言いきったけれど、今は違う。解けない方が多分幸せだろうと同情してしまう。




「初瀬の、『どうぞお召めし上がりください』とお供そなえをしてくれて、おおきに」




　責任は自分にもあるのだと東雲から突きつけられ、魂が縮んだ。

　身体に戻れても、多分しばらくはぐったりして動けそうになかった。

























　翌よく朝あさ、中之条と勢多が、帯刀を連れて先にペンションを出発した。

　千鳥と柏は、もう少しだけ残る。どうしようかとみんなに訊く前に、中之条から決まったことのように『残るんでしょう？』と言われ、勢多から『オレたちは先に行きますね』と念押しされ、千鳥は柏と苦笑しながらわかったと頷いた。

　賑にぎやかだったペンションは、三人になった途と端たん、静かになった。

　今日はずっと穏やかな時間が流れている。ゆっくり新聞を読んだり、本をめくったり、庭を歩いたり……先代さまは引退したあと、毎日をこんな風に過ごしていたのだろう。

　仕事の話が一切出ない昼食のあと、柏と二人で食器洗いをしているとき、千鳥は先代さまとの会話にあまり入ってこなかったことについてどうしたんだと尋ねてみた。

　柏は遅くまで説明や謝罪をしていたため、疲れて大人しくなっているのではないかと心配していたのだが、返答は意外なものだった。

「貴方と先代さまの時間を、邪魔したくないんです」

　濡れた皿を拭ふいていた千鳥は、手を止める。

「邪魔って、先代さまもおれも、そんな風に思うわけがないだろう」

「わかっています。なら言い方を変えますね。先代さまには貴方を優先してほしい。僕は先代さまにとって、手のかかる子だったという自覚があります。今まで散々優先してもらえたので、あと残り少ないのなら遠えん慮りよしたいんですよ、さすがに」

「そうかなぁ？　おれも手がかかっていたと思うぞ、いろいろと」

　柏は自じ己こ申しん告こく通り、昔はとても手のかかる子だった。他の地方の守護代を殴なぐって、先代さまと謝りに行ったこともあった。しかし本人はちっとも反はん省せいしていなかった。原因を訊いても絶対に教えてくれない頑固なところに、手を焼いた。

　でも、自分も似たようなものだ。この色のせいで何度も面倒事を引き起こした。それでも嫌な顔一つせず、先代さまはいつだってなにも悪くないと慰めてくれたのだ。

（やっぱりおれも柏並みに手のかかる子だったな……）

　似たようなものだと思っていると、柏が違いますよと言いながら、嫌がらせでお湯の飛ひ沫まつを少しかけてきた。

「貴方は逆に手のかからない子だったから、別の心配をかけていたんです。苦しくても、絶対にその気持ちを教えてくれないから」

「……そうか？」

「そうですよ。辞めたあとのことを口に出すようになった先代さまは、僕を次の守護にするつもりだったようなので、二人で話す機会を充じゆう分ぶんいただきました」

　だから自分を気にせず先代さまに甘えろ、と柏は言う。

　こちらとしては年下にその権利を譲ゆずってやりたかったのだが、頷いてくれなさそうだ。

（頑固だなぁ……。まだ手がかかるぞ、おまえさん）

　食器を片づけ終えると、再び穏やかな時間が戻ってくる。

　午後の日ひ射ざしがたっぷり入る談話室で、千鳥はタブレットを使って専門学校のサイトをあれこれと開いてみた。

　けれどついうとうとし始める。

　昨日きのうは遅かったし、そもそも睡すい眠みん不足気味なのだ。寝ているつもりでも、無意識に記憶を視みていて寝ていなかったときがあって、翌朝に顔色が悪いと指摘されることもあった。

「小さいの……って、ああ、うん、柏に頼もうか」

　ソファーで眠気に負けて丸くなっていると、先代さまが部屋に入ってくる。けれど瞼まぶたが重たくて、すぐに動けなかった。遠くで柏と先代さまの話している声がする。

「柏、ちょっとおつかいに行ってきてほしい。いいかな？」

「わかりました」

「チーズケーキを買ってきて、あと地酒をなにか。仕事が一段落したし、今夜ぐらいはつきあってほしい」

「いいですね、おいしそうなものを買ってきます。あとだれかさんが勝手に食べたおつまみも補ほ充じゆうしておかないと」

　うっと千鳥はうめく。柏もモッツァレラチーズのたまり漬づけに手を出したのに、一人で食べたように言われてしまった。

「行ってきます、すぐ戻りますね」

「気をつけて行っておいで」

　がちゃんと玄関の閉まる音がする。ようやくその辺りで頭がはっきりしてきた。

　身体を起こし、瞼をこすっていると、先代さまが毛布を持って現れる。

「起こしてしまったかな？　もう少し小さい声で話せばよかった」

「大丈夫です！」

　寝ていてもいいと言われたが、首を横に振る。幼い子のように扱あつかわれると、反応に困る。

「今日はあたたかいから、私も少し眠いぐらいだ」

　このソファーは日当たりがいいからと先代さまは言い、隣に座った。

「小さいの、柏のことを頼むね。しっかりしていても、昔に比べてかなり丸くなっても、あの子は元々感情を抑おさえることが苦手だから。小さいのだけはわかってあげて、味方になってほしい。もちろん、他のみんなの味方にも」

「はい」

「帯刀とは仲よくしなさい。小さいのにとって、なくてはならない子だから」

　子どもに言い聞かせるような言葉が続く。ただ静かに、わかりましたと繰くり返した。

「私も昼寝をしようかな。こうも眠いと、会話もままならない。夜には柏と飲もうって約束したから」

「おれはここにいますから、冷ひえてくるころには先代さまを起こしますね」

「そうさせてもらうよ」

　ゆっくりと先代さまの瞼が落ちていく。それを見守ってから、先代さまの手にあった毛布を広げて、膝ひざにかけた。

　眠っている先代さまの隣で、ただ静かに座り続ける。

　外から鳥の鳴き声が聞こえた。車が通る音がときどき聞こえてきて、小さな足音が駆かけていく。

　なにも考えずに、ただ前を見てあるがままの世界を感じていると、玄関から足音が聞こえてきた。それはだんだん大きくなり、ドアの前で立ちどまり、鍵を差しこみ、回す。

　がちゃんという音のあとにドアが開いて、ただいまという柏の声が届いた。

「買ってきましたよ。今日は風がなくて外がずいぶんとあたたかくて……」

　談話室に入ってきた柏が、言葉を止める。

　千鳥は人差し指をそっとくちびるに立てて、わずかに微笑んだ。

「先代さまは『昼寝』をしている。空気が冷たくなったら起こすから……」

　声が震ふるえていないだろうか。きちんと笑えているだろうか。

　頼むから、あと少しだけでいいから、一緒にいさせてほしい。

　まだ、昼寝をしているだけだ。夕方までは、起こさなくてもいいと言っていたから……。
















「……わかりました、またあとで」

　柏は小さな声で言うと、そっと談話室から出てドアを閉める。

（先代さま、長きにわたるお役目、お疲れさまでした）

　胸むねにこみあげてくるものを我が慢まんしながら、何度も瞬まばたきをする。

「おやすみなさい。いつか──……遅くなりそうですが、必ずお傍そばに参ります」

　貴方が与えてくれた新しい人生を、これから送る。

　また会えたとき、その話をたくさんしよう。貴方なら笑って楽しそうに聞いてくれるはずだから。
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　那な須すで必要なことをすませ、葉は山やまに戻ってくると、雨が降り始めた。空が先代さまを悼いたんでいるように思えて、しとしとという静かな音を縁えん側がわでずっと聞いていた。

　らしくなく屋や敷しきで静かにしていたせいだろう。本来ならそれが正しい守しゆ護ごの仕事なのだけれど、みんなに心配をかけてしまったようだ。

　──大丈夫ですか、とみんなの眼が言っている。

　気き遣づかわせていることが申し訳なくて、元気だということを示すため、雨上がりに散歩へ行くことにした。廊ろう下かに出れば、ひんやりとした空気がほおを撫なでていく。

　帯たて刀わきの部屋の前を通ったとき、障しよう子じが開いた。

「どこに行くんだ？」

　羽は織おりまでしっかり着こんだ姿を見て、帯刀は少し驚いた顔をした。

「海でも見ようかと。気分転てん換かんにつきあうか？」

　行かない、という返事を前ぜん提ていに誘ったのだが、帯刀は行くと頷うなずく。

　珍めずらしいこともあるんだなと思ったが、もしかしたら帯刀にも心配をかけているのかもしれないと気づいて、どんな表情をしていいのかわからなかった。

　二人で屋敷を出て、雨上がりの湿しめった道路を歩く。

「これから雨が降るたびに寒くなっていくだろうなぁ……」

　さすがにはしゃぐ気にはなれなくて、冬を迎むかえようとするこの町の姿をぼんやり眺ながめた。

　隣の帯刀は一言も喋しやべらない。元々用がなければ口を開かない男だけれど、今日は特にそんな気がした。

「サーファーも、今日はいないか」

　静かな町ではあるけれど、だからこそサーフィンの穴場として春から秋までは海岸に人がいる。しかし今日は自分と帯刀の貸し切り状態のようだ。

　千鳥は波打ち際ぎわに向かって慎しん重ちように足を運ぶ。高さのある下げ駄たでは砂をしっかりと踏ふみしめることができないため、何度もふらふらした。

「お……っと！」

　バランスをとるために手を泳がせると、帯刀が肩かたを摑つかんでまっすぐ立たせてくれる。どうもと礼を言い、波が足先に触ふれないぎりぎりのところで立ちどまった。

「海には入るなよ」

「こんな気温で水遊びをする気になるわけないだろう」

「どうだろうな」

　完全に信用していませんという声だったので、おいおいと抗こう議ぎしておく。

「いくらなんでも、そこまで子どもっぽくはない」

　もし夏だったら、暑いからという理由でためらわず下駄も足た袋びも脱ぬぎ、海に入っていっただろう。タオルを持ってきていなくても、どうにでもなると笑って。

（ああ、やはり子どもっぽいかな）

　自分に苦笑しつつ、波打ち際からゆっくり視線を上げていく。

「雨上がりだが、快晴にはならなかったな。空気はきれいだが」

　灰色の空と、濁にごった紺こん色いろの海の境さかい目めが、曖あい昧まいだった。遠くの地平線を見て眼を細めれば、左腕を強く摑まれる。

「どうかしたのか？」

　手を離すかどうか、帯刀は迷っているようだった。痛いほどの力は指から抜けていったが、離してはくれない。

「……ご隠いん居きよは子どもじゃないから、入る気がしたんだ」

「うん？」

「子どもみたいに、泣いたりわかりやすく落ちこんだりしないから、逆に気味が悪い」

　ようやくなにを心配されたのかに気づき、言葉に詰まった。

　外に出たのはみんなに大丈夫だと示すため。

　海を見にきたのは、騒さわがしいところへ足を運ぶ気分ではなかったため。

　波打ち際に立ったのは、波のうちつける音が心地ここちよかったため。

　特に意図のない行動だったけれど、やけになってしまうのではと不安にさせてしまったらしい。

「みんな辛いときに、最年長のおれが年下から心配されてどうするんだ」

　明るく言い放つと、帯刀は違うと否ひ定ていした。

「ご隠居が、悲しまないと……」

　珍めずらしく言葉を探し、口にすることをためらう。

　黙だまって待っていると、腕を摑んでいる帯刀の手に、少し力がこめられた。

「先代サマと一番つきあいの長かったご隠居が我が慢まんしたら、みんなも我慢する。あんたが堪こらえているんだから、あんたを差し置いて悲しむわけにはいかないって」

　みんな優しいから、と帯刀は小さな声でつけ足す。

「……そういう、ものなのか？」

　返事はなかったけれど、まっすぐな眼がそうだと言った気がした。

　年長者を差し置いて、という感覚は千鳥にもある。けれどそれは礼儀としてすべきことという意味が強い。でも今やっと、優しさから生まれるものもあるということを知った気がした。

　屋敷に、そして仕事であちこちに行っている守護代たちの顔を思い浮かべ、うんと頷うなずく。

「そうか、みんなに我慢させてしまっていたか」

　自分ぐらいはいつも通りでいようと思った。でないと、年下の守護代たちを慰なぐさめることはできないと。

　でもきっと、彼らはそういう一方的な優しさは受けとめたくないのだろう。年下とはいえ、とっくの昔に大人になったのだから。

「おれはな、先代さまと四百年以上も一緒にいたんだ。おかげで心残りなんてものはない。それどころかたくさんの思い出がある。だから悲しくはないんだ」

　左腕を摑む帯刀の手に、自分の右手を重ねる。今は年上だからとか守護だからとかは関係なく、噓うそ偽いつわりのない気持ちを伝えたかった。

「本当に悲しくはない。でも……寂さびしいな」

　自分の言葉に、うんと首を縦に振る。

「もう先代さまとお話しできないんだ。おれの記き憶おくにただ残るだけなのが、寂しい」

　こんなことを言われても、帯刀は『そうか』以外の言葉は言えない。わかっていたからこそ、今まで黙っていた。受験を控ひかえている年下を困らせたくなかった。

　でも、思っていることを口にすると、寂しさが少し和やわらいだ気がする。

　帯刀の気遣いは、きっと成功したのだろう。

「つまらないことを聞かせてしまったな。忘れてくれ」

「ご隠居はすぐそれだ。今さら格かつ好こうつけてどうする」

「こういうのは大事なんだぞ。威い厳げんは日々の積み重ねだ」

　千鳥は七なな柱はしらの土地神の中で、見た目も年ねん齢れいも最年少であるため、守護の方々から遊ばれてばかりだ。

　守護がそれでは守護代たちも同じような眼で見られるかもしれない。そうならないよう、早急に落ち着きだとか威厳だとかいうものを身につけたい。

「よし、帰ろう。この季節の海風に当たりっぱなしは老体に堪える」

「上着は？」

「そこまで老人扱いしなくていいぞ。帰ったらあたたかいお茶を入れてやろう。守護の方々からもらったお菓か子しがいろいろあるから、好きなものを茶菓子にしろよ」

　ほんの少しだけ足が軽くなった気がして、声も弾はずむ。

　帯刀からの視線も、行きに比べて柔らかいものになっている気がした。

「もらったお菓子はうちで食べきれないからな、お手伝いさんに分けたんだ。数が減っているから、ほしいのがあれば部屋に持ちこんでおけよ。通販で買えないものもあったし」

　雨上がりの砂浜で転ぶと、着物が大変なことになる。千鳥は慎しん重ちように砂浜を歩いて、ようやくコンクリートの道に戻ったとき、ほっと一息つけた。

　一応整えてあると言ってもいい木や花々に囲まれた道を進み、たっぷりと雨の雫しずくをためこんでいる葉に袖を触ふれさせないよう気をつけていると、遠くでなにかが鳴いた。

　気になって足を止めれば、少しうしろを歩いていた帯刀とぶつかる。

「ご隠居？」

「いや、なにか音が……」

　耳を澄すませると、遠くの波の音に紛まぎれて『みぃ』という小さい鳴き声が聞こえた。

　帯刀も聞いたらしく、猫ねこかと呟く。

「若いの、ちょっと探してみよう」

「シロさんじゃないだろう、今のは。子猫っぽい声だった」

「別にシロさんじゃなくてもいいんだ。子猫はかわいいぞ！」

　ちょっと触れたら、そんな気持ちで鳴き声の方に向かう。初夏ごろは探さなくても子猫をよく見かけるが、今の季節は珍しい。

　何色の子だろうかとうきうきしながら声を頼りに近づけば、白いものが茂しげみの中へ入っていくのが見えた。

「白猫だ、かなり小さいな。親猫は近くにいるのか？」

　怖くないぞと優しく声をかけて、茂しげみの中をのぞきこんだ。

　すると、雨にうたれたのか、生後一カ月にも満たない子猫がずぶ濡ぬれで震ふるえている。

「う～ん、この年齢だとまだ親猫と一緒のはずだ。不用意に人のにおいをつけるのは……」

　違うにおいがついた子猫を、親猫は嫌がるかもしれない。しかしこんなに濡れていると、体温が低下して衰すい弱じやくしてしまうので、ハンカチで拭ふいてやりたいが……。

「ご隠居、捨て猫だ。段ボールがある」

　近くに親猫がいないか見ていた帯刀が、指を差す。

　どれどれとのぞきに行くと、雨が降らないところに段ボールが置かれ、中にはぼろぼろのタオルが入れてあった。小さな紙皿も端はしに置いてあったので、ミルクを入れていたのかもしれない。

「なら保ほ護ごしておこう。親猫が守らないのなら、この子はこのままだと死んでしまう」

　震えている子猫を捕つかまえるために茂みに入ろうとしたら、帯刀にとめられた。

「俺がやる。その馬ば鹿か高たかい着物を汚よごすな、濡らすな」

　帯刀は着ているパーカーを脱ぎ、差し出してくる。

　受けとると、濡れるのも汚れるのも気にせず、茂みの中に入り、親を求めて鳴く白い子猫を捕まえた。ためらわずに腕の中に抱え直し、パーカーでくるむ。

「拭いたら獣じゆう医いだな。その前に、おまえさんの牛乳をあたためて飲ませた方がいいかな？」

「猫用じゃないと消化できないはずだ。急ごう」

　ぷるぷると震えながら、帯刀のパーカーに爪を立てている子猫は、薄汚れていた。

　いつから置き去りにされていたのだろうか。手遅れにならないうちに保護できて本当によかった。







　屋敷に戻り、子猫をきれいなタオルで拭いて、段ボールに新聞紙とタオルを敷しいた小さな猫小屋を突とつ貫かん工事でつくる。湯たんぽの代わりに、ぬるま湯を入れたペットボトルをハンカチでくるみ、猫小屋へ入れてやった。

　濡れた服を着替えてきた帯刀は、スマホを見ながら動物病院はどこだと尋ねてくる。

「近くにあるのはバスが通っていないところだ。ちょっと遠いし、タクシーを呼ぼう」

「この動物病院でいいのか？」

「うん、ここでいい」

　スマホに表示された地図に、赤い印しるしがついている。シロさん用の爪切りを買った動物病院はここで間違いない。

　わかったと帯刀は言い、段ボールを抱えた。

「休きゆう診しん日びも……大丈夫そうだな。道案内はできるか？」

「屋敷からならできるぞ。えーっと、電話電話」

　車の運転をできる者が残っていたらよかったのだが、どうやらだれもいないらしい。自転車で行ってもいいが、この着物を脱がないといけないし、帯刀を長時間拘こう束そくするわけにはいかないし……と思っていると、ちゃりんという金属音が聞こえた。

「行くぞ」

「……？　それ、車のキーか？　さっきたしかめてきたが、今は屋敷にだれもいないぞ」

「俺がいる」

「いや、おまえさんは免許を持っていないだろ」

　金がないから自動車教習所は就しゆう職しよくが決まってから、と前に言っていたはずだ。

　しかし帯刀はもう段ボールを持ったまま歩き出してしまい、千鳥は慌てて追いかけた。

「おーい、ちょっと待て！　無免許はまずい！」

「免許なら、この間とってきた」

「え？　そうだったのか？　……って、え!?　免許をとった!?」

　玄関で靴くつにはき替えている帯刀に遅れないよう、千鳥も慌てて下駄をはく。

　手が塞ふさがっている帯刀のためにドアを開け、閉めた。鍵もかけておく。

「おれはそんな話を聞いていないぞ!?」

「言ってない」

「だよなぁ……って、そうじゃなくて！　しばらく自動車学校は無理だって……！」

「守護代になってすぐ、柏さんから仕事に必要だから時間がある今のうちにとれって言われた。経費扱いで全額負ふ担たんするからって」

「なんだって!?」

　守護代は仕事であちこちに出かけなければならない。交通網もうが発達した都内はともかく、関東の僻へき地ちへ行くには車が必要になる。なので、見た目が十八歳以上であれば、免許をとることにしていた。というよりも、免許を持っていないのは自分だけだ。この顔で運転したら、すぐに警けい察さつ官かんに呼びとめられて面倒なことになる。

「みんな知っていたのか……？」

「さぁな」

　駐車場に行けば、車がキーの存在を感知して勝手にドアロックを解かい除じよする。

　千鳥は助手席に回って、帯刀から子猫が入った段ボールを受けとった。シートベルトをつけていると、車の中に見慣れないモニターが設置されていることに気づく。

「カーナビ？　……って、あ！」

　この間、那須に行く前に勢せ多たがカーナビのことを言っていた。

　カーナビを買ってと柏かしわに頼んだのは、帯刀だ。やはりみんな免許のことを知っていたに違いない。

「なんでみんなおれに言わなかったんだ!?」

「こうなることがわかってたから」

「どういう意味だ!?」

「うるさい」

　カーナビを操そう作さして、帯刀は動物病院を目的地として設定する。

　千鳥はうめきながら、段ボールを抱だきしめる手に力をこめた。

「若いのは仲間だと思ってたのに……っ！」

「左側を見てくれ」

「聞いているか!?　おれだって免許がほしかったんだぞ！　せめて原付ぐらいはとろうかなと思ったけれど、警察官に呼びとめられるからやめておけって反対されて……！」

　左側を見て、玄関を出ても大丈夫だと合図する。

　帯刀は慣れた手つきでハンドルを回して、滑なめらかに左へ曲がり、車を加速させた。

「こうなったら、おまえさんが運転席に座ったとき、シートをうしろへずらしたことを、みんなに告げ口してやるからな」

「嫌味を言われて面倒だから、それはやめろ。あと人を乗せて運転するのは初めてだ。ご隠居は大人しくナビだけしてくれ」

「本当か!?　公道の初運転!?　頼むから、子猫のためにも安全運転で……！」

　そういえば柏が車の保険料がどうのこうのと言っていた。あれはいつから適用なのだろうか。事故が起きたら、せめて子猫だけでも守ろう。

（そうかぁ、若いのは車の免許をとったのか。覚えたことがどんどん増えていくんだな）

　免許があれば自分で遠いところまで行ける。みんなと運転を交代することもできる。守護代の仕事の幅を、自分で広げたのだ。

　嬉しいけど、つまらないのもたしかだ。連れて行ってもらうだけの人間が、また自分一人になってしまった。







　病院に行って子猫を診みてもらい、少し衰弱しているけれど大丈夫と言われ、ひとまず安心する。子猫用のほ乳にゆう瓶びんと粉ミルクを買い、交番によってから、帯刀の安全運転で無事に帰ってきた。

「落とし物として子猫を届けるなんて発想、なかったなぁ」

　よしよしと子猫の乾き始めた頭を撫なでつつ、千鳥は獣じゆう医いの助言に改めて驚く。

　万が一心変わりをした元飼かい主ぬしによって、子猫を誘ゆう拐かいされたと言われても犯人にされないようにするため、予防策としての届け出を獣医から勧められたのだ。

「ご隠居、この猫はどうするんだ？　ここで飼うのか？　それとも里親を探すのか？」

「おれが見つけたのもなにかの縁えんだ。ほしいというところがあれば渡すが、そうでなければ屋敷で飼おう」

　千鳥は買ってきた粉ミルクの説明書きを読み、ほ乳瓶に入れてお湯で溶かす。

　零こぼすことを考えてタオルを敷き、ではと膝ひざに猫を乗せようとしたが、帯刀が横からさらっていってしまった。

「俺がやる。こいつ、爪が伸びてる」

「ずるいなぁ、おれもやりたいのに」

　あれ駄目これ駄目、と帯刀に止められて、千鳥はずるいともう一度抗議した。

　明日は猫と遊んでも叱られない着物にしよう。それでも駄目と言うのなら、帯刀のジャージを再び無理やり借りてしまえばいい。

「若いの、子猫の名前を決めていいぞ。おれは愛称で呼ぶことになるけどな」

「ああ……そういえば名前で呼ぶと言こと霊だまがどうとか。ならシロさんも愛称だったのか？」

「シロさんは白い雲くもと書いて……という名前だ。だからシロさん」

　白しら雲くもという立派な名前が、いなくなった白猫にはあった。先代さまも含め、みんな『シロさん』呼びしかしなかったが。

「この子を十八代目シロさんにするか？　実はな、代々屋敷で飼われる猫はなぜか白猫ばかりなんだ。おまけに先代さまも名づけのセンスがちょっと……まあ、単純だったから、毎回『白』がつく名前になさって、結局どの白猫も最終的に『シロさん』だ」

「いや、せめてもう少し……」

　またシロかよ、と思わないでもない帯刀は、見た目から連想できる名前を口にした。

「雪、とか。多分雄おすだろうと言われたから、もう少し男っぽい名前にするか？」

「ゆき……」

　白色から連想された名前候こう補ほに、千鳥は思わず眉み間けんにしわをよせてしまう。

　雪ゆき雄おとか、雪ゆき彦ひことか、男につけることができそうな名前はたくさんある。しかしその場合、愛称は『ユキさん』になるわけで……。

「『雪』はちょっと……なぁ」

「嫌なのか？」

　帯刀が本気で驚いていたので、こちらも驚いた。どうやら、忘れているようだ。
















「たしかにおまえさんには、すぐ『ご隠居』呼びに変えてもらったし、数時間しか呼ぶ機会がなかったから、覚えていないのも仕方ないが……」

　ため息をつきながら言えば、帯刀は少し考えて……あっと眼を見開いた。

　そしてそうだったという顔になり、気まずそうに呟いた。

「……雪は、やめておく」

「そうしてくれ」

　あと十年ぐらい経ったらいいが、今はみんなも混乱するだろう。

「ならもうシロさんでいい。海辺で拾ったから白い波で『白しら波なみ』」

「十八代目のシロさんだな。嫌がらないなら、早速おれの鈴の予備をこの子の首につけておこう。子猫のうちは眼を離したくない」

　帯刀の手元で必死にミルクを飲んでいる十八代目シロさんに就しゆう任にんした子猫は、ようやく満足したのか口を離した。

　濡らしたティッシュで口元と、体も軽く拭いてやる。こうすると大人になったときに食後に毛づくろいをする習慣がつくらしい。

「シロさんが使っていた電気マットがあったはずだ。探してくる。その間だけでいいから、おまえさんの部屋で見ててくれ」

「わかった」

　電気マットはそろそろシロさんのために出す予定だった。すぐに見つかるはずだと立ち上がり、倉庫に向かう。

　今日から子猫の世話で忙いそがしくなる。そしてもう少し大きくなったら遊び相手にならなければならない。楽しみで、自然と笑顔になった。







　千鳥にシロさんを託たくされた帯刀は、段ボールを抱かかえて自分の部屋に戻る。

　まだ暖だん房ぼうをつけていない部屋なので、せめてと日当たりのいいところに置いた。

　日ひ射ざしのあたたかさに気持ちがゆるんだのか、子猫はぐーっと身体からだを伸ばし、眼をゆっくり閉じる。

　その様子を見ていた帯刀は、ため息をついた。

「……シロさん、尻尾しつぽ、気をつけろ」

　忠ちゆう告こくすると、シロさんはおやと眼を開ける。そして子猫らしくない機き敏びんな動きで立ち上がり、くあ、とあくびをした。

「なんだ、気づいておったのか」

「十八代目の話を聞いたときに、もしかしてと思った。なんで家を出て戻ってきたんだ？」

「二十年ならともかく、それ以上生き続ける猫はおらんからな。我われは定期的にふらりと姿を消して、子猫の姿で戻ってくるようにしている」

　猫ねこ又またのシロさんは人間よりも遙はるかに長い寿じゆ命みようを持っているようだ。

　しかし普通の猫として生きるのなら、定期的に死んだと見せかける必要がある。

「ご隠居に猫又だって話をしたらどうなんだ？　いちいち面倒だろ」

「前にも言ったが、ご隠居さまが望んだのは、かわいいかわいいただの白い猫を撫でること。あの日、ご隠居さまが『白い猫が屋敷にいたらいいのに』と言わなければ、我も生まれなかった。我が生を与えてくれた恩おん人じんの、ささやかな願いごとぐらいは叶えてやらねば」

　たしかに、千鳥のシロさんのかわいがり方を見ていると、飼い猫としての役割しか求めていない。屋敷にいてくれるだけで満足しているのだ。

（……シロさんがそれでいいなら、俺が口出しすることじゃない）

　おそらく、この茶番は千鳥だけが知らない。他の守護代は知っているはずだ。それでも黙だまっている。──千鳥のことが、好きだから。

　どれだけ甘やかされているんだと呆あきれながら、シロさんの三つに割れたふわふわの尻尾をそっと撫でる。柔らかな感かん触しよくが心地ここちよい。

「大怪我をしたところを、ご隠居に救ってもらったのか？　ご隠居といい、シロさんといい、恩返しが数百年単位なのはどうかと思うがな」

「生を与えてくれた恩人、という言い方だとそうともとれてしまうか」

　ふふふとシロさんは笑い、尻尾を一つに直した。

「言葉通りの意味だが、どういう意味になったとしても結果は変わりない。我はこの屋敷に住まい、ご隠居さまをお守りするだけだ」

「……言葉通り？」

　千鳥が望んだから、シロさんが生まれた。

　この言葉はなにかの比ひ喩ゆ表現のはずだ。命を、魂たましいをつくれるのは本物の神さまだけで、ただの守護にはできないと千鳥が言っていた。

「シロさんの言い方だと、ご隠居が本物の神さまで、シロさんをつくったように聞こえる」

「ほう……？　それで、ご隠居さまが本物の神さまだとしたら、どうする？」

　おもしろがるように言われた帯刀は、シロさんの頭を人差し指でつつく。

「『だからなに』って話だ。元々うさんくさいシステム上の神さまが、うさんくさい本物の神さまになったところで、違いはない」

　アホらしい、とため息をつけば、千鳥の足音が聞こえてくる。

　シロさんが反応して、みぃとかわいらしく鳴いた。
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「……というわけで、十八代目のシロさんだ！」

　千ち鳥どりは手のひらに小さな白しろ猫ねこを乗せて、みんなに見せる。みんなと言っても、たまたまいた柏かしわと勢せ多たと中なか之の条じようの三人だけなので、残りの守しゆ護ご代だいへのお披ひ露ろ目めはまた後日だ。

　かわいいだろうと白猫を撫なでると、首につけられた鈴がちりんと鳴った。

「で、動物病院の診しん察さつ券けんに記入する本当のお名前は？」

「若いのがつけたぞ」

　千鳥が帯たて刀わきに言えば、帯刀は新入りの名前を披ひ露ろうした。

「海沿いで拾ったから、白い波で『白しら波なみ』。他の候補はご隠いん居きよに却きやつ下かされた」

「へぇ、どんな名前が候補に？」

　柏が手を伸ばし、膝ひざの上の猫をそっと撫でる。眼を細めて、愛らしい新入りを歓かん迎げいした。

「『雪』は嫌いやだと」

「ああ……それはたしかに」

　柏がちらりと見てきて笑う。帯刀とは違い、きちんと覚えていたらしい。

「先代さまの名づけ方って、わかりやすいですよねぇ。僕もあやうく妙みような名前にされるところでした。おにいさんたちが、それはないって助言したおかげで『柏』になりましたが」

「柏さんって、名字じゃなくて名前？」

　帯刀の言葉に、今度は千鳥と柏が驚く番だった。

　自じ己こ紹しよう介かいしたときに、たしかにその辺りのことを説明していなかった気がする。

「ご隠いん居きよ、これがジェネレーションギャップですよ。ただし中之条と勢多は抜きで」

「もしかして、おれたちはついに少数派か？」

　千鳥は戦国時代生まれで、柏は江戸時代生まれ。

　そのことを知っていた帯刀は、歴史の教科書に載っていた明治維い新しんの改革のまとめの一部をなんとか思い出すことに成功した。

「……!?　一八七五年、平民でも名字を……っていう、なんだっけ……覚えてない」

　はっとした帯刀に、そうそうと千鳥と柏は頷うなずく。

　帯刀は出てこなかった法令名を調べるために、スマホを操そう作さして検けん索さくをしていた。

「まあ、名乗らないだけで、名字を持っている農民は普通にいたけどな。でも守護代だと名字を使う機会がないから、あえてつける必要はなくて、明治まで名字なしがほとんどだった。ちなみに例外は、二にノの宮みやと三さんノの宮みやな。あいつらは名字を名乗れる坊ぼつちゃん育ちだから」

「中之条は武士の子で、勢多は京きよう都との名家の出身です。言っていなかったかもしれませんが、二人の今の名前は、守護代になったときにつけたものですよ。大たい抵ていは事情ありで守護代になるので、新しい守護代用の名前をつけることが多いですね」

「へぇ」

　生き字引の老人である自分たちの話を聞くと、昔話になって知識がすっと入ってくると帯刀に言われたことがある。なので、千鳥はできる限り昔話をしようと思っているのだが、これが難しい。

　帯刀に有名な黒船来らい航こうの話をしてみたことがあったが、『そのころはたしか隣の村の栄えい吉きちさんのところで三つ子が生まれたって話題になってたなぁ』と言ったら、もういいと呆あきれられてしまった。

「そうだ、シロさんにも名字があるぞ」

「とりあえず俺の名字にしてある」

　茅ちヶが崎さき白波という、いまいちしまらない名字と名前の組み合わせになったシロさんは、千鳥の膝でうずくまっている。

　勢多が小さい小さいと喜びながら、指で小さな肉球をつついていた。

「よかった。新入りがくると賑にぎやかになって、ご隠居の気が紛まぎれるだろうし」

　勢多の言う通り、新しい同居人が増えて、しかも手がかかる子で、今日は一日ばたばたしていた。

　仕事から帰ってきたみんなは、千鳥がにこにこと笑って出で迎むかえたから、何事と驚いたあと、子猫を見てほっとしたのだろう。

　でもここで大丈夫だと宣せん言げんしてしまえば、みんなもそう言わなくてはならない。

　帯刀から教えられた千鳥は、もうどうしたらいいのかを知っている。

「おれは別に悲しくはないぞ。でも先代さまが亡なくなられて、寂しくはあるな」

　勢多に同意を求めたら、驚いた顔で固まられてしまった。『うん』と言うか『大丈夫』と言うか、迷ったらしい。

　気がつけば、みんな自分を見ていた。寂しいに反応して、どう慰なぐさめようか考えているのかもしれない。

「だから、おれと楽しい約束をしてくれ。シロさんを育てながら、その日を心待ちにするから」

　ふらふらしていると心配されていた自分は、そういえば約束というものをあまりしてこなかった。仕事が忙しくて約束を果はたせるかどうか不安で、いつも確約できないと曖あい昧まいにしていたけれど、これがみんなの不安の元になっていたのだろう。

　だから、今日からは小さな約束を当たり前のようにしたい。そして叶えていきたい。

　とりあえず、まずはここにいる者としようと決め、約束を待っていたら、まっさきに勢多が声を上げてくれた。

「クリスマスケーキ！」

　もう十一月ですよと、勢多はカレンダーを見て千鳥に告げる。

「デパ地下にケーキのカタログが出てるし、今月中に予約しないと予約満数になるところもあるんで！　一緒に選んで、予約しに行きましょう！」

　守護と守護代は、宗教感覚がばらばらで、各自好き勝手にどうぞという扱あつかいになっている。しかし先代さまは、季節を感じる行事ぐらいは大切にしていきましょうという方針を持っていたため、毎年クリスマスの前日にケーキを買ってきて、人数分に切り分けておいてくれた。

　このケーキはクリスマスの日から三日以内に食べなければ、勝手に食べられても文もん句くは言えないという決まりになっている。

　千鳥はクリスマスの日に、この屋敷でケーキを食べた記憶がない。何回かは食べたような気もするが、よく覚えていない。

（今年からは、季節をもっと大事にしよう。どこのケーキを食べたのか、だれと食べたのか、しっかり覚えておきたい）

　おう、と頷き、まずはカタログを取りに行くことにした。

　シロさんの子猫用のベッドもほしいので、明日早速出かけよう。

「ご隠居、今年の大おお晦みそ日かは空けておいてください。神かん田だで年越そばにつきあってもらえませんか？　かなり並ぶと思うので、防ぼう寒かんはしっかり頼みますよ」

「除じよ夜やの鐘かねを聞きながら年越しそばか。いつも気がついたら年末だったから、あといくつって数えて寝るのが楽しみだな」

　屋敷で年越しそばを食べると、どうしても京風のだしがよくきいた味つけになる。それはそれでおいしいのだが、江戸育ちの中之条と共に昔の味を懐なつかしみながら食べて、昔話をするのもいい。

「僕は一緒に初はつ詣もうでに行ってもらおうかな。小さいころ、貴方あなたに『他のおにいさんに連れて行ってもらえ』って言われたこと、まだ根に持っているんです」

「初詣なら一緒に行ったことあるだろ!?」

「仕事帰りに、ついでにちょっとよっていくか、は数に入れません。きちんと約束して行きたいんですよ。甘酒ぐらいはおごってくださいね」

　昔、この色で迫はく害がいされていたころ、家の中では柏をたくさん構っていたけれど、家の外を一緒に歩くことは避さけていた。幼おさない柏を危険な目に遭あわせたくなかったのだ。

　それはあのころの自分にとって正しい判断だった。だから初詣を断ったことはすっかり忘れていた。柏から薄はく情じよう扱あつかいされるのは、こういうことの積み重ねだったに違いない。

「ついでに絵馬も書こうな。若いのの大学受験合格を願っておこう」

　神頼みはいらないと帯刀は言っていたが、こちらが勝手にやりたいだけだ。仕事だけの関係ではないのだから、心配ぐらいさせてほしい。

　必要ないと言われても決行だと思っていたら、帯刀は驚くことを口にした。

「……なら大学合格したら、花見。免許とったし、好きなところに連れて行ってやる」

「本当か!?」

　少し前、いろいろなものを一緒に見ようと帯刀に約束した。覚えてくれていたのか、嬉しいことを言ってくれる。

「帯刀は本当にご隠居っ子ですねぇ」

「初めて車に乗るときは助手席に座るよって言っておいたんですけれど、結局ご隠居を乗せちゃいましたしね」

「オレが花見に連れて行けって頼んでも、嫌いやって断れる現代っ子のくせにな～」

　中之条と柏と勢多がひそひそ話に見せかけながら、こちらに聞こえるような声で話し始める。

　帯刀がにらみつければ、三人はなんでもありませんとにやにや笑った。
















　なんだなんだと思っていると、袂たもとから振しん動どうが伝わってくる。

　振動が続いているので、メールの着信ではなく、電話だ。だれからだと画面を見ると、中国地方の〈守護〉初はつ瀬せだった。

「もしもし、千鳥です。初瀬さん？　どうかしたんですか？」

『こんにちは、声からすると元気そうだね、安心した。早速だけれど、近々そっちに遊びに行ってもいい？』

「え？　はい、どうぞ……？」

　もちろん歓迎するが、一体どうしたのだろうか。なにか大きな仕事でも持ってくるのかなと不安になっていたら、初瀬が電話の向こうで笑っていた。

『先代の千鳥くんのお墓はかはつくらないって話だったけれど、気持ち的には墓参りに行きたいんだ。だったら、彼が一番好きだった光景を見て、悼いたむことぐらいはしたいなぁって』

「あ……」

　そうだった。自分よりも長く先代さまと一緒にいた方々が、あちこちにいる。本当は駆かけつけたかったのに、みんな我が慢まんしていたはずだ。

『暗くなるのはよそうね。単純に、お疲れさまって言いたいだけ』

　初瀬はだれもが通る道だよと明るく言ってくれた。

　ほっとして、いつでもきてくださいと、見えないとわかっていても頭を下げる。

『千鳥くん、今度京きよう都とへ一泊二日で遊びに行くんでしょう？　千鳥くんの旅行はいいのに、私が駄だ目めなのはおかしいって東しの雲のめさんにわめいたら、許可もらえたんだ』

　なぜその話を知っている、と千鳥は驚いたが、先代さま経由だったのかもしれない。もしくは東雲から直接聞かされたのか。

　あの東雲相手にそんなことができる初瀬を、心の底から尊敬した。

『よかったら、京都旅行にうちの一いちノの宮みやも連れて行って。うちの一ノ宮は働きすぎだから、たまには羽を伸ばさせてやらないと。しなくていい世話ばっかり焼いてくるんだよねぇ』

「いいですね。東雲さんと一対一は緊張しすぎてしまうので、いてくれたら助かります」

　初瀬は本人のいないところで勝手に予定を決めてしまった。逢おお束つかはかなりこの人に振り回されているんだろうなと苦笑する。

「東雲さんは寂さびしい方ですから、賑にぎやかにすると喜ぶと思います。離れているから難しいですが、おれも苦手と思わずにときどきはお慰なぐさめして……」

『あ～！　あっ、そういうのは私のような老人に任せて！　千鳥くんは若い子同士で楽しんで！　……うわ～……東雲さんの思い通りというか……これは私の責任もあるよね……』

　よくわからないことを初瀬は言い出した。どうかしましたかと訊きけば、なんでもないよと疲れた声で呟かれる。

『それから、私が関東に遊びに行く話、あちこちの守護に自じ慢まんするからね』

「はぁ……？」

『みんなずるいって言って、あちこちから関東に遊びに行くって言い出すよ。スカイツリーに行きたいねぇって話、千鳥くんが欠席した神さま会議でしていたんだ。これから忙しくなるだろうから、がんばってね』

　またね～と、大事なことを世間話のように軽く言い放った初瀬は、あっさり電話を切ってしまう。

「……ちょっと、待て」

　それはとてつもなく忙しくなるのではないだろうか。

　だれがいつくるのかの日程を調節して、希望する関東の観光計画を立てておいて、予約して、その合間に京都旅行の話も逢束と相談して進めて……となると、身体がいくつあっても足りない。おまけに乳ち飲のみ子ごのシロさんを抱えている。

　大変なことになったぞとカレンダーを見て、でも嬉しくなった。

　未来の約束があるというのは、とても楽しいことだ。そして約束を果たす時間を、先代さまが与えてくれた。

　一日一日を大事にして、約束がある未来に向かってみんなと歩いて行こう。










　拝はい啓けい　美しい紅こう葉ようもいよいよ終わりが近づいて参りました。時の流れの早さに驚くばかりです。

　先日は、那な須すで大変お世話になりました。少しの間でしたが、懐なつかしい家族の時間を過ごすことができて、幸せというものを改めて実感できました。仕事が終わったあと、那須に残ることを認めてくださり、感謝しております。

　最近、葉は山やまの屋敷に新しい住人が増えました。かわいらしい白い子猫です。海かい岸がんで拾ったので、帯刀が『白波』と名づけました。十八代目の『シロさん』です。早速人気者になって、みんなからかわいがられています。

　先代さまが眠られてから、葉山の屋敷で寂しさを感じていたところ、皆みなと楽しい約束をたくさんつくることができました。どうやら、先代さまと再会できるのはとても遅くなりそうです。

　長い間、守護という大役を務つとめられ、お疲れさまでした。どうかゆっくりおやすみください。


敬具　













終
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　こんにちは、石いし田だリンネです。本作は『神さまになりまして、』シリーズの三巻目となります。応おう援えんしてくださった皆さまのおかげで、ついに千ち鳥どりという主人公を書ききることができました。本当にありがとうございます、感謝してもしきれません……！

　それでも個人的に書いてみたい部分が少し増えたので、趣しゆ味みで書くつもりです。夢が叶うのはかなり先の話になりますが、気になりましたらツイッターをのぞきにてください。

　ここからは謝しや辞じです。イラストを担当してくださったmotai先生（いつも最高を越えるイラストに感かん激げきしていました！）、引き続き京きよう都と弁べんの翻ほん訳やく・監かん修しゆうを引き受けてくださった友人Ｈさん、突然の百目鬼どうめきアンケートに答えてくださった、かだかさん、ねぎさん、やぎさん、デザインの相談にのってくださったうゆさん、執しつ筆ぴつを応おう援えんしてくださった方々、ご指導くださった担当様、そして本作を読んでくださった読者の皆様に深くお礼を申し上げます。本当にありがとうございました！




　以下、お世話になりました参考文ぶん献けん・引用文献の一部です。

『宇都宮の歴史』徳田浩淳・下野史科保存会　集英堂書店／『日本妖怪大事典』水木しげる、村上健司・角川書店／『二十六字詩　どどいつ入門　古典都々逸から現代どどいつまで』中道風迅洞・徳間書店
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連休の那須に行ってみたら、道路の混雑がすごくて、予定のいくつかが消化できないまま帰リの新幹線に飛びこみました。

今年中にもう一度、今度は余裕を持った日程で那須のペンションと温泉を楽しみたいです。










イラスト

motai

motai




今年もクーラーの偉大さを再確認しました。

でも乾燥肌とドライアイが悪化するので対策を考えてます。
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